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お買い上げありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」と別冊の「安全上のご注意」をお
読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、安全にお使いくだ
さい。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとき
お読みください。
製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際は本機に製
造番号が正しく記されているか、またその製造番号と保証書に記載
されている製造番号が一致しているかお確かめください。

ネットワークビデオレコーダー

取扱説明書
VR-N900   (B)



はじめに

ネットワークカメラの自動検出機能
複雑なカメラ登録作業の手間を大幅に軽減します。

500GB大容量ハードディスク内蔵

HDD増設に対応
2TB2台（外付）まで増設が可能です。(VR-N900)

1TB（内蔵 500GB増設）、2TB2台（外付）まで増設が可能で
す。(VR-N1600)

9チャンネル同時 120イメージ／秒の記録が可能 (VR-
N900)

4チャンネルのアナログ入力を装備 (VR-N900)

80イメージ /秒の表示・配信性能を確保 (VR-N1600)

60イメージ /秒の表示、30イメージ /秒の配信性能を確
保 (VR-N900)

同時記録再生が可能
記録中でも記録画像の再生やジョグ・シャトル再生、スキップ
再生をすることができます。

ダイレクトサーチ
希望の日時・アラーム位置を、すばやく検索することができま
す。

停電復帰記録
記録中に停電が発生した場合、停電復帰後に停電前の記録モー
ドで自動的に記録を再開します。

アラーム記録機能
記録中にアラーム信号が入ると、自動的にアラーム記録モード
で記録を開始します。

動き検出機能
設定したライブ映像内の“動き”を自動的に検出して、記録を
開始します。検出エリアはカメラごとに設定することができま
す。

アラームメール発報機能
アラーム・動き検出時に、電子メールの発報ができます。

RAID1に対応 (VR-N1600)

内蔵 HDDを増設すると RAID1に対応できます。
2つのハードディスクに同じデータを書き込み（ミラーリ
ング）、1つが故障してもそのまま運用を継続することがで
きます。

16チャンネル同時 160イメージ／秒の記録が可能
(VR-N1600)

NVR Viewerを起動しない場合は、16チャンネル同時
240イメージ／秒までの記録が可能です。

双方向音声カメラに対応 (VR-N1600)

音声入力端子１（AUDIO IN １）に入力されたマイク音声を、
双方向音声対応カメラへ送信し、カメラに接続されたスピーカ
から出力します。

特長

この取扱説明書の見かた

�ドキュメントについて
以下の 2つのドキュメントがあります。
(1)スタートアップガイド
冊子として同梱されています。また、PDFファイル
として提供されています。CD-ROMに入っています。

(2)取扱説明書（本 PDF）
PDFファイルとして提供されています。CD-ROMに
入っています。

�本文中の記号の見かた
ご注意 操作上の注意が書かれています。

メモ 機能や使用上の制限など、参考になる内容が
書かれています。

A 参考ページや参照項目を示しています。

�本書の記載内容について
● 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、また
は全部を弊社に無断で転載、複製などを行うことは禁
じられています。

● 本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商
標、または登録商標です。本書では™、®、©などの
マークは省略してあります。

● Milestone、XProtect Enterpriseは、Milestone 
Systems社の登録商標です。

● 本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容につ
いては、改善のため予告なく変更することがありま
す。

● 本書では、特別な場合を除いて VR-N1600の画像やイ
ラストを使用して説明をしております。VR-N900の
画像やイラスト使用する場合、イラストの右上に機種
名を表示してあります。
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� Milestone製組込ソフトウェアに関するエンドユーザーライセンス契約

これは、お客様、Milestone Systems A/S（Milestone）および日本ビクター株式会社（ビクター）における、ビクターネット
ワークビデオレコーダ（NVR）製品に組み込まれた Milestone社製ソフト（以下本件ソフトといいます）に関する契約です。
本件ソフトには、ビクター NVR製品販売時またはその後に提供される本件ソフトの関連ソフトコンポーネント、媒体、印刷
物およびオンラインまたは電子文書を含みます。
本件ソフトを組み込んだビクター NVR製品の使用をもって、お客様は本契約の条件および条項に同意され、これらに拘束さ
れることになります。
本件ソフトは、各国の著作権法・著作権に関する国際条約のほか、知的財産に関する法律や条約・協定で保護されており、
本契約に従ってライセンスされます。

1.使用許諾
Milestoneはお客様に対し、ビクター NVR製品上で本件ソフトを使用する権利を許諾します。

2. 著作権
本件ソフトに関する著作権その他の権利は、Milestoneが保有します。本契約で明示的に許諾される場合を除き、Milestone
はその一切の権利を留保します。

3. 非保証
Milestoneとビクターは、本件ソフトについて一切の保証をしません。本件ソフトおよび関連文書は現状有姿で、商用性、特
定目的への適合性や非侵害に関するものを含め、一切の保証なく提供されます。本件ソフトの使用または性能より生じるあ
らゆるリスクは、ユーザーとしてのお客様の負担となります。特定装置または他のソフトウェアとともに使用した場合、本
件ソフトによって適法による制限を受けたりまたは適法に反する調査やデータプロセッシングが可能となる場合があること
をお客様はご了解下さい。適法に使用しているか否かを検証するのは、ユーザーとしてのお客様の責任となります。

4. 限定責任
Milestone、ビクターまたはそれらのサプライヤーは、本件ソフトを使用しまたはこれを使用できなかった場合、もしくは正
当にサポートされまたはされなかった場合に生じる特別、付随的、間接または派生的損害（逸失利益、ビジネスの中断、ビ
ジネス情報の喪失、その他金銭上の損失を含みますが、これに限りません）については、Milestoneまたはビクターがその可
能性を予見していた場合であっても、一切を保証しません。いかなる場合であっても、本条に基づくMilestoneおよびビク
ターの保証は、お客様がビクター NVR製品のうち本件ソフト部分に対しお支払いになった相当額を上限とします。
なお、本条の規定は、適法で認められる限り有効とします。

5. 雑則
（１）お客様は本件ソフトがビクターNVR製品に組み込まれていることを了解し、本件ソフトを複製しないものとします。
（２）お客様は本件ソフトをビクターNVR製品から取り除いたり、そのコピーを第三者に提供してはならないものとしま

す。
（３）適法で認められ、かつ本契約上それを否認することができない場合を除き、本件ソフトに対しリバースエンジニアリン

グ、逆コンパイルまたは逆アセンブルをしてはなりません。
（４）お客様は、本件ソフトを組み込んだビクターNVR製品の譲受人が本契約の条件に同意した場合、本件ソフトに関する

お客様の権利をかかる譲受人に譲渡することができます。

6. 終結
お客様が本契約のいずれかの規定に違反した場合、Milestoneは本契約を終結しうるものとします。その場合、お客様は本件
ソフトの使用を中止しなければなりません。

7. 準拠法
本契約は日本国法を準拠法とし、また本契約に関する紛争の第一審管轄裁判所は、東京地方裁判所とします。
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はじめに
VR-N900/VR-N1600（以下、「本デバイス」といいます）には、日本ビクター株式会社が Microsoft Corporationよりライセンス
を受けているソフトウェア、Windows�XP Embedded Runtime（以下、「本ソフトウェア」といいます）がインストールされて
います。本デバイス及び本ソフトウェアのご使用にあたっては、下記のマイクロソフトソフトウェアライセンス条項へのご同
意が必要になります。

マイクロソフトソフトウェアライセンス条項
Windows�XP Embedded Runtime
本ライセンス条項は、お客様と日本ビクター株式会社との契約を構成します。以下のライセンス条項を注意してお読みくださ
い。これらのライセンス条項は本デバイスに含まれる本ソフトウェアに適用されます。本ソフトウェアには、本ソフトウェア
が記録された別の媒体も含まれます。
本デバイスのソフトウェアには、マイクロソフトまたはその子会社からライセンス許諾されたソフトウェアが含まれています。
また、本ライセンス条項は本ソフトウェアに関連する下記マイクロソフト製品にも適用されるものとします。

● 更新プログラム
● 追加ソフトウェア
● インターネットベースのサービス
● サポートサービス

ただし、これらの製品に別途ライセンス条項が付属している場合は、当該ライセンス条項が適用されるものとします。お客様
がマイクロソフトから更新プログラムまたは追加ソフトウェアを直接入手された場合、日本ビクター株式会社ではなく、マイ
クロソフトが当該更新プログラムまたは追加ソフトウェアを許諾します。

以下に説明するように、一部の機能を使用することにより、インターネットベースのサービスのために特定のコンピュータ情
報を送信することにお客様が同意されたものとします。
本ソフトウェアを使用することにより、お客様は本ライセンス条項に同意されたものとします。本ライセンス条項に同意され
ない場合、本ソフトウェアを使用または複製することはできません。この場合、日本ビクター株式会社に問い合わせて、お支
払いいただいた金額の払戻しに関する方針を確認してください。
お客様が本ライセンス条項を遵守することを条件として、お客様には以下が許諾されます。

1 使用に関する権利
お客様は、本ソフトウェアを取得したデバイスで本ソフトウェアを使用できます。

2 追加のライセンス条件および追加の使用権
a. 固有の使用。
日本ビクター株式会社は、本デバイスを特定の目的で使用するように設計しています。お客様は当該使用目的に限り本ソ
フトウェアを使用できます。

b. その他のソフトウェア。
お客様は、他のプログラムが以下の条件を満たす場合に限り、本ソフトウェアで他のプログラムを使用できます。
●製造業者の固有のデバイス使用目的を直接サポートする。
●システムユーティリティ、リソース管理、またはウイルス対策や類似する保護対策を提供する。

コンシューマまたはビジネスタスクやプロセスを提供するソフトウェアを本デバイスで実行することはできません。該
当するソフトウェアには、電子メール、ワードプロセッサ、表計算、データベース、スケジュール作成、および家計簿
ソフトウェアが含まれています。本デバイスは、ターミナルサービスプロトコルを使用して、サーバーで実行されるこ
れらのソフトウェアにアクセスできます。

c. デバイス接続。
●お客様は、ターミナルサービスプロトコルを使用して、電子メール、ワードプロセッサ、スケジュール作成や表計算な
どのビジネスタスクやプロセスソフトウェアを実行する別のデバイスに本デバイスを接続することができます。

●お客様は、最大 10台のデバイスに本ソフトウェアへのアクセスを許可し、以下を利用することができます。
●ファイルサービス
●プリントサービス
●インターネットの情報サービス
●インターネット接続共有サービスおよびテレフォニーサービス

この 10台という制限は、「マルチプレキシング」または接続数をプールするその他のソフトウェアもしくはハードウェア
を介し本ソフトウェアに間接的にアクセスするデバイスにも適用されます。お客様は TCP/IPを介していつでも無制限に受
信できます。
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3 使用許諾の適用範囲
本ソフトウェアは使用許諾されるものであり、販売されるものではありません。本契約は、お客様に本ソフトウェアを使用
する限定的な権利を付与します。日本ビクター株式会社およびマイクロソフトはその他の権利をすべて留保します。適用法
によりこの権利を超越した権利が与えられる場合を除き、お客様は本契約書で明示的に許可された方法でのみ本ソフトウェ
アを使用することができます。お客様は、本ソフトウェアに組み込まれた使用方法を制限する技術的制限に従うものとしま
す。詳細については、本ソフトウェアのマニュアルを参照するか、日本ビクター株式会社にお問い合わせください。上記の
制限にもかかわらず、法律上許容される範囲において、以下の行為は一切禁止されています。

●本ソフトウェアの技術的な制限を回避する方法で利用すること
●本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブルすること
●本契約書に指定される数を超えて本ソフトウェアの複製を作成すること
●第三者が複製できるように本ソフトウェアを公開すること
●本ソフトウェアをレンタル、リース、または貸与すること
●本ソフトウェアを商用ホスティングサービスで使用すること

本契約書で定められている場合を除き、任意のデバイス上で本ソフトウェアにアクセスする権利は、当該デバイスにアクセ
スするソフトウェアまたはデバイスに関するマイクロソフトの特許またはその他の知的財産権を行使する権利をお客様に付
与するものではありません。

お客様は、リモートデスクトップなどのリモートアクセス技術を使用して、別のデバイスから本ソフトウェアにリモートア
クセスすることができます。他のソフトウェアにアクセスするプロトコルの使用に必要なライセンスの取得にはお客様が責
任を負うものとします。

●リモートブート機能。
日本ビクター株式会社がデバイスにおいて本ソフトウェアのリモートブート機能を有効にしている場合、お客様は以下の操作
ができます。

(i) 本ソフトウェアの複製 1部をお客様のサーバーにインストールして、ライセンス取得済みデバイスにリモートブート
プロセスの一環として展開するためのみに Remote Boot Installation Service(RBIS)ツールを使用する。

(ii) リモートブートプロセスの一環として本ソフトウェアをデバイスに展開するためのみに Remote Boot Installation 
Serviceを使用する。

(iii)本ソフトウェアをライセンス取得済みデバイにダウンロードして、ライセンス取得済みデバイスで使用する。
詳細については、本ソフトウェアのマニュアルを参照するか、日本ビクター株式会社にお問い合わせください。

●インターネットベースのサービス。
マイクロソフトは、本ソフトウェアと共にインターネットベースのサービスを提供します。マイクロソフトは随時この
サービスを変更または中止できるものとします。

a. インターネットベースのサービスに関する同意。
本ソフトウェアには、以下に説明するインターネットを経由してマイクロソフトのコンピュータシステムに接続する機能
が含まれます。接続が行われる際、通知が行われない場合があります。これらの機能を解除したり、使用しないことも選
択できます。これらの機能に関する詳細については、以下のWebサイトをご参照ください。

http://www.microsoft.com/windowsxp/downloads/updates/sp2/docs/privacy.msp

これらの機能を利用することで、お客様はマイクロソフトがこれらの情報を収集することに同意されたものとします。マ
イクロソフトはこれらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。

b. コンピュータ情報。
以下の機能はインターネットプロトコルを使用しており、お客様の IPアドレス、オペレーティングシステムの種類、ブ
ラウザの種類、使用している本ソフトウェアの名称およびバージョン、ならびに本ソフトウェアをインストールしたデバ
イスの言語コードなどのコンピュータ情報を適切なシステムに送信します。マイクロソフトは、お客様にインターネット
ベースの複数のサービスを提供するためにこれらの情報を利用します。

●Webコンテンツ機能。
本ソフトウェアには、関連するコンテンツをマイクロソフトから取得し、お客様に提供する機能が含まれます。コンテ
ンツを提供するために、これらの機能は、お客様が使用しているオペレーティングシステムの種類、本ソフトウェアの
名称およびバージョン、本ソフトウェアをインストールしたデバイスのブラウザの種類および言語コードをマイクロソ
フトに送信します。この機能の例として、クリップアート、テンプレート、オンライントレーニング、オンラインアシ
スタンス、および Appshelpが含まれます。これらの機能は、起動しない限り動作せず、お客様は、これらの機能を解
除することも、使用しないことも選択できます。

●電子認証。
本ソフトウェアはデジタル証明書を使用します。これらの電子認証は、X.509標準暗号化情報を使用し、インターネッ
トユーザーを特定します。本ソフトウェアは証明書を取得し、証明書失効リストを更新します。このセキュリティ機能
は、お客様がインターネットに接続した場合にのみ作動します。

●Auto Root Update
Auto Root Update機能は信頼できる認証機関のリストを更新します。Auto Root Update機能は解除することができます。
5



はじめに

マイクロソフトソフトウェアライセンス条項 (つづき )
●Windows Media Player
お客様がWindows Media Playerを使用すると、マイクロソフトに対して以下が確認されます。

●お客様の地域において利用可能なオンライン音楽サービス
●Windows Media Playerの最新バージョン
●Codec(コンテンツの再生に必要な Codecがデバイスにない場合 )。
お客様は、この機能を解除することができます。
詳細については、http://microsoft.com/windows/windowsmedia/mp10/privacy.aspxをご参照ください。

●Windows Media Digital Rights Management
コンテンツ所有者は、著作権を含む知的財産権を保護する目的で、Windows Media Digital Rights Management 
(WMDRM)技術を使用しています。本ソフトウェアおよび第三者のソフトウェアは、WMDRMで保護されたコンテンツ
を再生、複製する際にWMDRMを使用します。本ソフトウェアがコンテンツを保護できない場合、コンテンツ所有者
がマイクロソフトに対して、保護されたコンテンツをWMDRMを使用して再生または複製する本ソフトウェアの機能
を無効にするよう要請することがあります。無効にされた場合も、その他のコンテンツは影響を受けません。保護され
たコンテンツのライセンスをダウンロードする際、お客様はマイクロソフトがライセンスに失効リストを含めることに
同意したものとします。コンテンツ所有者は、お客様がこれらのコンテンツにアクセスする前に、WMDRMのアップグ
レードを要請することがあります。WMDRMを含むマイクロソフトソフトウェアは、アップグレードに先立ってお客様
の同意を求めます。アップグレードを行わない場合、お客様はアップグレードが必要なコンテンツにアクセスできませ
ん。インターネットに接続するWMDRM機能は解除することができます。この機能が解除されている場合、正規のラ
イセンスを取得している限り、コンテンツを再生することは可能です。

c. インターネットベースサービスの不正使用。
お客様は、これらのサービスにダメージを及ぼす可能性のある方法、または第三者によるサービスの使用を妨げる方法
で、これらのサービスを使用することはできません。また、サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不
当なアクセスを試みるためにこれらのサービスを使用することは一切禁じられています。

4 Windows Update Agent (Software Update Servicesとも呼ばれます )
デバイスにインストールされた本ソフトウェアには、必要なサーバーコンポーネントがインストールされたサーバーにデバ
イスを接続して更新プログラム (「Windows Update」)にアクセスできるようにしたWindows Update Agent(「WUA」)機
能が含まれています。Windows Updateが付属するこのマイクロソフトソフトウェアライセンス条項または他の EULAの免
責に限らず、お客様は、デバイスにインストールするWindows Updateについて、マイクロソフトおよびその子会社は保証
を行わないことを認め、同意するものとします。

5 製品サポート
サポート方法については、日本ビクター株式会社にお問い合わせください。サポートの連絡先については本デバイス付属の
文書をご参照ください。

6 バックアップ用の複製
お客様は、本ソフトウェアのバックアップ用の複製を 1部作成することができます。バックアップ用の複製は、お客様が本
ソフトウェアを本デバイスに再インストールする場合に限り使用することができます。

7 ライセンス証明書 (「Proof of License」または「POL」)
お客様が本ソフトウェアを本デバイスにインストールされた状態、CD-ROMまたはその他の媒体で入手された場合、本ソフ
トウェアが正当に許諾されたものであることは、正規のマイクロソフト「Certificate of Authenticity」ラベルが正規の本ソフ
トウェアに付属していることをもって識別することができます。正規のラベルはデバイス上もしくは日本ビクター株式会社
のソフトウェア梱包に貼付されている必要があります。ラベルが別途付属する場合は、無効とみなされます。お客様が本ソ
フトウェアの使用許諾を受けていることを証明するため、ラベルが貼付されたデバイスもしくは梱包材を保管してくださ
い。正規のマイクロソフトソフトウェアを識別する方法については、http://www.howtotell.comをご参照ください。

8 第三者への譲渡
お客様は、本ソフトウェアを、本デバイス、Certificate of Authenticityラベル、および本契約書と一緒にのみ、第三者に直接
譲渡することができます。譲渡の前に、本ソフトウェアの譲受人は本ライセンス条項が、譲渡および本ソフトウェアの使用
に適用されることに同意しなければなりません。お客様は、バックアップ用の複製を含む本ソフトウェアの複製を一切保持
することができません。

9 非フォールトトレラント
本ソフトウェアは、フォールトトレラントではありません。日本ビクター株式会社は、本ソフトウェアを本デバイスにイン
ストールし、本デバイスでの本ソフトウェアの実行に責任を負います。

10使用の制限
マイクロソフトソフトウェアは不具合に対して自動的に対応できる機能または性能を持たないシステムを対象にしていま
す。お客様は、万一誤作動した場合に人身傷害もしくは死亡につながる可能性のあるデバイスまたはシステムでマイクロソ
フトソフトウェアを使用することはできません。使用の制限には、原子力施設の操業、航空機の航行、通信システム、およ
び航空管制が含まれます。
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11本ソフトウェアの保証なし
本ソフトウェアは、何ら保証のない現状有姿のまま瑕疵を問わない条件で提供されます。本ソフトウェアの使用から生じる
リスクは、お客様が負うものとします。他の明示的な保証または条件は規定いたしません。本デバイスもしくは本ソフト
ウェアに関する保証は、マイクロソフトまたはその子会社が負うことはなく拘束されるものではありません。法律上許容さ
れる最大限において、商品性、特定目的に対する適合性、非侵害性に関する黙示の保証について日本ビクター株式会社およ
びマイクロソフトは一切責任を負いません。

12責任の制限
マイクロソフトおよびその子会社の責任は、250米ドル (US$250.00)を上限とする直接損害に限定されます。その他の損害
(派生的損害、逸失利益、特別損害、間接損害、または付随的損害を含みますがこれらに限定されません )に関しては、一切
責任を負いません。
この制限は、以下に適用されるものとします。

●本ソフトウェア、サービス、第三者のインターネットのサイト上のコンテンツ (コードを含みます )または第三者のプロ
グラムに関連した事項

●契約違反、保証違反、無過失責任、または該当法で許可されている範囲の過失に関する主張

マイクロソフトがこのような損害の可能性について知らされていた場合も制限が適用されるものとします。
上記の制限は、一部の国では付随的、派生的、およびその他の損害の免責、または責任の制限が認められないため、適用
されない場合があります。

13輸出規制
本ソフトウェアは米国および日本国の輸出に関する規制の対象となります。お客様は、本ソフトウェアに適用されるすべて
の国内法および国際法を遵守することに同意されたものとします。これらの法律には、輸出対象国、エンドユーザーおよび
エンドユーザーによる使用に関する制限が含まれます。
詳細については www.microsoft.com/japan/exportingをご参照ください。
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はじめに

保管および使用場所
� 次のような場所に置かない
誤動作や故障の原因となります。
● 許容動作温度（5 ℃_ 40 ℃ ) 範囲外の暑いところや
寒いところ

● 許容動作湿度（30％RH _ 80%RH）範囲外の湿気
の多いところ（結露なきこと）

● 変圧器やモーターなど強い磁気を発生するところ
● トランシーバーや携帯電話など電波を発生する機器の
近く

● ほこりや砂の多いところ
● 振動の激しいところ
● 窓ぎわなど水滴の発生しやすいところ
● 厨房など蒸気や油分の多いところ
● 放射線やX 線、および腐食性ガスの発生するところ

� 本機および本機に接続したケーブルが強い電波や磁気の
発生するところ（例、ラジオ、テレビ、変圧器、モニ
ターなどの近く）で使用された場合、画像にノイズが
入ったり、色彩が変わることがあります。

取り扱いについて
� 機器を重ねて使用しない
お互いの熱やノイズの影響で誤動作したり故障したり、
火災の原因となることがあります。

� 通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと、内部の熱が逃げないので火災の原因
となります。本機を横倒し、逆さま、あお向けの状態で
使用しないでください。

� 本機の上に物を置かない
テレビモニターのような重いものや、本機からはみ出る
ような大きなものを置くとバランスが崩れて倒れたり、
落ちたりしてケガの原因になることがあります。

� 本機の上に乗らない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがあり
ます。特に小さいお子様には注意してください。

� 本機の上に水の入ったもの（花瓶、植木鉢、コップ、化
粧品、薬品など）を置かない
機器の内部に水が入ると、火災や感電の原因となります。

� 内部に物を入れない
通風孔などから、金属類や燃えやすいものなどが入ると
火災や感電の原因となります。

ハードディスクドライブについて
� ハードディスクドライブ（以下HDD）のデータを読み書
きするヘッドとディスクの距離はわずか0.02μm程度
です。HDDに振動や衝撃が与えられた場合、ヘッドが
ディスクに衝突し、ディスクの表面に打痕やディスクの
かけらが発生することになります。これにより、データ
が読み出せなくなるばかりか、使用しつづけますとヘッ
ドクラッシュ（損傷）に陥る原因になりますので、取り
扱いには十分ご注意ください。

� 設置時および設置場所の移動について
通電中や電源を切った直後（約１分間）は、移動や設置
作業は絶対に行わないでください。電源を切っても、
HDDはしばらくの間は惰性で回転しているため、この
間振動や衝撃を与えるとHDD故障の原因になることが
あります。
衝撃を与えないように緩衝材などで包んで移動させてく
ださい。

� 取り扱いについて
● 本機に振動や衝撃を与えないようていねいにお取り扱
いください。

● 記録・再生の動作中やHDDへのアクセス中に、電源
プラグを抜かないでください。

● HDDは消耗品です。使用環境により異なりますが、
周囲温度25℃でご使用した場合、18,000時間を
目安に交換することをお勧めします。（ただし、この
時間は目安であり、HDDの寿命を保証するものでは
ありません。）メンテナンスの計画、費用などのご相
談は、ご購入先の販売店、または別紙のサービス窓口
案内をご覧になり最寄のビクターサービスセンターへ
お願いします。

� 外付けハードディスクを増設される場合は、システムの
安定動作のため、UPS（無停電電源装置）のご使用をお
すすめします。[UPSの接続 ] (A134ページ )

� ハードディスクのフォーマットや切断処理をしていると
きに停電が発生すると、UPSを接続している場合でも、
その後の運用に支障が生じることがあります。

� 万一本機、およびハードディスクドライブなどの不具合
により、正常に記録できなかったり、再生できなかった
場合、その内容の補償についてはご容赦ください。

� ハードディスクを交換した場合は、記録された画像が消
去されます。また、本機のソフトウェアのバージョン
アップによって、記録画像が消去されることがあります
ので、ご注意ください。

時計について
� より正確な時刻で記録するために、外部時刻サーバーの
ご使用をおすすめします。

� 動作環境によっては、日差10数秒程度のずれが発生す
る場合があります。

� 本機内部のバックアップ用リチウム電池の容量が低下し
た場合、時刻が大きくずれることがあります。]

� 時刻サーバーは LAN2のネットワークに接続してくださ
い。

正しくお使いいただくため
のご注意
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移動について
� 移動するときは接続コード類を外す
移動するときは、電源を切り、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。コードが傷つき、火災や感電
の原因となることがあります。

� 通電中や電源を切った直後（約１分間）は、移動や設置
作業は絶対に行わない
電源を切っても、HDDはしばらくの間は惰性で回転し
ているため、この間振動や衝撃を与えるとHDD故障の
原因になることがあります。

� 衝撃を与えないように緩衝材などで包んで移動させてく
ださい。

� 本機に振動や衝撃を与えないようていねいにお取り扱い
ください。

電源コードについて
� 付属のコードは本機以外の機器で使わない
� 電源コードの上に重いものを乗せたり、コードを本機の
下敷きにしない
コードが傷ついて、火災・感電の原因となります。

� 電源コードは、本機に付属のもの以外を使用しない
必ず本機に付属のものをご使用ください。耐圧の異なる
コードや、傷ついたコードを使用すると、火災や感電の
原因になります。

� 記録・再生の動作中やHDD へのアクセス中に、電源
コードを抜かない

お手入れについて
� お手入れは、電源を切ってから行なってください。
� 本機は柔らかい布でふいてください。シンナーやベンジ
ンでふくと、表面がとけたり、くもったりします。汚れ
がひどいときは、水でうすめた中性洗剤を布につけてふ
き、あとでからぶきしてください。

省エネについて
� 長時間使用しないときは、安全および節電のため、シス
テムの電源を切ってください。

著作権について
� 本機で録画・録音したものを営利目的、または公衆に試
聴することを目的として放映することは、著作権法上で
保護されている著作者の権利を侵害する恐れがあります
のでご注意ください。

� 録画（録音）したものは、個人として楽しむなどのほか
は著作権上、権利者に無断で使用できません。

その他
� 落雷などにより電源電圧が変動した場合、システム保護
のため電源電圧が安定するまで操作できないことがあり
ます。

� 機器設置等で入出力端子に触れる際にはあらかじめ静電
気を除去した後、作業を行なってください。

� 静電気により誤動作をする場合がありますので、動作中
は本機のリアパネルに触れないでください。

� 短いアラーム記録などで本機に記録されたデータの数が
多くなると、検索やバックアップ動作に時間がかかる場
合がありますが、故障ではありません。

� テレビ放送や録画（録音）物などから、記録したものは、
個人として楽しむほかは、著作権上権利者に無断で使用
できません。

� 分割画面のとき、映像の境目（黒く見える部分）の幅が、
入力信号によって異なって見えます。これはカメラ入力
信号の特性であり、故障ではありません。本機の調整に
より改善することができます。お買い上げ販売店または
ビクターサービス窓口にご相談ください。

� 本機は精密機器であるハードディスクを搭載しておりま
す。振動や衝撃を与えないよう取り扱いには十分ご注意
願います。

� 特に通電中やハードディスクへのアクセス中に振動や衝
撃を与えると、故障の原因となりますので十分ご注意願
います。

� 本機を移動する場合は、電源を抜いて約1分間経過して
から行なってください。

� 記録・再生の動作中やハードディスクへのアクセス中に、
背面の電源スイッチを切ることや電源コードを抜くこと
をしないでください。故障の原因となります。

Milestone XProtect Enterprise(XPE)と本機
のマスター / スレーブ接続時のご注意
マスター PC から、スレーブに設定された本機への接続は
１つにしてください。スレーブに設定された本機が、複数
のマスター PC から接続された場合、本機は正常に動作し
ないことがあります。

ソフトウェアのインストールについて
� 本機用に提供されている以外のアプリケーションソフト
ウェアなどを本機にインストールしないでください。本
機の動作が不安定になることがあります。この場合、保
証の対象外となります。

この装置を一般家庭で使用した場合ラジオ、テレビジョ
ン受信機等に受信障害を与えるおそれがあります。
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はじめに

前面

A [オペレート ]ボタン・表示灯

オペレート ON/OFFを切り換えます。ボタンを押すと AONB、長
押しすると AOFFBとなり、起動処理中および終了処理中は表示灯
が点滅します。

B [記録制御 ]ボタン・表示灯
記録制御モードの ON/OFFを切り換えます。記録制御モード時は
表示灯が点灯します。
[機能 ]ボタンを押しながら [記録制御 ]ボタンを押すと、メイン
メニューが表示されます。
メモ :                                                                                   
● 記録制御モード時および記録中は、メインメニューを表示させ
ることはできません。

● 記録制御モードは、カメラ記録設定に従って記録されるモード

                                                                                                    
です。(A 55ページ )

C [選択 ]ボタン・表示灯
テンキーSをカメラ選択モードに設定します。カメラ選択モード
時は、表示灯が点灯します。(A 38ページ )

D [PTZ/プリセット ]ボタン・表示灯
テンキーSの PTZ/プリセットモードを切り換えます。ボタンを
押すたびに両モードが切り換わります。PTZモード時は表示灯が
点灯し、プリセットモード時は表示灯が点滅します。

E [シリアル ]端子
マウス（別売）、フラッシュメモリー（別売）、または UPS（別
売）の通信制御端子と接続します。
メモ :                                                                                   
● 増設用ハードディスクは背面の[SERIAL１～４]端子に接続して
ください。(A 14ページ )

ご注意 :                                                                               
● 使用しない場合は、付属のシリアル端子カバーを付けて
ください。

● 静電気により誤動作する場合があります。あらかじめ静

                                                                                                    
電気を除去したあとに作業を行なってください。

F 状態表示灯
� [ワーニング ]表示灯
エラーなどが発生すると、点灯します。(A 152ページ )
[アラーム解除 ]ボタンを長押しすると、消灯します。
� [アラーム ]表示灯
アラーム発生時に点灯します。
[アラーム解除 ]ボタンを押すと、消灯します。
� [HDD]表示灯
内蔵 HDDアクセス時に点灯します。
� [ロック ]表示灯
オペレーションロック中に点灯します。(A 22ページ )

G [機能 ]ボタン
このボタンを押しながら、他のボタンを押すことで、それぞれの
機能が利用できます。
e特殊なキー操作について f (A136ページ )

H [検索 ]ボタン
再生モード時に日時検索入力画面を表示します。
(A 42ページ )

I [キーロック ]ボタン
[機能 ]ボタンを押しながら [キーロック ]ボタンを押すと、
フロントパネルのキー操作が無効となります。（キーロック
モード）解除する場合は、再度同じ操作をしてください。
Aソフトウェアキーボード Bを表示／非表示させるときに押しま
す。
メモ :                                                                                  
● ソフトウェアキーボードは、文字を入力するために使います。

                                                                                                    
(A 28ページ )

J [アラーム解除 ]ボタン
イベント発生時やモーション検知時の [アラーム ]表示を解除しま
す。長押しすると、[ワーニング ]表示灯が消灯します。

各部の名称とはたらき
(VR-N1600)

キーロック

A

T

B

GFEDC IH J K ML

O

N

P

QRS
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K [記録 /停止 ]ボタン
このボタンを押すことで、全カメラの記録を開始します。（記録制
御モード中は、記録制御モード解除後全カメラの記録を開始しま
す。）記録を停止するときは、このボタンを長押しします。
また、記録制御モード中に長押しすると、記録制御モードが解除
されます。
メモ :                                                                                   
● 強制記録モードは、カメラ記録設定にかかわらず全カメラを記
録するモードです。カメラ記録設定で設定する画像保存のフ

                                                                                                    
レームレートで記録されます。(A 58ページ )

L [再生停止 ]ボタン
再生モード時に再生を停止します。

M [再生 ]ボタン
再生モード時、シャトル角度に応じた再生を行います。

N [スキップ ]ボタン
� [S]

メニュー画面や設定画面で、選択されている項目を逆方向へ移動
させるときに押します。再生モード時、選択カメラの１つ前の
シーケンスの先頭へ移動します。長押しで選択カメラのデータ
ベースの先頭画像へ移動します。
� [T]

メニュー画面や設定画面で、選択されている項目を順方向へ移動
させるときに押します。再生モード時、選択カメラの次のシーケ
ンスの先頭へ移動します。長押しで選択カメラのデータベースの
最後の画像へ移動します。
メモ :                                                                                   
● シーケンスはイベント、モーション検出で記録される記録画像
のまとまりです。

● 記録画像はデータベースとして保存されます。本機では記録

                                                                                                    
データをデータベースと呼んでいます。

O ジョグダイヤル
再生モード時、コマ送りをします。

P シャトルダイヤル
再生モード時、再生スピードと再生方向を設定します。角度に応
じて 1/20, 1/5, 1, 2, 5, 10, 20倍速が設定できます。

Q [記録 ]表示灯
記録中に、点灯します。また、エマージェンシー記録、EXT REC 
IN記録中は点滅します。

R センターパネル
取りはずさないでください。

S テンキーボタン・表示灯
[0]～ [16]
� ログイン画面

● パスワード（数字）入力に使います。（[1]～ [10/0]、[10/0]ボ
タンは A0Bが入力されます。）

� メインメニューの各設定画面
● テンキー PTZモード
メニュー項目を選択します。（[2/D]、[10/0/E]）

● テンキーカメラ選択モード
数字を入力するのに使います。（[1]～ [10/0]、[10/0]ボタン
は A0Bが入力されます。)

� ライブ映像表示画面、記録画像再生画面
● テンキーカメラ選択モード

選択するカメラ番号を選びます。このとき、選んだカメラ
入力に対応する表示灯が点灯します。

● テンキー PTZモード（ライブ映像表示画面のみ）
カメラを矢印の方向へ移動します。（[1/ ][2/D][3/ ][5/C][7/
B][9/ ][10/0/E][11/ ]、[6/ホーム ]はホームポジションへ移
動します。）

● テンキープリセットモード（ライブ映像表示画面のみ）
プリセットポジションを選択します。（[1] ～ [9]、最初に
[10/0/E]を押すと 10から 19まで選択できます。）

� 記録画像の検索中
検索したい日付、月、週、時刻 などを絞り込む際に使用しま
す。
（[1]～ [10/0]、[10/0]ボタンは A0Bが入力されます。）

� ソフトウェアキーボード表示中
● テンキー選択モード
数字を入力するのに使います。（[1/ ]～ [10/0]、[10/0]ボタ
ンは A0Bが入力されます。）

● テンキー PTZモード（ライブ映像表示画面のみ）
マウスポインタを矢印の方向へ移動することができます。
（[1/ ][2/D][3/ ][5/C][7/B][9/ ][10/0/E][11/ ]、[6/ホーム ]
は画面中央へ移動します。）

[13/キャンセル ]
� メインメニューの各設定画面
選択をキャンセルします。 

[14/ズームアウト ]
� ライブ映像表示画面、記録画像再生画面

● テンキー PTZモード（ライブ映像表示画面のみ）
ズームアウトします。

● テンキープリセットモード
次のビューを選択します。

● [機能 ]ボタンを押しながら [14/ズームアウト ]ボタンを 押すと、
VGA 出力の解像度切り換えができます。

[15/ズームイン ]
� ライブ映像表示画面、記録画像再生画面

● テンキー PTZモード（ライブ映像表示画面のみ）
ズームインします。

● テンキープリセットモード
前のビューを選択します。

● [機能 ]ボタンを押しながら [15/ズームイン ]ボタンを 押すと、
VGA 出力の解像度切り換えができます。

[16/確定 ]
� メインメニューの各設定画面
選択を確定します。 

� ソフトウェアキーボード表示中
マウスのクリック動作を行います。 

T [ライブ /再生 ]ボタン・表示灯
[ライブ映像表示 ]モード、[再生 ]モードを切り換えます。
[ライブ映像表示 ]モード時は表示灯が点灯します。
壁紙画面で [ライブ /再生 ]ボタンを押すと、[ライブ映像
表示 ]画面が表示されます。
[機能 ]ボタンを押しながら [ライブ /再生 ]ボタンを押す
と、NVR Viewerと本体内部の配信サーバーを再起動しま
す。
[機能 ]ボタンを押しながら [ライブ /再生 ]ボタンを長押し
すると、システムをログオフします。
メモ :                                                                                  
● [オートログオン ]が設定されている場合は、ログオフ後
すぐにログオン動作が始まります。 (A71ページ eユニッ

                                                                                                    
ト設定 f)



はじめに

背面

U 電源スイッチ
電源を入／切します。
メモ :                                                                                   
● 電源を切る場合は、必ず前面のオペレートボタンを長押

                                                                                                    
ししてオペレート OFF状態にしてください。

V [AC IN 100VH 50Hz/60Hz]電源入力端子
付属の電源コードで AC100Vのコンセントに接続します。

W [AUDIO IN 1/AUDIO IN 2]音声入力端子 1・2 (RCA)

音声記録したい機器の音声出力端子と接続します。

X [AUDIO OUT]音声出力端子（RCA）
ライブ映像表示のときは、ライブ音声を出力します。
再生中は、記録されている音声を出力します。
メモ :                                                                                   
● 静止画再生時、x1以外のサーチ時、コマ送り再生時は、

                                                                                                    
音声出力されません。

Y [VGA OUT]VGA出力端子
ライブ映像、記録画像やメニュー画面を出力します。

Z [SERIAL１～４ ]シリアル端子 1～ 4

マウス（別売）、フラッシュメモリ（別売）、増設用ハード
ディスク（別売）、または UPS（別売）の通信制御端子と
接続します。

a [LAN1]LAN1接続端子（カメラネットワーク）
LANケーブルでネットワークカメラ（別売）のネットワー
クに接続します。

b [LAN2]LAN2接続端子（イントラネットワーク）
LANケーブルでリモートパソコンのネットワークに接続し
ます。

c コネクターカバー

メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 取りはずさないでください。

d 信号入出力端子
外部アラームの信号や、外部機器からの信号を受け本機を
動作させたり、また信号を出力することにより外部機器を
動作させたりします。
メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 適合線径　AWG22～ 28

各部の名称とはたらき (VR-
N1600)（つづき）

U

V

aZYXW cb

d

色 状態

左側
表示灯

オレン
ジ色

消灯 ネットワークに接続していません。

点灯 ネットワークに接続しています。

点滅 通信中です

右側
表示灯

緑色 消灯 10Mbit/秒で通信しています。

点灯 100Mbit/秒で通信しています。

オレン
ジ色

点滅 1Gbit/秒で通信しています。

色 状態

左側
表示灯

緑色 消灯 ネットワークに接続していません。

点滅 ネットワークに接続しています。

右側
表示灯

緑色 消灯 通信していません。

点滅 通信中です。
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背面入出力端子

�入力ポート

e [ALARM IN1～ 8]アラーム入力端子 1～ 8

信号がこの端子に入力されるタイミングでアラーム記録を
開始させます。

f [EMERGENCY]エマージェンシー入力端子
信号がこの端子に入力されると、全カメラの記録を開始し
ます。

g [ALARM RESET]アラームリセット入力端子
ALARM OUT信号を出力中に信号が入力されたとき、
ALARM OUT出力を停止させます。
本体の [アラーム ]表示灯Fを消灯します。長押しすると、
本体の [ワーニング ]表示灯Fを消灯します。

h [EXT REC IN]外部記録入力端子
外部からの信号で全カメラ記録を開始、停止します。ただ
し、映像信号が入力されていないカメラは記録されません。

i [OPE ON/OFF]オペレート ON/OFF端子
信号が入力されると、オペレート ON/OFFが切り換わりま
す。(A 32ページ )

ご注意 :                                                                               
● 入力ポートe_iは、メインメニュー表示中は動作しま
せん。メインメニュー表示中にアラームなどが入力され

                                                                                                    
ても無視されます。

�出力ポート

j [COMMON]信号グランド端子
共通のグランド端子です。接続機器の信号グランド端子と
接続します。（共通グランド端子が足りなくなった場合にご
使用ください。）

k [ALARM OUT]アラーム出力端子
アラームにより記録を開始したときに信号を出力します。

l [WARNING OUT]ワーニング出力端子
ハードディスクの動作異常など、エラーが起きたときに信
号を出力します。

m [REC TALLY]記録状態出力端子
本機の記録状態を出力します。

n [OPTION OUT1][OPTION OUT2]OPT OUT出力端
子 1/2

イベントを検知したときに信号を出力します。

o [COMMON]信号グランド端子
jと同じです。

p [SIGNAL GND]信号グランド端子
共通のグランド端子です。接続機器の信号グランド端子と
接続します。
共通グランド端子が足りなくなった場合にご使用ください。
メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 安全アースとして使用しないでください。

e

p

f

g

h

i

j

k

l

m

n

o

15



はじめに

前面

A [オペレート ]ボタン・表示灯

オペレート ON/OFFを切り換えます。ボタンを押すと
AONB、長押しすると AOFFBとなり、起動処理中および終
了処理中は表示灯が点滅します。

B [記録制御 ]ボタン・表示灯
記録制御モードの ON/OFFを切り換えます。記録制御モー
ド時は表示灯が点灯します。
[機能 ]ボタンを押しながら [記録制御 ]ボタンを押すと、
メインメニューが表示されます。
メモ :                                                                                   
● 記録制御モード時および記録中は、メインメニューを表
示させることはできません。

● 記録制御モードは、カメラ記録設定に従って記録される

                                                                                                    
モードです。(A 55ページ )

C [選択 ]ボタン・表示灯
テンキーUをカメラ選択モードに設定します。カメラ選択
モード時は、表示灯が点灯します。(A 38ページ )

D [PTZ/プリセット ]ボタン・表示灯
テンキーUの PTZ/プリセットモードを切り換えます。ボ
タンを押すたびに両モードが切り換わります。PTZモード
時は表示灯が点灯し、プリセットモード時は表示灯が点滅
します。

E [シリアル ]端子
マウス（別売）、フラッシュメモリー（別売）、または UPS
（別売）の通信制御端子と接続します。
メモ :                                                                                   
● 増設用ハードディスクは背面の [SERIAL１～４ ]端子に接
続してください。(A 14ページ )

ご注意 :                                                                               
● 使用しない場合は、付属のシリアル端子カバーを付けて
ください。

● 静電気により誤動作する場合があります。あらかじめ静

                                                                                                    
電気を除去したあとに作業を行なってください。

F [ズームアウト /キャンセル ]ボタン
PTZモード時はズームアウト (A 37ページ )、プリセット
モード時はビューを選択します。
メインメニュー画面では選択をキャンセルします。
また [機能 ]ボタンを押しながら [ズームアウト /キャンセ
ル ]ボタンを押すと、VGA出力の解像度切り換えができま
す。

G [ズームイン /確定 ]ボタン
PTZモード時はズームイン (A 37ページ )、プリセット
モード時はビューを選択します。
メインメニュー画面では選択を確定します。
また [機能 ]ボタンを押しながら [ズームイン /確定 ]ボタ
ンを押すと、VGA出力の解像度切り換えができます。
ソフトウェアキーボード表示中は、マウスのクリック動作
を行うことができます。(A 29ページ )

H 状態表示灯
� [ワーニング ]表示灯
エラーなどが発生すると、点灯します。(A 152ページ )
[アラーム解除 ]ボタンを長押しすると、消灯します。
� [アラーム ]表示灯
アラーム発生時に点灯します。
[アラーム解除 ]ボタンを押すと、消灯します。
� [HDD]表示灯
内蔵 HDDアクセス時に点灯します。
� [ロック ]表示灯
オペレーションロック中に点灯します。(A 22ページ )

I [機能 ]ボタン
このボタンを押しながら、他のボタンを押すことで、それ
ぞれの機能が利用できます。
e特殊なキー操作について f (A136ページ )

J [検索 ]ボタン
再生モード時に日時検索入力画面を表示します。
(A 42ページ )

各部の名称とはたらき
(VR-N900)

A

V

B

IHDC KJ L M ON

Q

P

R

STU

F GE
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K [キーロック ]ボタン
[機能 ]ボタンを押しながら [キーロック ]ボタンを押すと、
フロントパネルのキー操作が無効となります。（キーロック
モード）解除する場合は、再度同じ操作をしてください。
Aソフトウェアキーボード Bを表示／非表示させるときに押
します。
メモ :                                                                                   
● ソフトウェアキーボードは、文字を入力するために使い

                                                                                                    
ます。(A 28ページ )

L [アラーム解除 ]ボタン
イベント発生時やモーション検知時の [アラーム ]表示を解
除します。長押しすると、[ワーニング ]表示灯が消灯しま
す。

M [記録 /停止 ]ボタン
このボタンを押すことで、全カメラの記録を開始します。
（記録制御モード中は、記録制御モード解除後全カメラの記
録を開始します。）記録を停止するときは、このボタンを長
押しします。
また、記録制御モード中に長押しすると、記録制御モード
が解除されます。
メモ :                                                                                   
● 映像信号が入力されていないカメラは記録されません。
● 強制記録モードは、カメラ記録設定にかかわらず全カメ
ラを記録するモードです。カメラ記録設定で設定する画
像保存のフレームレートで記録されます。(A 58ページ

                                                                                                    
)

N [再生停止 ]ボタン
再生モード時に再生を停止します。

O [再生 ]ボタン
再生モード時、シャトル角度に応じた再生を行います。

P [スキップ ]ボタン
� [S]

メニュー画面や設定画面で、選択されている項目を逆方向
へ移動させるときに押します。再生モード時、選択カメラ
の１つ前のシーケンスの先頭へ移動します。長押しで選択
カメラのデータベースの先頭画像へ移動します。
� [T]

メニュー画面や設定画面で、選択されている項目を順方向
へ移動させるときに押します。再生モード時、選択カメラ
の次のシーケンスの先頭へ移動します。長押しで選択カメ
ラのデータベースの最後の画像へ移動します。
メモ :                                                                                   
● シーケンスはイベント、モーション検出で記録される記
録画像のまとまりです。

● 記録画像はデータベースとして保存されます。本機では

                                                                                                    
記録データをデータベースと呼んでいます。

Q ジョグダイヤル
再生モード時、コマ送りをします。

R シャトルダイヤル
再生モード時、再生スピードと再生方向を設定します。角
度に応じて 1/20, 1/5, 1, 2, 5, 10, 20倍速が設定できます。

S [記録 ]表示灯
記録中に、点灯します。また、エマージェンシー記録、
EXT REC IN記録中は点滅します。

T センターパネル
取りはずさないでください。

U テンキー・表示灯
[0]～ [9]
ライブ映像を見たり、記録画像を再生するときに、表示す
るカメラ入力を選びます。
カメラ選択モード時は選んだカメラ入力に対応する表示灯
が点灯します。
PTZモード時はカメラを所定の位置の方へ移動し、プリ
セットモード時はプリセット番号を入力し、検索モード時
は検索したい日付、月、週、時刻などを絞り込む際に使用
します。ソフトウェアキーボード表示中は、マウスカーソ
ルを移動することができます。メインメニュー表示中は、
[2/D]ボタン・[8/E]ボタンで項目を移動できます。また、数
値入力時のテンキーとして使用します。

V [ライブ /再生 ]ボタン・表示灯
[ライブ映像表示 ]モード、[再生 ]モードを切り換えます。
[ライブ映像表示 ]モード時は表示灯が点灯します。
壁紙画面で [ライブ /再生 ]ボタンを押すと、[ライブ映像
表示 ]画面が表示されます。
[機能 ]ボタンを押しながら [ライブ /再生 ]ボタンを長押し
すると、システムをログオフします。
[機能 ]ボタン、[アラーム解除 ]ボタン、[選択 ]ボタンを
同時に押すと、NVR Viewerと本体内部の配信サーバーを再
起動します。
メモ :                                                                                  
● [オートログオン ]が設定されている場合は、ログオフ後
すぐにログオン動作が始まります。 (A71ページ eユニッ

                                                                                                    
ト設定 f)
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はじめに

背面

W 電源スイッチ
電源を入／切します。
メモ :                                                                                   
● 電源を切る場合は、必ず前面のオペレートボタンを長押

                                                                                                    
ししてオペレート OFF状態にしてください。

X [AC IN 100VH 50Hz/60Hz]電源入力端子
付属の電源コードで AC100Vのコンセントに接続します。

Y [RESET]ボタン
システムをリセットします。万一システムが異常動作に
なったときのために用意されています。
ご注意 :                                                                               

                                                                                                    
● 通常は押さないでください。

Z [AUDIO IN 1/AUDIO IN 2]音声入力端子 1・2 
(RCA)

音声記録したい機器の音声出力端子と接続します。

a [AUDIO OUT]音声出力端子（RCA）
ライブ映像表示のときは、ライブ音声を出力します。
再生中は、記録されている音声を出力します。
メモ :                                                                                   
● 静止画再生時、x1以外のサーチ時、コマ送り再生時は、

                                                                                                    
音声出力されません。

b [VIDEO IN1～ 4]カメラ映像信号入力端子 1～ 4

アナログカメラ（別売）の映像出力端子と接続します。

c [VGA OUT]VGA出力端子
ライブ映像、記録画像やメニュー画面を出力します。

d [SERIAL１～４ ]シリアル端子 1～ 4

マウス（別売）、フラッシュメモリ（別売）、増設用ハード
ディスク（別売）、または UPS（別売）の通信制御端子と
接続します。

e コネクターカバー

メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 取りはずさないでください。

f [LAN1]LAN1接続端子（カメラネットワーク）
LANケーブルでネットワークカメラ（別売）のネットワー
クに接続します。

g [LAN2]LAN2接続端子（イントラネットワーク）
LANケーブルでリモートパソコンのネットワークに接続し
ます。

h [CAMERA CONTROL]カメラ制御端子
アナログカメラの制御を行います。

i 信号入出力端子
外部アラームの信号や、外部機器からの信号を受け本機を
動作させたり、また信号を出力することにより外部機器を
動作させたりします。
メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 適合線径　AWG22～ 28

各部の名称とはたらき (VR-
N900)（つづき）

W

X

cY dZ a b

hi fg

e

色 状態

左側
表示灯

消灯 ネットワークに接続していないか、
10Mbit/秒のネットワークに接続してい
ます。

緑色 点灯 100Mbit/秒のネットワークに接続してい
ます。

オレン
ジ色

点灯 1Gbit/秒のネットワークに接続していま
す。

右側
表示灯

オレン
ジ色

消灯 通信していません。

点滅 通信中です。

色 状態

左側
表示灯

緑色 消灯 ネットワークに接続していません。

点滅 ネットワークに接続しています。

右側
表示灯

緑色 消灯 通信していません。

点滅 通信中です。
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背面入出力端子

�入力ポート

j [ALARM IN1～ 4]アラーム入力端子 1～ 4

信号がこの端子に入力されるタイミングでアラーム記録を
開始させます。

k [EMERGENCY]エマージェンシー入力端子
信号がこの端子に入力されると、全カメラの記録を開始し
ます。

l [ALARM RESET]アラームリセット入力端子
ALARM OUT信号を出力中に信号が入力されたとき、
ALARM OUT出力を停止させます。
本体の [アラーム ]表示灯Hを消灯します。長押しすると、
本体の [ワーニング ]表示灯Hを消灯します。

m [EXT REC IN]外部記録入力端子
外部からの信号で全カメラ記録を開始、停止します。ただ
し、映像信号が入力されていないカメラは記録されません。

n [OPE ON/OFF]オペレート ON/OFF端子
信号が入力されると、オペレート ON/OFFが切り換わりま
す。(A 32ページ )

ご注意 :                                                                               
● 入力ポートj_nは、メインメニュー表示中は動作しま
せん。メインメニュー表示中にアラームなどが入力され

                                                                                                    
ても無視されます。

�出力ポート

o [COMMON]信号グランド端子
共通のグランド端子です。接続機器の信号グランド端子と
接続します。（共通グランド端子が足りなくなった場合にご
使用ください。）

p [ALARM OUT]アラーム出力端子
アラームにより記録を開始したときに信号を出力します。

q [WARNING OUT]ワーニング出力端子
ハードディスクの動作異常など、エラーが起きたときに信
号を出力します。

r [REC TALLY]記録状態出力端子
本機の記録状態を出力します。

s [OPTION OUT1][OPTION OUT2]OPT OUT出力端
子 1/2

イベントを検知したときに信号を出力します。

t [COMMON]信号グランド端子
jと同じです。

u [SIGNAL GND]信号グランド端子
共通のグランド端子です。接続機器の信号グランド端子と
接続します。
共通グランド端子が足りなくなった場合にご使用ください。
メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● 安全アースとして使用しないでください。

t

m o q s u

l n p r tk
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はじめに

背面入力端子

背面の端子について

端子 備考
[ALARM IN] 

メモ :                                                                                                                 

                                                                                                                                    
● 出力側のインピーダンスは 10kΩ以下にしてください。

メイク接点入力

[EMERGENCY]
[ALARM RESET]

メモ :                                                                                                                 

                                                                                                                                    
● 出力側のインピーダンスは 10kΩ以下にしてください。

メイク接点入力

[EXT REC IN]

メモ :                                                                                                                 

                                                                                                                                    
● 出力側のインピーダンスは 10kΩ以下にしてください。

メイク接点入力

[OPE ON/OFF]

メモ :                                                                                                                 

                                                                                                                                    
● 出力側のインピーダンスは 10kΩ以下にしてください。

メイク接点入力

[REC TALLY]

[ALARM OUT]
[WARNING OUT]
[OPTION OUT1]

[OPTION OUT2]

（外部プルアップレベル）
各出力端子と COM 端子でメイク接点を構成します。本機の電源を切ると、各
出力端子出力はブレイクになります。

オープンコレクタ出力
（DC15V, 10mA以下）

� 入力イベント名：
Alarm IN 1~8 Falling (VR-N1600)
Alarm IN 1~4 Falling (VR-N900)

� 入力イベント名
Alarm IN 1~8 Rising (VR-N1600)
Alarm IN 1~4 Rising (VR-N900)

� 出力イベント名
Set output Option Out 1、2 high

� 出力イベント名
Set output Option Out 1、2 low
20



カメラ制御端子 (VR-N900)
接続ケーブルは下図を参考にしてください。また、接続機
器の取扱説明書も必ずお読みください。

(D-sub 9ピン、オス）

VR-N1600と VR-N900では、操作ボタンの名称や操作方法
が違う場合がありますが、下記のルールで表記します。

�操作ボタンの名称が違う場合
A［VR-N1600のボタン名］（VR-N900のボタン名）で表記
B 文末に 印を入れる

�操作の内容が違う場合
それぞれの動作を表記し、文末に機種名をいれる

付属のラックマウント金具を使用し、本機を EIAラックに
取り付けます。ラックへの取り付けは専門業者または販売
店にご依頼ください。

1 ねじ①でラックマウント金具を取り付ける
● 付属のねじ（M4x10mm）４本で本機の両側に固定し
ます。

2 底面の足（４か所）のねじBをはずす
● 足を取ります。

3 ねじCでラックに取り付ける
● 付属のねじ（M5x11mm）４本でラックに固定します。

ご注意 :                                                                              
● ラックに取り付けた本機の上に、物を置かないでくださ
い。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがや破損
の原因になることがあります。

● 本機を２台以上ラックに取り付ける場合、必ず１ユニッ
ト以上離して取り付けてください。

● 取りはずしたフットを再度取り付ける場合、必ず同じね
じ（M3ｘ6 ｍｍ）を使用してください。これより長いね

                                                                                                    
じを使用すると故障の原因となります。

信号名 ピン番号
RX+ 1

RX- 2

TX- 3

TX+ 4

GND 5

NC 6

NC 7

NC 8

NC 9

VR-N1600と VR-N900の操
作の違いについて

ラックに取り付ける
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はじめに

本機には、誤ってオペレート OFFしてしまったり、いたずら
により記録されてしまうなどを、未然に防止するオぺレーショ
ンロック機能があります。

オペレーションロックする
1 [機能 ]ボタンを押しながら [キーロック ]ボタンを押す

● オペレーションがロックされます。オペレーション
ロックモード時、[ロック ]表示灯が点灯します。

オペレーションロックを解除する
1 （オペレーションロック時に）[機能 ]ボタンを押し
ながら [キーロック ]ボタンを押す
● オペレーションロックが解除されます。
● [ロック ]表示灯が消灯します。

初めて本機を起動するとき、言語設定、カメラの自動登録
を行います。

本機を起動する
1 背面の電源スイッチを ONにする

● 本機が起動します。

オペレーションロック

キーロック

[機能 ]ボタン

[キーロック ]ボタン

[ロック ]表示灯

VR-N1600

[キーロック ]ボタン

VR-N900

[機能 ]ボタン

[ロック ]表示灯

初回起動時について

起動の前に・・・

● ネットワークカメラはあらかじめ IPアドレスを設定し
ておく必要があります。

● ネットワークカメラの設定につきましては、ご使用の
カメラの [取扱説明書 ]をご覧ください。

● 初期状態では本機の LAN1 側 IP アドレスは 
192.168.0.253、サブネットマスクは 255.255.255.0 で
す。

● ネットワークカメラの IPアドレスは本機の LAN1 と同
じセグメントに設定しておく必要があります。

キーロック

テンキー

[スキップ ]
ボタン

[キーロック ]
ボタン

[16/確定 ]
ボタン

VR-N1600

[キーロック ]ボタン

VR-N900
テンキー

[ズームイン /確定 ]
ボタン

[スキップ ]
ボタン
22



言語を選択する
初めて本機が起動すると、[言語設定 ]画面が表示されま
す。使用する言語を以下の手順で選びます。

1 使用する言語を選ぶ
● 言語選択には、テンキーの [2/D]または [10/0/E](8/E)ボ
タンを使います。

2 [スキップ ]ボタンで [OK]を選び、[16/確定 ]
 (ズームイン /確定 )ボタンを押す
● 設定によっては、Aシステムを設定中です Bと表示さ
れ、システムが再起動します。

メモ :                                                                                   
● [OK]を選ぶと、[OK]の文字が茶色からオレンジ色に変わ

                                                                                                    
ります。

カメラを自動登録する
始めて本機を起動して、言語選択が終了すると、[自動検出
]画面が表示されます。

1 [自動検出 ]が選択されているのを確認して、[16/確定 ] 
(ズームイン /確定 )ボタンを押す
● Aしばらくお待ちください。Bと表示されます。

メモ :                                                                                   

                                                                                                    
● 選択されている項目は、文字がオレンジ色になります。

メモ :                                                                                   
● VR-N900の場合、アナログ入力が A192.168.201.12Bの
AAnalog-InBのネットワークエンコーダ (IPビデオサー
バー )として最初から [自動検出 ]画面に表示されていま

                                                                                                    
す。

2 カメラが検出されたことを確認する
● メッセージが消えると、検出されたカメラがリストに
表示されます。

● 全てのカメラが検出されない場合は、再度 [自動検出 ]
ボタンを押してください。それでも検出されない場合
は、カメラとの接続、カメラの IPアドレスを確認し
てください。

3 検出されたカメラの順番を入れ換える
● [スキップ ]ボタンでソートボタンを選び、[16/確定 ]

(ズームイン /確定 )ボタンを押すと、検出されたカメ
ラの順番をソートすることができます。

● ソートボタンには、[IP]ソート、[MAC]ソート、[CH]
ソート、[MAKER]ソート、[MODEL]ソートがありま
す。

● [スキップ ]ボタンでリストを選び [2/D]、[10/0/E](8/E)で
カメラを選んだ後、[スキップ ]ボタンで [上へ ]、
[下へ ]を選び [16/確定 ](ズームイン /確定 )ボタンを
押すと、カメラの順番が入れ換わります。

● 使用しないカメラの場合はチェックをはずしてくださ
い。

ご注意 :                                                                              
● Analog-Inのチェックははずさないでください。(VR-N900)

メモ :                                                                                  
● リスト順の上位にあるカメラが優先的に使用され、上か

                                                                                                    
ら順にカメラ番号が登録されます。

4 [スキップ]ボタンで[登録]を選び、[16/確定](ズーム
イン /確定 )ボタンを押す
● 自動検出されたカメラがシステムに登録されます。

5 使用するアナログ入力のチャンネル数と信号
フォーマットを選択する (VR-N900)

5

VR-N900
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はじめに

カメラを自動登録する（つづき）
6 [スキップ ]ボタンで [OK]を選び、[16/確定 ] (ズーム
イン /確定 )ボタンを押す
● [デバイスの設定 ]画面が表示されます。

7 ネットワークカメラに設定したパスワードを入力
する
● [キーロック ]ボタンを押し、ソフトウェアキーボード
を表示させます。(A 29ページ )

● テンキーを使って、ソフトウェアキーボードのキーの
上にマウスカーソルを動かします。

● [16/確定 ](ズームイン /確定 )ボタンを押すと、キーボー
ドの文字がパスワード欄に入力されます。

8 パスワード入力が終了したら、再度 [キーロック ]ボ
タンを押して、ソフトウェアキーボードを終了す
る

9 [スキップ ]ボタンで [OK]を選び、[16/確定 ]
 (ズームイン /確定 )を押す

10  検出されたカメラごとに、手順 5～ 7を繰り返す
● [カメラ記録設定 ]画面が表示されます。

11  全カメラの表示レートの合計が 80ips (VR-
N1600)/60ips (VR-N900)以下になるよう、各カメ
ラの表示レートを設定する
● 表示レート初期値は、8ipsに設定されています。11台
以上のカメラが自動検出されると、最大表示性能の
80ipsを超えてしまいます。その場合、下記手順で、
各カメラの表示レートを調整する必要があります。
(VR-N1600)

●  表示レート初期値は、8ipsに設定されています。8台
以上のカメラが自動検出されると、最大表示性能の
60ipsを超えてしまいます。その場合、下記手順で、
各カメラの表示レートを調整する必要があります。
(VR-N900)

ご注意 :                                                                              
● 全カメラの表示レートの合計が 80ips (VR-N1600)/60ips 

(VR-N900)を超えると、記録レートが落ちることがあり

                                                                                                    
ます。

A [スキップ ]ボタンを押しデバイスマネージャーを選択
する

●一番上のデバイスが選択されます。

B [2/D]、[10/0/E](8/E)ボタンでデバイスを選択する

初回起動時について（つづき）

A

B
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C [7/B](5/B)ボタンでカメラを表示させる

D [10/0/E](8/E)ボタンでカメラを選択する

E [スキップ ]ボタンで [カメラ設定 ...]を選び、[16/確定 ](
ズームイン /確定 )ボタンを押す

●[カメラ設定 ]画面が表示されます。

F ライブの表示レートを設定する
●ライブの表示レートは、[ライブの設定 ]で、A録画と
同じ Bまたは Aスピードアップと同じ Bを選択しま
す。

●Aスピードアップと同じ Bを選択した場合、[スピード
アップ設定 ]で設定した [フレームレート ]がライブ
画像の表示レートとなります。

●A録画と同じBを選択した場合、[記録設定 ]で設定した
[設定フレームレート ]がライブ画像の表示レートと
なります。

メモ :                                                                                  
● 項目の移動は [スキップ ]で行います。
● 設定項目の選択は [2/D]、[10/0/E] (8/E)ボタンで行います。
● 数字を入力する場合は、[選択 ]ボタンを押して、[選択 ]表
示灯を点灯させます。数字を入力したら [PTZ/プリセッ
ト ]ボタンを押して [PTZ/プリセット ]表示灯を点灯させ

                                                                                                    
ます。

G [スキップ]ボタンで[OK]を選び、[16/確定](ズームイン
/確定 )ボタンを押す

12 カメラごとに手順 10を繰り返し行う
13 [スキップ ]ボタンで [閉じる ]を選び、[16/確定 ]

(ズームイン /確定 )ボタンを押す
● 設定が終了し、[ライブ映像表示 ]画面が表示されます。
● [記録制御 ]表示灯が点灯し、記録制御モードでの記録
を開始します

メモ :                                                                                  
● 記録制御モードにつきましては、eカメラ映像を記録するf 

(A54ページ )をご覧ください。

                                                                                                    
● 少数点の値はソフトウェアキーボードから設定可能です。

 

C

D

[スピードアップ設定 ]

[記録設定 ] [ライブの設定 ]

[ライブ映像表示 ]画面
25



準備

このシステムでは次のことが可能です。
● 最大 16台 (VR-N1600)/9台 (VR-N900)のカメラを監視（ライブ、記録、再生）
● VGAモニタで記録画像の確認を行う
● 音声を記録、再生
● 音声を指定カメラへ送信 (VR-N1600)
● アラームによる記録
● パソコンを使用しての遠隔監視

メモ :                                                                                                                                                                                           
● LAN1はカメラのネットワークに接続してください。
● LAN2は監視用パソコンのネットワークに接続してください。
● LAN1のネットワークで、ネットワークカメラの使用するプロトコル、ポート番号については、ネットワークカメラの取扱
説明書をご覧ください。

● LAN2のネットワークで使用するプロトコル、ポート番号は以下の通りです。
● 監視用パソコン：HTTP　80番
● メール送信：SMTP　25番、POP　110番
● 時刻同期：NTP　123番

● NASは LAN1のネットワークに接続してください。

                                                                                                                                                                                                                    
● 時刻サーバーは LAN2のネットワークに接続してください。

システム接続例

AUDIO INAUDIO OUT

ALARM IN/ALARM OUT

VGA OUT

SERIAL

LAN1

LAN2

SERIAL

VR-N900

VIDEO IN 1 4

VR-N1600

● カメラは 16台まで接続できます。(VR-
N1600)

● カメラは 9台（そのうちアナログカメラは
４台）まで接続できます。(VR-N900)

● 監視用パソコンは10台まで接続できます。

スピーカー（アンプ内蔵）

アラーム入出力

付属電源コード
AC 100V 50Hz/60Hz

マイクアンプ

VGAモニタ

ネットワークカメラ

カメラ設定用パソコン

USBマウス

スイッチング
HUB

スイッチング
HUB

UPS制御

UPS
100V

マイク

監視用パソコン

NAS

アナログ
カメラ
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ご注意 :                                                                               
● 接続する際は、全ての機器の電源を AOFFBにしてから接
続してください。

● カメラ側の IPアドレスは192.168.0.xxxに設定してくださ
い。カメラ側の IPアドレスを 192.168.0.xxx以外に設定
する場合は、LAN1側の IPアドレスもあわせて変更して
ください。カメラ側の IPアドレスの変更方法は各カメラ
の［取扱説明書］をご覧ください。

● LAN1側はインターネットに接続しないでください。イン
ターネットの混雑状況や中継機器などの状況により重要
なカメラの映像が保存できなくなる場合があります。記
録性能を確保するために専用ネットワークとすることを
おすすめします。また、LAN1のカメラネットワークは
同一セグメント (NAT、NAPTなどのアドレス変換やルー
ターを使わない )としてください。

● LAN2側をインターネットに接続して監視用パソコンで使
用する場合は、IPマスカレードの設定が必要となりま
す。

● LAN1、LAN2間は通信できません。LAN2に接続された監
視用パソコンから LAN1に接続されたカメラを設定する
ことはできません。LAN1に接続されたカメラを設定す
るには、カメラ設定用のパソコンを LAN1側に接続して
ください。

● LAN1、LAN2は QoS非対応です。回線の状況により音声
が正常に再生されない場合があります。

● LAN1側の初期の IPアドレスは、192.168.0.253、LAN2側
の初期の IPアドレスは 192.168.1.253です。変更する場
合は、eOS設定 f (A75ページ )で変更してください。

● VR-N900内部では、アナログ入力をネットワークエン
コーダ（IPビデオサーバー）として扱い、その IPアド
レスは 192.168.201.12に設定されています。LAN1、
LAN2のＩＰアドレスを変更する場合は、
192.168.201.0～ 192.168.201.255以外のアドレス（違
うセグメント）に設定してください。また、LAN1、
LAN2についても同じセグメントにならないように設定
してください。

● 1台のネットワークカメラを複数の VR-N900/VR-N1600
で登録すると、ネットワークカメラによっては正常に記
録されない場合があります。またカメラ制御（PTZ制御
など）が不安定になる場合があります。1台のカメラは
1台の VR-N900/VR-N1600で登録／ PTZ操作すること
をお勧めします。

● 故障したハブやルーター、劣化したネットワークケーブ
ルなどは接続しないようにしてください。システムが正
しく動作しないことがあります。

                                                                                                    
● キーボードの接続は推奨しません。

本機には時計表示機能が搭載されています。
現在時刻を画面上に表示することができます。

1 [機能 ]ボタンを押しながら、テンキーの [2/D]ボタン
を押す
● 画面左上、パフォーマンスメーターの横に時計が表示
されます。

メモ :                                                                                  
● 時計が表示されている時に、[機能 ]ボタンを押しながら、
テンキーの [2/D]ボタンを押すと、時計は非表示になり
ます。

● 時計をマウスでドラッグすると、時計の表示位置を移動

                                                                                                    
することができます。

時計表示について
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準備

本機には、パフォーマンスメータが搭載されており、本機
の負荷率をメーターで確認することができます。
負荷率が高くなると、設定されたフレームレートで記録で
きなくなるなど、正常に動作できない場合があります。

1 [機能 ]ボタンを押しながら、テンキーの [1/ ]ボタ
ンを押す
● パフォーマンスメータが表示されます。

メモ :                                                                                   
● 本機を起動すると、パフォーマンスメータは自動的に表
示されます。

● パフォーマンスメータが表示されている時に、[機能 ]ボ
タンを押しながら、テンキーの [1/ ]ボタンを押すと、
パフォーマンスメータは非表示になります。

● パフォーマンスメータをマウスでドラッグすると、パ
フォーマンスメータの表示位置を移動することができま
す。

ご注意 :                                                                               
● パフォーマンスメータに赤色が表示されていない状態で

                                                                                                    
お使いください。

文字の入力やマウスポインターの移動は、下記２通りの方
法で操作できます。
● フロントパネルのボタンを使用して操作する。
● マウス（別売）を接続して操作する。
メモ :                                                                                  
● 複雑な設定や、文字を入力する場合は、マウスを接続す
ると便利です。

                                                                                                    
● キーボードの接続は推奨しません。

パフォーマンスメーターに
ついて

負荷率　 5%以下　灰色表示

負荷率　60%以下　緑色点灯

負荷率　90%以下　緑色、黄色点灯

負荷率　90%超　緑色、黄色、赤色点灯

緑色 黄色 赤色

文字の入力・マウスポイン
ターについて

キーロック

[16/確定 ]ボタン
[キーロック ]
ボタン

テンキー
VR-N1600

[スキップ ]
ボタン

[キーロック ]ボタン

VR-N900
テンキー

[ズームイン /確定 ]
ボタン

[スキップ ]
ボタン
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マウスを使って文字を入力する（マウスを使用す
る場合）
マウスを使って文字を入力する場合は、ソフトウェアキー
ボードを使います。

1 フロントパネルの [キーロック ]ボタンを押す
● ソフトウェアキーボードが表示されます。
● もう一度 [キーロック ]ボタンを押すと、ソフトウェア
キーボードは非表示になります。

2 マウスポインタをソフトウェアキーボードの入力
したい文字の上に移動させる

3 ソフトウェアキーボードの入力したい文字の上で
マウスをクリックする

ご注意 :                                                                               
● ソフトウェアキーボードが表示されているときは [16/確
定 ](ズームイン /確定 )ボタンはマウスのクリック動作

                                                                                                    
となります。

フロントパネルからマウスポインタを操作する
（マウス（別売）を接続しない場合）
マウスを接続していない場合、フロントパネルからマウス
ポインタを操作できます。

1 [キーロック ]ボタンを押す
● ソフトウェアキーボードが表示されます。
● もう一度 [キーロック ]ボタンを押すと、ソフトウェア
キーボードは終了します。

2 テンキー（矢印キー）でマウスポインタを移動さ
せる
● [16/確定 ](ズームイン /確定 )ボタンを押すと、マウスポ
インタの位置でマウスをクリックしたことになりま
す。

メモ :                                                                                  
● ソフトウェアキーボードを移動させる場合は、ソフト
ウェアキーボードのキーボタン以外の部分をマウスでド
ラッグすると移動できます。

● フロントパネルからドラッグするには、[16/確定 ](ズーム
イン /確定 )ボタンを押しながらテンキーの矢印ボタン
を押すと移動できます。

● ソフトウェアキーボードが表示されているときは、テン

                                                                                                    
キーでマウスポインタを移動することができます。

ソフトウェアキーボード
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準備

ソフトウェアキーボートを使って、カメラ名、ビュー名に
日本語を入力することができます。

● カメラ名の変更については、eカメラ名変更とカメラ番号
の設定 f (A62ページ )をご覧ください。

● ビュー名の変更については、eグループ／ビュー名を変更
する f (A64ページ )をご覧ください。

1 [キーロック ]ボタンをクリックする
● ソフトウェアキーボードが表示されます。

2 [CameraName ViewName]ボタンをクリックする
● 日本語リストが表示されます。

日本語リストの各部の動作
[CameraName ViewName]ボタン： 
日本語リストを表示・非表示します。
マウスポインタを日本語リストの外に移動することでも、
日本語リストを非表示にできます。

日本語リスト：
マウスポインタの部分がハイライトされます。
ハイライトされた項目をマウスでクリックすると入力が
確定します。
あらかじめ以下の日本語が登録されています。
・カメラ ・エレベータ・エントランス・ホール
・非常口 ・通路 ・廊下 ・倉庫
・階 ・車庫 ・出口 ・入口
・風除室 ・東 ・西 ・南
・北 ・上 ・下 ・左
・右 ・券売機 ・両替機 ・計数機

[＜＜ ]：
日本語リストの前の６項目を表示します。

[＜ ]：
日本語リストの前の１項目を表示します。

[＞ ]：
日本語リストの次の１項目を表示します。

[＞＞ ]：
日本語リストの次の６項目を表示します。

メモ :                                                                                  
● ユーザ指定の日本語を入力する場合は、パソコンの [メモ
帳 ]で ACameraView.txtBというファイルを作成し USB
メモリに保存します。[CameraView.txt]の内容は、カメ
ラ名、ビュー名で入力する日本語です。複数の日本語を
設定する場合は、複数の項目を改行して入力してくださ
い。[CameraView.txt]は文字コード [ANSI]で保存してく
ださい。
[CameraView.txt]ファイルの入った USBメモリを本機の
シリアル端子に挿入してからソフトウェアキーボードを
表示し、[CameraName ViewName]ボタンをクリックす
ると [CameraView.txt]の内容が日本語リストに表示され
ます。

ご注意 :                                                                              
● カメラ名、ビュー名の日本語入力機能は、カメラ名と

                                                                                                    
ビュー名の設定以外では使用しないでください。

カメラ名、ビュー名の日本
語入力機能について

ソフトウェアキーボード

[CameraName ViewName]ボタン

[＞ ]

日本語リスト

[＜＜ ] [＜ ] [＞＞ ]ボタン
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下記操作で VGA出力の解像度を切り換えることができま
す。

● [機能 ]ボタンを押しながら [14/ズームアウト ](ズームアウ
ト /キャンセル )ボタンを押す。
h押すたびに解像度が大きくなります。

● [機能]ボタンを押しながら[15/ズームイン](ズームイン/確
定 )ボタンを押す。
h押すたびに解像度が小さくなります。

メモ :                                                                                   
● モニターが対応していない解像度に設定しようとすると、

                                                                                                    
モニターの同期が乱れる場合があります。

本機の各種設定を変更する場合、誤った操作をすると正常
に動作しなくなる場合があります。
● 設定を変更する前にeフラッシュメモリユーティリティf 

(A113ページ )で変更前の状態を保存しておくと、変更
前の状態に復帰することができます。

● 設定を変更する前に、設定データの保存を行うことをお
勧めします。

● モニター解像度によっては、NVR Viewer左側の下部セク
ションが操作できないことがあります。このような場合、
現在開いている上部セクションのバーをダブルクリック
して閉じることで、下部セクションが操作できるように
なります。

モニター解像度の変更

設定値 ： 1024x 768 （初期値）
1280x 768
1280x1024
1600x1200

キーロック

[15/ズームイン ]ボタン
[機能 ]ボタン[14/ズームアウト ]

ボタン

VR-N1600

[機能 ]ボタン

VR-N900

[ズームイン /確定 ]ボタン
[ズームアウト
/キャンセル ]
ボタン

設定変更時のご注意
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基本操作

電源を入れる
1 電源コードをつなぐ

● 付属の電源コードで AC100V（50Hz/60Hz）のコンセ
ントにつなぎます。

2 背面の電源スイッチを AONBにする
● 電源が入り、システムチェックが始まります。
● オペレート表示灯が点滅します。
● その後、オペレート表示灯が点灯に変わり、オペレー
ト ON状態になります。

● 設定が完了している場合は、記録制御モードで自動的
に記録動作を開始します。（メインメニューの [ユ
ニット設定 ]で [記録制御設定 ]が A起動時に ONBに
チェックされている場合。）

ご注意 :                                                                               
● システムチェック中、またはオペレート ON状態では、電
源コードを抜いたり、電源スイッチを AOFFBにしないで
ください。故障の原因となります。

メモ :                                                                                   
● 背面の電源スイッチを入にしても起動しない場合は、前

                                                                                                    
面のオペレートボタンを押してください。

電源を切る
1 [オペレート ]ボタンを約2秒間長押ししてオペレー
ト OFFにする
● オペレート表示灯が点滅後、消灯します。

2 背面の電源スイッチを切る
ご注意 :                                                                               
● 停電が発生した時刻以前のアーカイブ (A 112ページ )さ
れていない記録画像は、正常に再生されない場合があり
ます。

● 停電などにそなえて、UPS（無停電電源装置）のご使用
をお勧めします。(A 134ページ )

● 電源を切る場合は、必ず前面のオペレートボタンを長押
しして、オペレート OFF状態にしてください。オペレー
ト ONの状態で背面の電源スイッチを切ると故障の原因

                                                                                                    
になります。

前面オペレートボタンで切り換える
オペレート ONとオペレート OFFの切り換えができます。

�オペレート ONにする
1 （オペレート OFF状態で）[オペレート ]ボタンを押す

● [オペレート ]表示灯が点滅します。
● [オペレート ]表示灯が点灯し、操作が可能になります。

メモ :                                                                                  
● 背面の電源スイッチを入れると、自動的にオペレート ON

                                                                                                    
状態まで立ち上がります。

�オペレート OFFにする
1 （オペレートON状態で）[オペレート ]ボタンを約 2
秒間長押しする
● [オペレート ]表示灯が点滅します。
● 画面の表示が消え、オペレート OFF状態になり、[オ
ペレート ]表示灯が消灯します。

ご注意 :                                                                              

                                                                                                    
● 電源は、オペレート OFF状態にしてから切ってください。

背面入出力端子で切り換える
背面入出力端子の配置図は、e背面入出力端子 f (A15ペー
ジ )をご覧ください。

�オペレート ONにする
1 （オペレート OFF状態で）[OPE ON/OFF]端子を約

50ms以上メイクにする
● [オペレート ]表示灯が点滅します。
● [オペレート ]表示灯が点灯し、操作が可能になります。

�オペレート OFFにする
1 （オペレート ON状態で）[OPE ON/OFF]端子を約 1
秒以上メイクにする
● [オペレート ]表示灯が点滅します。
● 画面の表示が消え、オペレート OFF状態になり、[オ
ペレート ]表示灯が消灯します。

ご注意 :                                                                              

                                                                                                    
● 電源は、オペレート OFF状態にしてから切ってください

電源を入れる／切る オペレート ON／ OFFの切
り換え
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[オートログオン ]が Aオフ Bの場合は、オペレート ON
後、ログオン画面が表示されます。（初期設定は Aオン B）

メモ :                                                                                   
● [オートログオン ]の [オン ]・[オフ ]設定は、メインメ

                                                                                                    
ニューの [ユニット設定 ]で行います。(A 71ページ )

1 テンキーを使ってパスワードを入力し、[16/確定 ](
ズームイン /確定 )ボタンを押す
● ログオンに成功すると壁紙画面が表示されます。

● [ライブ映像表示自動スタート ]設定が Aオン Bの場合、
ログオンに成功すると [ライブ映像表示 ]画面が表示
されます。

メモ :                                                                                  
● [ライブ映像表示自動スタート ]の設定は、メインメ
ニューの [ユニット設定 ]で行います。(A 71ページ )

ご注意 :                                                                              
● ログオンしない場合は、本体操作が無効となります。
● ログオンしない場合は、ワーニングメッセージ (A 152
ページ )が表示されません。この場合、[ワーニング ]表

                                                                                                    
示灯は点灯します。

ログオン

[ログオン ]画面

壁紙画面

[ライブ映像表示 ]画面
[ライブ映像表示 ]画面
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基本操作

各種設定を行うメインメニューを表示させます。
ご注意 :                                                                               
● 入力ポートはメインメニュー表示中は動作しません。メ
インメニュー表示中にアラームなどが入力されても無視
されます。
[入力ポート ] (A15ページ ) (VR-N1600)

                                                                                                    
[入力ポート ] (A19ページ ) (VR-N900)

1 [記録 /停止 ]ボタンを 2秒以上押す
● 記録が停止します。

メモ :                                                                                   
● 記録制御モード中は [記録制御 ]ボタンを2秒以上押して、
記録制御モードを解除し、記録を停止します。

● 記録モードについては e記録の種類について f (A54ペー

                                                                                                    
ジ )をご覧ください。

2 [機能]ボタンを押しながら[記録制御]ボタンを押す
● メインメニューが表示されます。
● [2/D]ボタンまたは [10/0/E](8/E)ボタン で各メニュー項
目を選択し、[16/確定 ](ズームイン /確定 )ボタンを
押してそれぞれの設定画面を表示します。
[スキップ ]ボタンでも同様の操作が可能です。

3 項目を選択する
● [2/D]ボタンまたは [10/0/E](8/E)ボタンで項目を選び、
設定を入力します。

● 設定を保存するには[16/確定](ズームイン/確定)ボタン
を押し、終了してメインメニューに戻るときは [13/
キャンセル ](ズームアウト /キャンセル )ボタンを押
します。

メモ :                                                                                  
● メインメニューを終了する場合は、[13/キャンセル ](ズー
ムアウト /キャンセル )ボタンを押してください。

ご注意 :                                                                              
● NVR Viewer起動中にメインメニュー表示操作を行なった
場合、まれに NVR Viewerが表示されることがあります。
この場合、フロントパネルの [ライブ /再生 ]ボタンを押
した後に、再度メインメニューの表示操作を行なってく

                                                                                                    
ださい。

メインメニューを表示する

キーロック

[13/キャンセル ]
ボタン

[16/確定 ]ボタン

[記録制御 ]ボタン

[記録 /停止 ]ボタン[機能 ]ボタン

[2/D]ボタン

[10/0/E]ボタン

[選択 ]ボタン

[スキップ ]
ボタン

VR-N1600

[ズームアウト /
キャンセル ]ボタン

[ズームイン /確定 ]ボタン

記録制御 ]ボタン

[記録 /停止 ]ボタン[機能 ]ボタン

[2/D]ボタン

[8/E]ボタン

[選択 ]ボタン

[スキップ ]
ボタン

VR-N900

�メインメニューの設定など、詳細につきまして
は、[メインメニュー ] (A70ページ )をご覧くだ
さい。

メインメニュー (VR-N1600)

メインメニュー (VR-N900)
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● NVR Viewerを使って、ライブ映像や再生画像を見ることができます。
● パソコンから本機を遠隔監視する場合も、NVR Viewerを使います。(A 127ページ )
● パソコンから遠隔監視する場合、NVR Viewerの機能は一部異なります。

メモ :                                                                                   
● NVR ViewerはVR-N900/VR-N1600内部の配信サーバーへ
ログインして動作しています。

● 内蔵の NVR Viewerでは本機自身の配信サーバー（http://
localhostまたは http://127.0.0.1）へログインしていま
す。初期状態では本機自身への自動ログインが設定され
ています。ログインの方法につきましては eパソコンと
接続する f (A122ページ )をご覧ください。

● 監視用パソコンが最大クライアント数接続されている場
合は、NVR Viewerはログインできません。

ご注意 :                                                                               
● メインメニューの [カメラ記録設定 ]の各設定画面で設定
を変更した場合は、NVR Viewerをログアウト してから、
再度ログインし直してください。(A 127ページ )

● 初期状態では [サーバーに接続 ]画面で [接続 ]ボタンをク
リックすると、ログインできます。　　　　　　　　　　
設定を変更している場合は、eNVR Viewerにログインす
る f手順 2以降の説明 (A 126ページ )をご覧ください。

● 下記のような状態となった場合でも、NVR Viewerを再起
動することで復帰可能な場合があります。
● ライブ映像や再生画像が真っ黒になっている。
● NVR Viewerの動作が遅い。

                                                                                                    
● NVR Viewerが応答しない。

ご注意 :                                                                              
● NVR Viewerの再起動は下記操作で行えます。このとき、

VR-N900/VR-N1600内部の配信サーバーも再起動します。
● [機能]ボタンを押しながら[ライブ/再生]ボタンを押す。

(VR-N1600)
● [機能 ]ボタン、[アラーム解除 ]ボタン、[選択 ]ボタンを
同時に押す。(VR-N900)

● NVR Viewerでは、映像と音声がずれて再生される場合が
あります。

● Eメールを設定した場合にはテストを行い、Eメールが送
信されることを確認してください。(A 109ページ )

● 増設ハードディスクを接続している場合、起動に数分か
かる場合があります。

● VR-N1600において 160ipsを超えるフレームレートでの
記録中は、NVR Viewerを起動しないようにしてくださ

                                                                                                    
い。記録のフレームレートが下がる場合があります。

NVR Viewer について

NVR Viewer[ライブ映像表示 ]画面

ビューリスト

[ビュー ]セクション

[ライブ ]タブ [�]ボタン

キーロック

[選択 ]ボタン [アラーム解除 ]ボタン[機能 ]ボタン

[ライブ /再生 ]ボタン
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基本操作

本項目は、本機のフロントパネル操作でライブ映像を見る
方法を記載しています。

メモ :                                                                                   
● マウス（別売）を接続し操作する場合は、eマウス操作で

                                                                                                    
ライブ映像を見る f (A38ページ )をご覧ください。

[ライブ映像表示 ]画面を表示する
1 壁紙画面 *1またはメインメニュー *2が表示されて
いる状態で、[ライブ /再生 ]ボタンを押す

● [再生 ]画面が表示されている場合は、[ライブ /再生 ]ボ
タンを押します。

● ボタンを押すたびに[ライブ映像表示]画面と[再生]画面
が切り換わります。

ビューを選択する
ビューの設定につきましては e画面表示設定 f (A62ページ
)をご覧ください。

1 [PTZ/プリセット]ボタンを押して[PTZ/プリセット]
表示灯を点滅させる
● [PTZ/プリセット ]ボタンを押すたびに、[PTZ/プリセッ
ト ]表示灯が点灯と点滅に切り換わります。

2 [15/ズームイン ](ズームイン /確定 )、[14/ズームアウ
ト ](ズームアウト /キャンセル )ボタンを押して
ビューを選択する

ご注意 :                                                                              
● 短時間にビューを頻繁に切り換えないようにしてくださ
い。

● VN-C625/VN-C655でライブ映像が表示されない場合は、
カメラ本体と本機に設定されている VN-C625/VN-C655
接続用のパスワードを再設定してください。設定方法は、
使用カメラの [取扱説明書 ]および本書の [デバイス設定
]画面のルートパスワードの設定方法 (A 89ページ )を
ご覧ください。

● [設定 ]画面から [ライブ ]に戻ったときは音声設定がA音声

                                                                                                    
無し Bになります。再度選択し直してください。

カメラを選ぶ
見たいカメラの映像を選びます。

1 [選択 ]ボタンを押す
● [選択 ]表示灯が点灯します。

2 テンキーでカメラ番号を入力する
● VR-N1600の場合 [1]_[16]のテンキーを、VR-N900の
場合 [0]_[9]のテンキーを使用することができます。

メモ :                                                                                  
● 最初に[0]を押してから[0]_[9]を押すと[10]_[19]までのカ
メラ番号を入力できます。20以上は選択できません。

                                                                                                    
(VR-N900)

フロントパネル操作でライ
ブ映像を見る

キーロック

[14/ズームアウト ]ボタン
[15/ズームイン ]ボタン

[記録制御 ]ボタン

[アラーム解除 ]ボタン[機能 ]ボタン

テンキー

[PTZ/プリセット ]ボタン

[選択 ]ボタン
[ライブ /再生 ]ボタン

VR-N1600

[ズームアウト /キャンセル ]ボタン

[ズームイン /確定 ]ボタン

[記録制御 ]ボタン

[アラーム解除 ]ボタン[機能 ]ボタン

テンキー

[PTZ/プリセット ]ボタン

[選択 ]ボタン
[ライブ /再生 ]ボタン

VR-N900

*1壁紙画面 *2メインメニュー画面

[ライブ映像表示 ]画面 [再生 ]画面
36



● カメラを選択すると上部青色のバーが明るい青色に変
わります。

● バーには次の機能を表示する３色の四角形のインジ
ケーターと、カメラの動作状態を示す文字が表示され
ます。

メモ :                                                                                   
A イベントインジケーター（左：黄色）

[カメラ記録設定 ]で設定したイベントが発生した場合に
点灯します。イベントが指定されていない場合、もしく
は何もイベントが発生していない場合、インジケータは
黒色のままです。

B モーションインジケーター（中央：赤色）
モーション（動き）が検知された場合に点灯します。

C オンラインインジケーター（右：緑色）
カメラからの映像を受け取るたびに点滅します。

D カメラの動作状態表示（インジケータの左側の文字）

● [アラーム解除 ]ボタンを押すと、点灯しているイベント
インジケータとモーションインジケータを消すことがで
きます。

● バーには、カメラ名とカメラが接続されているデバイス
名が表示されています。

● 選択されているカメラと同じ番号を押すと、拡大表示に
なります。通常表示に戻すには、拡大表示されているカ
メラと同じ番号を押します。カメラの番号はメインメ
ニューの [カメラ記録設定 ]画面で確認することもでき

                                                                                                    
ます。

カメラを操作する
PTZとは、パン、チルト、ズームの略です。
PTZ機能対応のカメラを使用している場合は、テンキー、
[16/確定 ](ズームイン /確定 )、[13/キャンセル ](ズームア
ウト /キャンセル )ボタンを使ってカメラの向きを左右（パ
ン）、上下（チルト）に変えたり、映像を拡大、縮小（ズー
ム）したりできます。

�パン／チルト

1 [PTZ/プリセット ]ボタンを押して、テンキーをPTZ 
モードにする
● [PTZ/プリセット ]表示灯が点灯します。
● 押すたびに APTZモード B（表示灯点灯）と Aプリセッ
トモード B（表示灯点滅）が切り換わります。

2 1～ 9のテンキーを押す
● キーの矢印の方向へパン／チルトします。
● [6/ホーム](5/ホーム)のキーを押すとホームポジション
へ移動します。

�ズームイン／ズームアウト
1 [PTZ/プリセット ]ボタンを押して、テンキーをPTZ 
モードにする
● [PTZ/プリセット ]表示灯が点灯します。
● 押すたびに APTZモード B（表示灯点灯）と Aプリセッ
トモード B（表示灯点滅）が切り換わります。

2 [15/ズームイン](ズームイン/確定)ボタンまたは[14/
ズームアウト ](ズームアウト /キャンセル )ボタン
を押す

�プリセット機能を使う

1 [PTZ/プリセット ]ボタンを押して、テンキーをプリ
セット モードにする
● [PTZ/プリセット ]表示灯が点滅します。
● 押すたびに APTZモード B（表示灯点灯）と Aプリセッ
トモード B（表示灯点滅）が切り換わります。

2 [1](0)_[10/0](9)のテンキーでプリセット番号を入
力する
● カメラがプリセット位置に移動します。

メモ :                                                                                  
● 最初に [10/0](0)を押してから [10/0](0)～ [9]を押すと、10
から 19までのプリセット番号を入力できます。

● 20番以降を指定する場合は、マウスを使って、[PTZ管理
]セクションの [プリセット ]リストから選んでくださ
い。

ご注意 :                                                                              
● プリセット機能を使うには、あらかじめプリセット位置
を設定しておく必要があります。

                                                                                                    
 (A94ページ eプリセット位置を設定する f)

表示 状態
ライブ（緑色） 記録していない状態でライブ映像を

表示しているとき
記録（赤色） 記録しているとき
停止（黄色） カメラからの映像が取得できないと

き、またはカメラがオフラインのと
き (A 55ページ )

[JVC VN-E4]Camera1 ライブ

[JVC VN-E4]Camera1

A
B

C

D

[ライブ映像表示 ]画面
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基本操作

本項目は、マウス操作でライブ映像を見る方法を記載して
います。

[ライブ映像表示 ]画面を表示する
1 メインメニューから [ライブ映像表示 ]を選ぶ

● NVR Viewerが起動し、[ライブ映像表示 ]画面が表示さ
れます。

● NVR Viewerの [再生 ]画面または、[画面表示設定 ]画面
が表示されている場合、[ライブ ]タブをクリックし
てください。

● NVR Viewerを終了するには、[閉じる ]ボタンをクリッ
クしてください。

● [ライブ映像表示 ]画面を終了せずにカメラ記録設定をし
た場合、カメラ記録設定終了後すぐにライブ映像が表示
されない場合があります。
その場合 [ライブ映像表示 ]画面には、Aサーバーへ接続
できません！再試行します Bまたは、A[デバイス名］
（カメラ名）上 127.0.0.1:80へ接続できません Bと表示
されています。（127.0.0.1:80は操作中の本機の内部的な
IPアドレスです。）

メモ :                                                                                   
● ネットワークの回線状況によっては、カメラからの映像
が表示されるまでに時間がかかることがあります。

● 増設ハードディスクの接続によって、[ライブ映像表示 ]

                                                                                                    
画面の表示に数分程度の時間がかかることがあります。

ビューを選択する
ビューの設定につきましては e画面表示設定 f (A62ページ
)をご覧ください。

1 [ビュー]セクションでビューを選択、またはウィン
ドウ上部のビューリストからビューを選択する

ご注意 :                                                                              
● 短時間にビューを頻繁に切り換えないようにしてくださ
い。

● VN-C625/VN-C655でライブ映像が表示されない場合は、
カメラ本体と本機に設定されている VN-C625/VN-C655
接続用のパスワードを再設定してください。設定方法は、
使用カメラの [取扱説明書 ]および本書の [デバイス設定
]画面のルートパスワードの設定方法 (A 89ページ )を
ご覧ください。

● [設定 ]画面から [ライブ ]に戻ったときは音声設定がA音声

                                                                                                    
無し Bになります。再度選択し直してください。

カメラを選ぶ
1 マウスで選択するカメラのライブ画面上部のバー
をクリックしカメラを選択する
● カメラを選択すると上部青色のバーが明るい青色に変
わります。

マウス操作でライブ映像を
見る

[ライブ映像表示 ]画面

ビューリスト

[ビュー ]セクション

[ライブ ]タブ [閉じる ]ボタン

[VN-C20]Camera1 ライブ

A
B

C

D

[イベント ]セクション

[PTZ管理 ]セクション

[出力 ]セクション

[音声 ]セクション

[ライブ映像表示 ]画面
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メモ :                                                                                   
● 各カメラを選択すると上部青色のバーが明るい青色に変
わります。そのバーには次の機能を表示する３色の四角
形のインジケータと、カメラの動作状態を示す文字が表
示されます。

A イベントインジケーター（左：黄色）
[カメラ記録設定 ]で設定したイベントが発生した場合に
点灯します。イベントが指定されていない場合、もしく
は何もイベントが発生していない場合、インジケータは
黒色のままです。

B モーションインジケーター（中央：赤色）
モーションが検知された場合に点灯します。

C オンラインインジケータ（右のインジケータ：緑色）
カメラからの映像を受け取るたびに点滅します。

D カメラの動作状態表示（インジケータの左側の文字））

● バーには、カメラ名とカメラが接続されているデバイス
名が表示されています。

● カメラの映像を拡大するには、上部青色のバーをダブル
クリックします。元の大きさに戻すには、もう一度上部
青色のバーをダブルクリックします。

● 点灯しているイベント、モーションインジケータをク

                                                                                                    
リックすると、インジケータを消灯することができます。

PTZ機能を使い画像を見る
PTZとは、パン、チルト、ズームの略です。
この機能はカメラが PTZ 機能をサポートしている場合のみ
有効です。PTZ 機能をサポートしていない場合は、ボタン
を押しても無視されます。

1 [PTZ管理]セクションのPTZナビゲーションボタン
をクリックする
● 矢印の方向にカメラが移動します。
● 中央の丸いボタンをクリックすると、ホームポジショ
ンへ戻ります。

● [+]/[-]ボタンをクリックすると、ズームイン /ズームア
ウトします

ご注意 :                                                                              
● この機能はカメラが PTZ機能をサポートしている場合の
み有効です。PTZ機能をサポートしていない場合は、ボ
タンを押しても無視されます。

メモ :                                                                                  
● PTZカメラからの映像画面上でマウスポインタが十字ポ
インタに変われば、映像画面内をポイント＆クリックす
ることでカメラの向きを変えることができます。マウス
ポインタが十字ポインタに変わらない場合は、映像画面
でカメラの操作を行うことはできません。PTZ カメラに
よっては、マウスポインタが十字ポインタに変わらない
場合があります。PTZ カメラの種類によっては、マウス
ポインタが十字ポインタに変わっても、操作できない場
合があります。その場合は、[PTZ管理 ]セクションの 
PTZ ナビゲーションボタンを使って操作してください。

● ネットワークエンコーダー（IPビデオサーバー：VN-E4
など）に接続されているアナログカメラは、十字ポイン
タに変わりません。

● スクロールホイール付きのマウスであれば、スクロール
ホイールを使って PTZカメラのズームイン／ズームアウ
トができます。

● VN-V686/VN-V686WPで電子ズーム機能を使用している
場合、光学ズームと電子ズームの境界でズーム動作が一
度停止します。引き続きズームするには、再度ズーム操

                                                                                                    
作を行なってください。

表示 状態
ライブ（緑色） 記録していない状態でライブ映像を

表示しているとき
記録（赤色） 記録しているとき
停止（黄色） カメラからの映像が取得できないと

き、またはカメラがオフラインのと
き (A 55ページ )

PTZナビゲーションボタン

[ライブ映像表示 ]画面

ホームボタン
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基本操作

PTZ機能を使い画像を見る（つづき）
�デジタルズーム
[PTZ管理 ]セクションの [デジタルズーム ]にチェックを入
れると、どのカメラからの画像でもデジタルズームで見る
ことができます。デジタルズームを行うと、右下に小さく
全体画像が表示されます。

メモ :                                                                                   
● デジタルズームを使用しても、記録される画像はズーム
されません。

● デジタルズームを使用すると、本機の負荷率が高くなる
ため、記録フレームレートが低下する場合があります。

● デジタルズームを終了するには [デジタルズーム ]の
チェックを外してください。

ご注意 :                                                                               
● [デジタルズーム ]にチェックがされている場合、実際の

                                                                                                    
PTZ動作は行われません。

プリセット機能を使う
プリセットリストから選択することでカメラの向きをあら
かじめ設定されたプリセット位置へ移動させることができ
ます。 (A94ページ eプリセット位置を設定する f)
メモ :                                                                                  
● このボタンはカメラが PTZ機能をサポートしている場合

                                                                                                    
のみ有効です。

1 [PTZ管理]セクションの[プリセット]リストの[ｖ]ボ
タンをクリックする
● プリセットリストが表示されます。

2 プリセットリストからプリセット位置を選択する
● カメラがプリセット位置へ移動します。

メモ :                                                                                  
● プリセットリストはメインメニューh[カメラ記録設定

]h[設定 ]h[PTZカメラ設定 ]から設定することが可能で

                                                                                                    
す。(A 92ページ )

その他便利な機能
�音声を聞く
音声を聞くには、[音声 ]セクションの [音声ソース ]リス
トから音声を選択します。
一時的に消音するには、[消音 ]ボックスにチェックを入れ
てください。

ご注意 :                                                                              
● 複数の監視用パソコンで音声を開くと、音声が乱れる場
合があります。

● [設定]画面から[ライブ]に戻ったときは、音声設定が[音声

                                                                                                    
無し ]になります。再度選択し直してください。

マウス操作でライブ映像を
見る（つづき）

PTZナビゲーションボタン

[ライブ映像表示 ]画面

[デジタルズーム ]

[プリセット ]リスト

[NVR]

[ライブ映像表示 ]画面チェック
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メモ :                                                                                   
● [カメラ記録設定]の[カメラ設定]画面で音声ソースが設定
されているカメラを選択したときは、設定されている音
声が出力されます。(A 57ページ )

● 音声ソースが設定されていないカメラを選択したときは、
最後に出力されている音声が継続出力されます。

● 記録と同時にライブ映像を表示した場合には、表示され
る映像と音声がずれることがあります。（本機または増設

                                                                                                    
ハードディスクへの記録には影響ありません）

�手動イベント
手動でイベントを発生するには、[イベント ]セクションで
イベントを選択し、[起動 ]ボタンをクリックしてくださ
い。

メモ :                                                                                   
● イベントについては e入出力ポート、イベントについて f 

(A97ページ )をご覧ください。
● あらかじめイベントを設定しておく必要があります。

                                                                                                    
(A 97ページ )

�出力制御
出力するには、[出力 ]セクションで出力を選択し、[起動 ]
ボタンをクリックしてください。

メモ :                                                                                   
● あらかじめ出力を設定しておく必要があります。

 (A100ページ e出力を設定する f)

                                                                                                    
 (A105ページ e手動操作の場合の出力を設定する f)

�カメラショートカットメニュー
カメラ映像の画面上で右クリックすると、ショートカット
メニューを開くことができます。
カメラの設定によっては、メニュー項目が異なる場合があ
ります。

[ライブ映像表示 ]画面

クリック

[ライブ映像表示 ]画面クリック

項目 内容
A カメラ 選択した位置に別のカメラからの映

像を表示します。
B 音で通知 警告音などを一時的に消音します。
C PTZ
プリセット

プリセット位置を選択して、カメラ
を移動します。

D Matrix Milestone Systems社のマトリックス
を使うための設定です。詳細は
Milestone Systems社の Milestone 
XProtect Matrixのマニュアルをご参
照ください。
メモ :                                                 
● 詳細につきましては、Milestone 

Systems社のホームページ (http://
www.milestonesys.com)をご覧く
ださい。

                                                               
● URLは変更される場合があります。

E カメラを送る 指定のウィンドウに、選択したカメ
ラ映像を表示します。

A

B

C

D

E
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基本操作

本項目は、本機のフロントパネル操作で記録画像を再生す
る方法を記載しています。

[再生 ]画面を開く
1 壁紙画面またはメインメニューが表示されている
場合、[ライブ /再生 ]ボタンを押す
● NVR Viewerが起動し、[ライブ映像表示 ]画面が表示さ
れます。

2 [ライブ映像表示 ]画面が表示されたら、再度 [ライ
ブ /再生 ]ボタンを押す
● ボタンを押すたびに[ライブ映像表示]画面と[再生]画面
が切り換わります。

ビューを選択する
ビューの設定につきましては e画面表示設定 f (A62ページ
)をご覧ください。

1 [PTZ/プリセット]ボタンを押して[PTZ/プリセット]
表示灯を点滅させる
● [PTZ/プリセット ]ボタンを押すたびに、[PTZ/プリセッ
ト ]表示灯が点灯と点滅に切り換わります。

2 [15/ズームイン ](ズームイン /確定 )、[14/ズームアウ
ト ](ズームアウト /キャンセル )ボタンを押して
ビューを選択する

ご注意 :                                                                              
● 短時間にビューを頻繁に切り換えないようにしてくださ
い。

● VN-C625/VN-C655でライブ映像が表示されない場合は、
カメラ本体と本機に設定されている VN-C625/VN-C655
接続用のパスワードを再設定してください。設定方法は、
使用カメラの [取扱説明書 ]および本書の [デバイス設定
]画面のルートパスワードの設定方法 (A 89ページ )を
ご覧ください。

● [設定 ]画面から [ブラウズ ]に戻ったときは音声設定がA音

                                                                                                    
声無し Bになります。再度選択し直してください。

日時指定で記録画像を検索する
フロントパネルの [検索 ]ボタンで日時を指定して検索し、
再生することができます。

1 [再生 ]画面で [検索 ]ボタンを押す
● 日時入力画面が表示されます。

2 テンキーを使って検索日時を入力する
● [スキップ ]ボタン（SまたはT）で入力項目を選び
入力します。

3 [16/確定 ](ズームイン /確定 )ボタンを押す
● 右側の画像表示画面で、選択日時へジャンプします。

メモ :                                                                                  
● [Go To]ボタンをクリックしても選択日時へジャンプしま
す。

● ソフトウェアキーボードをご使用の場合は、[Go To]ボタ

                                                                                                    
ンをクリックしてください。

フロントパネル操作で記録
画像を再生する

キーロック

[ライブ /再生 ]ボタン／表示灯

テンキー／表示灯

[PTZ/プリセット ]ボタン／表示灯
[13/キャンセル ]ボタン

[16/確定 ]ボタン
[検索 ]ボタン

[スキップ ]
ボタン

[再生停止 ]
ボタン VR-N1600

シャトルダイヤル

[再生 ]
ボタン

[ライブ /再生 ]ボタン／表示灯

テンキー／表示灯

[PTZ/プリセット ]ボタン／表示灯

[ズームアウト /キャンセル ]ボタン

[ズームイン /確定 ]ボタン

[検索 ]ボタン
[スキップ ]
ボタン

[再生停止 ]
ボタン VR-N900

シャトル
ダイヤル

[再生 ]
ボタン

[ライブ映像表示 ]画面 [再生 ]画面

[Go To]
ボタン
42



記録画像を再生、スキップ、停止する
[再生 ]、[スキップ ]、[停止 ]ボタンで操作します。

�フロントパネルの [再生停止 ]、[スキップ ]、[再生 ]
ボタンを使って操作する

�再生する

1 [再生 ]ボタンを押す
● [時間ナビ]の[マスタータイム]に表示された日時から再
生します。

● シャトルダイヤルの角度に応じて（1/20、1/5、1、2、
5、10、20倍速）再生されます。

�スキップする

1 [スキップ ]ボタンを押す
● [スキップ ]ボタンの機能は次のとおりです。

メモ :                                                                                   
● シーケンスはイベント、モーション検出で記録される記
録画像のまとまりです。

● 記録画像はデータベースとして保存されます。
ご注意 :                                                                               
● [スキップ ]ボタンはカメラを選択していないと動作しま
せん。

● 記録同時再生の際、現在時刻付近を再生すると再生が記
録の終端に追いつき、Aデータベース終了後 Bまたは
A以降の画像はありません Bと表示されることがありま
す。と表示されることがあります。

● モーション /イベントで記録する設定をしている場合
(A 59ページ )、モーション /イベントが発生していない
時は記録されません。しかし現在時刻付近の再生をして

                                                                                                    
いると、記録されていない画像も再生されます。

�停止する

1 [再生停止 ]ボタンを押す
● 再生が停止します。

�拡大表示にする
● 選択されているカメラと同じ番号を押すと、拡大表示
になります。

● 通常表示に戻すには、拡大表示されているカメラと同
じ番号を押します。

再生スピードを変える（ジョグ・シャトル再生）
フロントパネルのシャトルダイヤル／ジョグダイヤルを使
い、再生スピードを変えることができます。

�シャトル再生
● 再生中または一時停止中にシャトルダイヤルを回すと、
早送り、早戻し、スロー再生が始まります。

メモ :                                                                                  
● シャトル再生で早送りや早戻しを行う場合の再生スピー
ドは目安です。再生のモード（分割画面、単画面）や記
録のモード（モーション検知、記録フレームレート）な

                                                                                                    
どの条件によってスピードが変わる場合があります。

�ジョグ再生
● ジョグダイヤルを回すと、コマ送り再生をします。
● 時計回りに回転させると、順方向のコマ送り再生、反時
計回りに回転させると、逆方向のコマ送り再生をします。

● 回転をやめると、一時停止になります。ただし、順方向
／逆方向コマ送りを続けていると、回転をやめてもしば
らく動き続けることがあります。

ご注意 :                                                                              
● ジョグダイヤルはカメラを選択していないと動作しませ
ん。

● 記録中に再生スピードを変更したり、高速で再生してい
る場合、記録されるフレームレートが下がることがあり
ます。パフォーマンスメータを見ながら赤色表示になら

                                                                                                    
ない範囲でご利用ください。

S ひとつ前のシーケンス先頭画像に移動します。
長押しすると、選択カメラのデータベース最古
の画像に移動します。

T 次のシーケンス先頭の画像に移動します。長押
しすると、選択カメラのデータベースの最新の
画像に移動します。

[マスタータイム ]表示部

[時間ナビ ]セクション

[移行 ]ボタン

[再生 ]画面

送り戻し

静止

x1

x2

x5

x10

x20

x1/20

x1/5

x1

x2

x5

x10

x20

x1/20

x1/5

ジョグ・シャトルダイヤル

シャトルダイヤル（外側）

ジョグダイヤル（内側）
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基本操作

本項目は、マウス操作で記録画像を再生する方法を記載し
ています。

[再生 ]画面を表示する
1 メインメニューから [ライブ映像表示 ]を選ぶ

● NVR Viewerが起動し、[ライブ映像表示 ]画面が表示さ
れます。

2 NVR Viewerの [ブラウズ ]タブをクリックする
● NVR Viewerの[画面表示設定]画面が表示されている場
合も、[ブラウズ ]タブをクリックしてください。

● [再生 ]画面が表示されるまでに数分かかる場合があり
ます。

● [再生 ]画面を終了せずにカメラ記録設定をした場合、
カメラ記録設定終了後すぐに再生画像が表示されない
場合があります。
その場合 [再生 ]画面には、Aサーバーへ接続できま
せん！再試行します Bまたは、A[デバイス名］（カメ
ラ名）上 127.0.0.1:80へ接続できません Bと表示され
ています。（127.0.0.1:80は操作中の本機の IPアドレ
スです。）

● 全く記録されていない状態で再生すると、[再生 ]画面
には A接続：［NVR]Camera1 on 127.0.0.1:80Bを表示
し続けます。

● NVR Viewerを終了するには、閉じるボタンをクリッ
クしてください。

メモ :                                                                                  
● [再生 ]画面上部のバーにオンラインインジケータが表示
されます。新しい画像が表示されるたびに緑色に点灯し
ます。

● 記録画像はデータベースとして保存されています。本機
では記録データをデータベースと呼んでいます。

● [再生 ]画面に、A以前の画像はありません Bと表示されて
いる場合は、現在の位置より前にはデータベース（記録
画像）が存在しないことを表します。

● [再生 ]画面に、A以降の画像はありません Bと表示されて
いる場合は、現在の位置より後ろにはデータベース（記
録画像）が存在しないことを表します。

ご注意 :                                                                              
● [再生 ]画面左側で多くのセクションが開かれていると、
画面内に表示できない場合があります。その場合は開い
ているセクションのバーをダブルクリックして、セク
ションを閉じてください。

● 短時間に[ライブ]と[ブラウズ]を頻繁に切り換えないよう

                                                                                                    
にしてください。

マウス操作で記録画像を再
生する

メモ：
● [再生 ]画面での操作時は、記録フレームレートが低下す
ることがあります。

● 記録と同時に記録画像を再生した場合などハードディ
スクへのアクセスが頻繁に発生する場合には、再生さ
れる画像が一時停止したり、音声が途切れることがあ
ります。（本機または増設ハードディスクへの記録には
影響ありません）

● [設定]画面から[再生]画面に戻ったときは音声設定が[音
声無し ]になります。再度選択し直してください。

● パソコンのタイムゾーンは、本機と同じ設定にしてく
ださい。タイムゾーンの違うパソコンで記録画像を再
生した場合、本機の記録画像の時刻はパソコンのタイ
ムゾーンの時刻に変換されて表示されます。

● [OS設定 ]でタイムゾーンを変更したときは、[機能 ]ボタ
ンを押しながら [ライブ /再生 ]ボタンを押して、NVR 
Viewerを再起動してください。

[ライブ映像表示 ]画面

[ブラウズ ]タブ

[ビュー ]セクション

[シーケンス ]セクション
[アラート ]セクション
[時間ナビ ]セクション
[音声 ]セクション
[スマートサーチ ]セクション
[エクスポート ]セクション

[再生 ]画面

閉じるボタン
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ビューを選択する
ビューの設定につきましては e画面表示設定 f (A62ページ
)をご覧ください。

1 [ビュー]セクションでビューを選択、またはウィン
ドウ上部のビューリストからビューを選択する

ご注意 :                                                                               
● 短時間にビューを頻繁に切り換えないようにしてくださ
い。

● VN-C625/VN-C655でライブ映像が表示されない場合は、
カメラ本体と本機に設定されている VN-C625/VN-C655
接続用のパスワードを再設定してください。設定方法は、
使用カメラの [取扱説明書 ]および本書の [デバイス設定
]画面のルートパスワードの設定方法 (A 89ページ )を
ご覧ください。

● [設定 ]画面から [ライブ ]に戻ったときは音声設定がA音声

                                                                                                    
無し Bになります。再度選択し直してください。

[時間ナビ ]で記録画像を検索する
[再生 ]画面の [時間ナビ ]を使い記録画像を検索します。

1 [再生]画面で[時間ナビ]バーをダブルクリックする

2 ボックスで検索日時を選択する
● ボックスに日付、右側のボックスに時間を指定しま
す。

3 [移行 ]ボタンをクリックする
● 画像表示画面で、設定された日時へジャンプします。
● [マスタータイム ]表示部に設定した日時が表示されま
す。

メモ :                                                                                  
● [マスタータイム ]表示部は、選択した記録画像の記録日
時を表示します。日時情報は全カメラにリンクしており、
日時を指定すると [ビュー ]内の全ての記録画像に対し
て正確に表示されます。

● モーション検知による記録や、ビュー内複数のカメラに
指定日時に記録がない場合があります。この場合、カメ
ラのデータベースから指定日時前の最後の画像が表示さ
れます。（記録画像はデータベースに保存されています。）

● 現在選択されている再生スピードを表示します。
ご注意 :                                                                              
● [マスタータイム ]表示部は最新の記録画像の記録日時を
越えて表示されることがあります。この場合、ブラウズ
ボタンの をクリックして最新の記録画像へ移動した
後に再生ボタン をクリックしてください。

● [時間ナビ ]セクションで、A再生中、間をスキップ Bが
チェックされている場合、記録同時再生時に記録部分の
終端を越えると再生が停止する場合があります。このよ
うな場合には [再生中、間をスキップ ]のチェックをは
ずしてください。再生が停止した場合は、再度再生ボタ

                                                                                                    
ンを押してください。

[マスタータイム ]表示部

[時間ナビ ]セクション

[移行 ]ボタン

[再生 ]画面
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基本操作

タイムライン・ブラウザで記録画像を検索する
[再生 ]画面右側の [タイムライン・ブラウザ ]を使い記録
画像の検索ができます。
上下に伸びたタイムラインは記録状況を示し、NVR Viewer
で表示できるカメラの数だけ表示します。時間表示ポイン
タを確認しながらマウスでタイムラインを上下にドラッグ
して検索します。
ご注意 :                                                                               
● タイムラインは目安です。実際の時間とずれて表示され

                                                                                                    
ることがあります。

�タイムラインの色と線
選択されているカメラのタイムラインはハイライト表示さ
れます。

メモ :                                                                                  
● タイムライン・ブラウザの下の項目で、タイムラインに
表示する時間間隔（1時間、2時間、_1日）と、タイム
ライン上の時間の流れを上から下にするか、下から上に
するかを [新しい画像を上にする ]チェックボックスで
選択できます。これらの設定は保存されません。NVR 
Viewerを再起動すると設定していた内容は失われます。

● スクロールホイール付きのマウスを使うと、スクロール
ホイールを使ってタイムラインを検索できます。

● タイムラインの任意の箇所をダブルクリックすると、そ
の時間の画像を表示することができます。

● タイムライン・ブラウザを必要としないときは、タイム
ライン・ブラウザの左縁中央辺りにある［表示切換え］
ボタンをクリックすると隠すことができます。

ご注意 :                                                                              
● マウスでタイムラインを上下にドラッグした場合、タイ
ムラインの一部が更新されない場合があります。このよ
うな場合は、NVR Viewerを再起動 (A 35ページ )して

                                                                                                    
ください。

シーケンスを使い記録画像を検索する
シーケンスとはイベント、モーションで記録される記録画
像のまとまりです。シーケンスごとに記録画像をリスト
アップします。

1 [再生]画面の[シーケンス]バーをダブルクリックす
る

2 [シーケンスを取得 ]をクリックする
● 表示時刻前後のそれぞれ20画像がリストアップされま
す。

● [プレビュー ]ボックスにチェックを入れると、リスト
内のシーケンスをマウスでポイントしたときにプレ
ビュー画像を見ることができます。

3 リスト内のシーケンスをクリックする
● ビュー内の全ての画像が、選択したシーケンス日時に
合わせて表示されます。

メモ :                                                                                  
● リスト内のシーケンス横にある [＋ ]マークをクリックす
ると、記録開始のきっかけとなったモーション検知やイ
ベントなどの正確な日時と、シーケンスの最初と最後の
正確な日時を表示します。

ご注意 :                                                                              
● e（　）秒間、モーション /イベントの前後を記録する：f 

(A59ページ )によっては、連続した複数のシーケンス

                                                                                                    
が１つのシーケンスにまとめられる場合があります。

マウス操作で記録画像を再
生する（つづき）

赤 モーション（動き）検知または、イベン
トで記録されたことを示します。
（ハイライト時はピンクです。）

緑 モーション検知前後の記録を示します。
（ハイライト時は薄緑色です。）

黒 記録されていない期間を示します。
（ハイライト時は灰色です。）

中央の白線
（時間表示ポ
インタ）

表示画像の時刻を示します。

[タイムライン・ブラウザ ]

[表示切り換え ]
ボタン

時間表示ポインタ

タイムライン

[JVC VN-E4]Camera1

[再生 ]画面

[シーケンス ] シーケンスバー
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アラートリストから記録画像を検索する
モーション検知 (A 107ページ )などの [警報 ]ごとに記録
画像をリストアップします。

1 [再生]画面で[アラート]バーをダブルクリックする

2 [アラート]リストの[ ]をクリックしてアラートリ
ストからイベントを選ぶ
● 所定のイベント、カメラまたは [Server]（サーバー）
を選ぶことができます。

3 [リストを取得 ]ボタンをクリックする
● 検知されたイベントのリストが表示されます。
● イベントリストをクリックして、選択したイベントの
記録画像を見ることができます。

メモ :                                                                                   
● アラートリストは [時間ナビ ]で指定された時刻近辺（前

                                                                                                    
後約１日）のイベントが取得されます。

スマート検索
選択カメラの記録画像から検索エリアを指定して、動きの
あった部分を検索することができます。

1 [再生]画面の[スマートサーチ]バーをダブルクリッ
クする

2 [検索エリア]設定で[グリッドを表示]にチェックを
入れる

3 表示するカメラを選ぶ
● 青色のグリッドが表示されます。

4 画面内をクリック・ドラッグし、検索するエリア
を指定する
● 指定されたエリアは透明になります。
● [含める ]にチェックを入れると、ドラッグした部分が
検索エリアに追加されます。[除外する ]にチェック
を入れると、ドラッグした部分が検索エリアから削除
されます。

● [表示を反転 ]ボタンをクリックすると、選択したエリ
アを反転します。

5 [検索設定 ]で、[感度 ]リストから感度を選ぶ
● 設定値は下記

●[非常に高い ]
●[高い ]
●[中 ]
●[低い ]
●[非常に低い ]

6 [間隔 ]リストで時間間隔を設定する

7 エリア内モーション（動き）が検出されたデータ
を [前へ ]、[次へ ]ボタンを押しながら検索する
● 検索が開始されます。エリア内で動きが検知された場
合表示され、モーションはハイライト表示されます。

ご注意 :                                                                              
● スマート検索は、表示されている画像の時間から [前方へ

]または [後方に ]検索します。
● 記録中にスマート検索を使うと記録フレームレートが下
がることがあります。パフォーマンスメータを見ながら

                                                                                                    
赤色表示にならない範囲でご利用ください。

8 検索を続けるには、[前へ ]、[次へ ]ボタンをクリッ
クする

メモ :                                                                                  
● [保存 ]ボタンを使い、手順4で指定したエリアを一時的に
保存することができます。
別のエリアを指定した後、[ロード ]ボタンをクリックす
ると、保存したエリア設定に戻すことができます。

● エリアの選択を解除するには、[除外する ]にチェックを

                                                                                                    
入れて全てのエリアをドラッグしてください。

[アラート ]リスト

イベントリスト
[再生 ]画面

NVR Viewer

2
4

5

6

7,8

[再生 ]画面
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基本操作

記録画像を再生、スキップ、停止する
NVR Viewerの [時間ナビ ]を使用して、再生、停止、ス
キップ操作を行います。

ボタン・スライダーのはたらきは以下のとおりです。
�ブラウズボタン

ご注意 :                                                                               
● ブラウズボタンはカメラを選択していないと動作しませ
ん。

● ブラウズボタン を押してから、移動が完了する
まで、時間がかかる場合があります。移動が完了する前
に連続してボタンを押すと、まとめてシーケンスの移動

                                                                                                    
が行われますのでご注意ください。

� [時間 ]スライダー
左方向にドラッグすると記録日時を遡り、右方向にドラッ
グすると新しくなります。上段のスライダーは限られた期
間の細やかな再生（0.4～ 240倍）、下段のスライダーは長
期間の大まかな再生（20～ 36,000倍）に使います。
� [再生 ]スライダー ]
中央位置が 1倍速、左方向へドラッグすると再生スピード
が遅く、右方向へドラッグすると早くなります。左端へド
ラッグすると一時停止となります。
再生中のスピードはマスタータイム表示部の右上に表示さ
れます。

● [再生 ]ボタン

ご注意 :                                                                              
● 再生スライダーが左端にある場合（一時停止）、再生ボタ
ンは動作しません。再生スライダーをご希望の速度に設
定してください。

● マウスによる [時間ナビ ]での再生操作には、シャトルダ
イヤルの角度は影響しません。

メモ :                                                                                  
● [時間ナビ ]の A再生中、間をスキップ Bがチェックされて
いると、選択されているカメラの記録画像がない部分を
スキップして再生します。

● スキップして再生した場合には　マスタータイム表示部
に赤字で一定時間 [スキップ ]と表示されます。

● 単画面表示のときと分割画面表示のときでは、スキップ
再生の動作が異なります。選択されているカメラの記録
がなくても、他のカメラの記録があればスキップされま
せん。その場合記録がない部分は、最後に表示された画

                                                                                                    
像が表示されています。

マウス操作で記録画像を再
生する（つづき）

：
選択されているカメラのひとつ前の画像に移動
します。（コマ戻し）

：
選択されているカメラの次の画像に移動しま
す。（コマ送り）

：

選択されているカメラのひとつ前のシーケンス
先頭の画像に移動します。（シーケンスが無い
場合や、シーケンスの長さによっては、正しく
動作しないことがあります）

：

選択されているカメラの次のシーケンス先頭の
画像に移動します。（シーケンスが無い場合や、
シーケンスの長さによっては、正しく動作しな
いことがあります）

：
選択カメラの最古の記録画像に移動します。
(10倍以上で再生している場合は、正しく動作
しないことがあります )

：
選択カメラの最新の記録画像に移動します。
(10倍以上で再生している場合は、正しく動作
しないことがあります )

ブラウズボタン

時間スライダー
再生スライダー
再生ボタン

[再生 ]画面

： 逆再生します。

： 通常再生します。

: 再生を停止します。
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音声を聞く
記録した音声を聞くには、[音声 ]セクションの [音声ソー
ス ]リストから音声を選択します。
一時的に消音するには、[消音 ]ボックスにチェックを入れ
てください。

ご注意 :                                                                               
● 複数の監視用パソコンで音声を再生すると、音声が乱れ
る場合があります。

● 画面表示設定から [ライブ映像表示 ]画面、[再生 ]画面に
戻ったときは、音声が [音声無し ]になります。音声を
聞くには、[音声ソース ]リストから音声を選択し直して
ください。

● 静止画再生時や正方向�１以外のサーチ・コマ送り再生
のときは、音声は出力されません。

● 記録動作中に記録画像の再生操作を行なった場合、再生
される音声が途切れる場合があります。

メモ :                                                                                   
● 音声を設定しているカメラを選択したときは、設定され
ている音声が出力されます。

● 音声を設定していないカメラを選択したときは、最後に
出力されている音声が継続出力されます。

● 記録と同時に記録画像を再生した場合には、再生される
画像が一時停止したり、音声が途切れることがあります。
（本機または増設ハードディスクへの記録には影響ありま

                                                                                                    
せん）

本機は記録した画像や音声を他の媒体に書き込む（エクス
ポートする）ことができます。

● VR-N900/VR-N1600本体では CD-Rや CD-RW、DVD-R、
DVD-RW、USBメモリーに画像や音声を書き込むことが
できます。

● 監視用パソコンでは、記録した画像や音声をデスクトッ
プや指定フォルダに書き込むことができます。

CD/DVD書き込み操作（本機での操作）

1 [再生]画面の[エクスポート]バーをダブルクリック
する

2 開始日と時刻を入力する
● [セット ]ボタンをクリックすると、マスタータイム表
示部の日時が入力されます。

3 終了日と時刻を入力する
● [セット ]ボタンをクリックすると、マスタータイム表
示部に表示された日時に 1秒プラスした時刻が入力さ
れます。

4 [ソース：]リストからカメラを選び、[AVI/JPEGエ
クスポート ...]ボタンまたは [DBエクスポート ...]
ボタンをクリックする
● ソースを選ぶ場合、[-現ビューソース -]を選ぶことがで
きます。[-現ビューソース -]を選択すると、ビュー内
の全てのカメラからの画像をエクスポートします。

● エクスポート・ダイアログが表示されます。入力した
開始日時と終了日時、カメラ名が表示されます。

メモ :                                                                                  
● 増設 HDDの接続状況によっては、エクスポートの準備に

                                                                                                    
時間がかかることがあります。

[NVR]

[再生 ]画面チェック

画像や音声を CD、DVDな
どに書き込む（エクスポー
ト）

● 手順 1～ 9はCD/DVD書き込み、USBメモリーへの書き
込みで共通の操作です。

2

3

4
[再生 ]画面

マスタータイム表示部

[エクスポート ]セクション
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基本操作

5 [AVI/JPEGエクスポート ...]を選んだ場合、エクス
ポート・フォーマットを選ぶ
● [AVI]（ムービークリップ）か [JPEG]（静止画像）を
選びます。

● エクスポートする画像に時刻を含めるか、含めないか
を選択します。

6 [AVI]フォーマットを選んだ場合、フレームレート
を選ぶ
● すべての画像をAVIファイルに送る [フル ]か、毎秒毎の
画像を送ることで AVIファイルサイズを減らす [ハー
フ ]（画像はリアルタイムで再生されます）を選びま
す。

7 [AVI]フォーマットを選んだ場合、[AVIコーデック ]
リストから [AVIコーデック ]を選び、ファイル名
を入力する
● デフォルトのファイル名は Ayyyymmdd-hhmmss.aviBと
なっています。

ご注意 :                                                                               
● デバイス名とカメラ名の合計文字数は 61文字以下にして
ください。

● 追記に失敗すると、既に書き込まれているデータが読め
なくなる場合があります。

                                                                                                    
● DVDメディアには追記できません。

8 [DBエクスポート ...]を選んだ場合、以下の設定が可
能になる

9 スタンドアローン版のビューワー（記録画像を再
生するためのアプリケーション）をエクスポート
するデータに付与する
● [DBエクスポート ...]を選んだ場合、[ビュープログラム
を含む ]ボックスにチェックを入れると、スタンドア
ローン版のビューワー（記録画像を再生するためのア
プリケーション）をエクスポートするデータに付与す
ることができます。

メモ :                                                                                  
● エクスポートしたデータをパソコンで見る場合は、エク
スポートで使用した USBメモリまたは、CD-R/RW、
DVD-R/RWの [Exported Images]フォルダ内の
[Browser.exe]ファイルをダブルクリックします。エクス
ポートビューワーが起動し、エクスポートしたデータを
見ることができます。

● ビューワーにつきましては、eエクスポートビューワー f 
(A139ページ )をご覧ください。

● DBフォーマットでエクスポートした記録画像をビュー
ワーで開いてから、ビューワー上で再度 AVI形式でエク
スポートすると、音声を含めた AVI形式でのエクスポー
トが可能です。

ご注意 :                                                                              
● [DBエクスポート ...]フォーマットでは音声を含めてエク
スポートできますが、[AVI]または [JPEG]フォーマット
では音声のエクスポートはできません。

● エクスポート中は、記録フレームレートが低下すること

                                                                                                    
があります。

画像や音声を CD、DVDな
どに書き込む（エクスポー
ト）（つづき）

5

NVR Viewer AVI/JPEG エクスポート

[NVR]

6

7

項目 内容
A 音声を含む エクスポートする画像に音声を含

める場合にチェックを入れます。
（音声ソースが何もない場合は
チェックできません。）

B エクスポート
データベースを
圧縮

エクスポートするデータを圧縮す
る場合に、チェックを入れます。

C エクスポート
データベースを
暗号化

エクスポートするデータを暗号化
する場合にチェックを入れます。
暗号解読用のパスワードを設定し
てください。

NVR Viewerデータベースエクスポート

[NVR]

A

B
C

9

50



10 エクスポート先を指定する
CD/DVD書き込みを行う場合は、[CD]を選択してください。

11 [エクスポート ]をクリックする
● CD/DVD書き込みを準備するためのエクスポートを行
います。

12 エクスポートが終了したら、本機に CD/DVDドラ
イブを接続する

13 前面の[機能]キーを押しながらテンキーの[4]を押
す
● CD/DVD書き込み画面が表示されます。　

14 CD/DVDドライブに書き込みメディア（CD-R/RW
または DVD-R/RW）を挿入する
● [メディアの空き容量 ]に書き込みメディアの空き容量
が表示されます。

● [書込開始 ]ボタンが有効（操作可能）になります。

15 データリストの中から書き込みを行いたい AVI/
JPG/DBをチェックする
● [選択総容量 ]にチェックを加えたデータの総容量が表
示されます。

● [全選択 ]ボタンを押すと、全ての項目にチェックが入
ります。

● [全選択解除 ]ボタンを押すと、全ての選択が解除され
ます。

16 [書込開始 ]ボタンを押す
● 書込み開始 [YES]か [NO]のメッセージが表示されるの
で、AYESBを選択してください。

メモ :                                                                                  
● データリストが未選択の場合は、エラーになります。
● メディアの空き容量よりも選択した総容量が大きい場合

                                                                                                    
は、エラーになります。

17 書き込みが完了すると、以下のメッセージが表示
される

● 一時ファイルを削除する場合は AYESBを選択してくだ
さい。

● 再度同じデータを書き込む場合は、ANOBを選択して
ください。

[NVR]

NVR Viewerデータベースエクスポート

11

[CD]チェックボタン

選択チェックボックス データリスト

CD/DVD書き込み画面

[選択データ削除 ]ボタン
[RW消去 ]ボタン

[書込開始 ]ボタン
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基本操作

一時ファイルの削除（本機での操作）
1 データリストの中から削除したい一時ファイルに
チェックする

2 [選択データ削除 ]ボタンをクリックする
選択データの削除開始 [YES]か [NO]のメッセージが表示さ
れるので、AYESBを選択してください。

RWの消去（本機での操作）
1 CD/DVDを挿入する

● [RW消去 ]ボタンが A有効 Bになります。

2 [RW消去 ]ボタンをクリックする
● RW消去開始[YES]か[NO]のメッセージが表示されるの
で、AYESBを選択してください。

ご注意 :                                                                               
● CD/DVD書き込み操作中は、ほかの操作はできません。
● CD/DVDへの書き込みを行なっている間は、記録画像に
抜けが発生する場合（一時的に記録できない状態）があ
ります。

● エクスポート中は CD/DVD書き込み画面を表示しないで
ください。

● CD/DVDドライブにメディアを挿入したまま接続しない
でください。

● CD/DVD書き込み画面の表示中に CD/DVDドライブの接
続を解除しないでください。

● メディアが認識されない場合は、CD/DVD書き込み画面

                                                                                                    
を再起動してください。　

USB書き込み操作（本機での操作）
エクスポート先の USBメモリを VR-N900/VR-N1600へ挿
入し、[CD/DVD書き込み操作 ]手順 1～ 9(A 49ページ )と
同じ操作を行なってください。

1 エクスポート先を指定する
● USBメモリーへのエクスポートを行う場合は、[USB]
を選択してください。

2 [エクスポート ]をクリックする
● エクスポートが開始されます。

画像や音声を CD、DVDな
どに書き込む（エクスポー
ト）（つづき）

NVR Viewer　データベースエクスポート

[NVR] 

2

[USB]
チェック
ボタン
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監視用パソコンからの操作
[CD/DVD書き込み操作 ]手順 1～ 9(A 49ページ )と同じ操
作を行なってください。

1 エクスポート先を指定する

2 [エクスポート ]をクリックする
● エクスポートが開始されます。

画面に表示している再生画像を印刷することができます。
ご注意 :                                                                              
● VR-N900/VR-N1600本体からは印刷できません。本機能
は監視用パソコンにダウンロードした、[NVR Viewer]で

                                                                                                    
使用する機能です。

1 [再生 ]画面の [印刷 ]バーをダブルクリックします。

メモ :                                                                                  
● 印刷バー右のボタンを使えば、クリック一回で表示でき

                                                                                                    
ます。

2 [印刷 ]セクションの [印刷 ...]ボタンをクリックしま
す。
● [NVR Viewer監視レポート ]画面が表示されます。

3 [NVR Viewer監視レポート]画面の[ページの設定]ボ
タンをクリックしてプリンタの設定をする

4 [印刷 ]ボタンをクリックして印刷を開始する
● 印刷が終了したら、[閉じる ]ボタンをクリックして、
印刷画面を終了します。

● [ユーザーノート ]にコメントを入力すると、プリント
時に印刷されます。

デスクトップ： デスクトップにエクスポートする場合は
こちらを選択してください。

パス エクスポートするフォルダを指定する場
合はこちらを選択してください。

1

2

記録画像を印刷する
（監視用パソコンからの操作）

[再生 ]画面

NVR Viewer　監視レポート

[NVR] 

NVR Viewer 監視レポート 

VR-N1600 

4

3

[ユーザーノート ]
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記録の種類について

�記録制御モード (A 55ページ )
[カメラ記録設定 ]に応じて記録するモードです。
[記録制御 ]表示灯は点灯しています。
[記録制御 ]ボタンを長押しすると、記録制御モードをオ
ン・オフすることができます。
● [スケジューラ ]設定（55ページ）でカメラのオン・オフ
を設定します。

● [カメラ設定 ]（57ページ）でフレームレート、記録開始
条件などを設定します。

ご注意 :                                                                               
● [スケジューラ ]でオフライン設定されている期間は、[カ
メラ設定 ]にかかわらず記録されません。

● メインメニュー表示中、各種設定中、記録中は、[記録制
御 ]ボタンは A無効 Bです。

● 未接続のカメラがあると、[記録制御 ]表示灯が点灯する
まで、時間がかかる場合があります。

メモ :                                                                                   
● [記録 /停止 ]ボタンを押すと、A記録制御モードBは解除さ
れ、強制記録モードになります。

● [記録/停止]ボタンを長押しすると、すべてのA記録モードB
は解除され、記録は停止します。

● オペレートONにすると、自動的にA記録制御モードBにな
ります。（メインメニューの [ユニット設定 ]で [記録制

                                                                                                    
御設定 ]が A起動時に ONBにチェックされている場合。）

�強制記録モード
強制記録モードは、[カメラ記録設定 ]にかかわらず全カメ
ラを記録するモードです。[カメラ設定 ]画面の [記録設定
]-[設定フレームレート ]で設定されているフレームレート
で記録されます。
[記録 /停止 ]ボタン操作によって全カメラの記録を開始、
または停止します。[記録 /停止 ]ボタンを押すと、記録開
始、[記録 /停止 ]ボタンを長押しすると記録停止となりま
す。
[記録制御 ]表示灯は消灯しています。

� [EXT REC IN] 入力信号による記録モード
背面入出力端子の [EXT REC IN]入力端子が、メイクされて
いる期間、全カメラの記録が開始されます。[カメラ設定 ]
画面の [記録設定 ]-[設定フレームレート ]で設定されてい
るフレームレートで記録されます。
[記録制御モード ]、[強制記録 ]中より、[EXT REC IN]入力
信号による記録が優先されます。
[EXT REC IN]端子からの入力信号による記録が終了する
と、もとの記録モードに戻ります。

メモ :                                                                                  
● [EXT REC IN]端子からの入力信号による記録中は、[記録
制御 ]表示灯は消灯し、[記録 ]表示灯が点滅します。

● [スケジューラ ]設定、[カメラ設定 ]にかかわらず、全カメ
ラの記録を開始、または停止します。

● [記録 /停止 ]ボタンを押すと、[EXT REC IN]端子からの入
力信号による記録は解除され、A強制記録モード Bにな
ります。[記録 ]表示灯は A点滅 Bから A点灯 Bに変わり
ます。

● [記録 /停止 ]ボタンを長押しすると、[EXT REC IN] 端子か

                                                                                                    
らの入力信号による記録は解除され、記録は停止します。

�エマージェンシー記録モード
背面入出力端子の [EMERGENCY]入力端子にメイク信号が
検出されると、全カメラの記録が開始されます。[カメラ設
定 ]画面の [記録設定 ]-[設定フレームレート ]で設定され
ているフレームレートで記録されます。
[ユニット設定 ](A 72ページ )の [エマージェンシー記録 ]
で指定した時間だけ、記録されます。
[記録制御モード ]、[強制記録 ]モード中より、エマージェ
ンシー記録が優先されます。
エマージェンシー記録が終了すると、もとの記録モードに
戻ります。
メモ :                                                                                  
● エマージェンシー記録中は、[記録制御 ]表示灯は消灯し、

[記録 ]表示灯が点滅します。
● [スケジューラ ]設定、[カメラ設定 ]にかかわらず、全カメ
ラの記録を開始、または停止します。

● [記録 /停止 ]ボタンを押すと、エマージェンシー記録は解
除され、A強制記録モード Bになります。[記録 ]表示灯
は A点滅 Bから A点灯 Bに変わります。

● [記録 /停止 ]ボタンを長押しすると、すべての記録モード
は解除され、記録は停止します。

ご注意 :                                                                              
● 強制記録モード、[EXT REC IN]入力信号による記録モー
ド、エマージェンシー記録モードの場合、モーション検

                                                                                                    
知／イベント記録の設定は無視されます。

停電時の記録動作について
記録中に停電した場合は、停電復帰後に停電前の記録モー
ドで記録を再開します。
● 記録制御モードで、モーション、イベントでの記録は、
停電復帰後に再度モーション、イベントが発生しないと、
記録は再開しません。

● 記録制御モードの状態は、停電前の状態に戻ります。
ご注意 :                                                                              
● 停電が発生した時刻以前のアーカイブ (A 110ページ )さ
れていない記録画像は、正常に再生されない場合があり
ます。

● 停電などにそなえて、UPS（無停電電源装置）のご使用
をお勧めします。(A 134ページ )

● アーカイブやハードディスクのフォーマット中に停電が
発生すると、UPSを接続している場合でもその後の運用

                                                                                                    
に支障をきたすことがあります。

カメラ映像を記録する

記録のモードは下記４種類です。
● 記録制御モード
● 強制記録モード
● EXT REC IN 入力信号による記録モード
● エマージェンシー記録モード
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記録制御モードにする
記録制御モードで記録するには、メインメニューの [カメラ
記録設定 ]から、スケジューラの設定 (A 55ページ )、画像
の記録設定 (A 57ページ )、画質の設定 (A 60ページ )など
を行う必要があります。

1 カメラの記録が停止（[記録 ]表示灯が消灯）されて
いる状態で [記録制御 ]ボタンを長押しする。
● [記録制御 ]表示灯が点灯し、記録制御モードになりま
す。

● カメラ記録設定に従って、記録が行われます。
メモ :                                                                                   
● 記録制御モード以外で記録中（[記録 ]表示灯が点灯また
は点滅）の場合は、[記録 /停止 ]ボタンを長押しして記
録停止にします。[記録 ]表示灯が消灯した後、[記録制
御 ]ボタンを長押ししてください。

● 記録制御モードを終了するには、[記録制御 ]ボタンを長
押しするか、[記録 /停止 ]ボタンを長押しします。

● カメラの状態などによっては、記録制御モードにしてか
ら実際に記録が開始されるまでに時間がかかることがあ
ります。

ご注意 :                                                                               

                                                                                                    
● カメラ記録設定中は、絶対に電源を切らないでください。

強制記録モードにする
1 [記録 /停止 ]ボタンを押す

● 強制記録モードになり、全カメラの記録を開始しま
す。

● [記録 ]表示灯が点灯します。
メモ :                                                                                   
● 強制記録モードを終了するには、[記録 /停止 ]を長押しし
ます。このとき、[記録 ]表示灯は消灯します。

● [記録 /停止 ]を長押しすると、全ての記録モードは解除さ

                                                                                                    
れます。

スケジューラの設定
いつカメラがオンラインになるかを設定したり、イベント
発生によりオンラインになったりオフラインになったりす
るかの設定を行います。
メモ :                                                                                  
● オンラインの間は、カメラ記録設定に応じて記録します。
● オフラインの間は、カメラ記録設定にかかわらず記録を
しません。

● モーション（動き）が検知された場合、Eメールでの通
知が作動される時間帯の設定や、PTZ機能を持ったカメ
ラによる自動パトロール (A 95ページ )を起動させる時
間帯の設定などを行います。

● 設定の最小単位は 5分です。
ご注意 :                                                                              
● 強制記録、背面 [EXT REC IN]端子の入力信号による記
録、エマージェンシー記録は、オンライン・オフライン
に影響されません。

● スケジューラでAオフラインBやAイベントBに設定されて
いる場合でも、[一般設定 ]の [リモートライブ要求でカ
メラを起動する ](A 108ページ )が設定されている場合
は、[NVR Viewer]でライブ映像を表示すると Aオンライ
ン Bになります。

● Aオフライン Bに設定されている期間は、Aオンライン Bに
なっても記録はされません。Aイベント Bに設定されて
いる期間は、Aオンライン Bになると記録設定に従って

                                                                                                    
記録されます。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [スケジューラ ]ボタンをクリックする
● [スケジューラ ]画面が表示されます。

3 [カメラ ]からスケジュールを設定するカメラを選ぶ

キーロック

[記録 ]表示灯

[記録制御 ]ボタン／表示灯 [記録 /停止 ]ボタン [カメラ記録設定 ]画面

[スケジューラ ]
ボタン

[スケジューラ ]画面

カメラを選ぶ
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スケジューラの設定（つづき）
4 [モード ]から [セット ]を選ぶ

● マウスポインタが A鉛筆 Bに変わります。
● マウスポインタをカレンダーの曜日部分に移動する
と、カレンダーの拡大・縮小を切り換えることができ
ます。詳細なスケジュールを確認する場合は、カレン
ダーの曜日の部分をクリックして拡大表示に切り換え
てください。

5 [オンライン ]にチェックを入れる

6 カレンダー部でオンラインにする期間を指定する
● カレンダー部でマウス左ボタンを押しながら、マウス
ポインタを移動させて、期間を設定します。

● 選択された期間は、水色で表示されます。

メモ :                                                                                  
● [Eメール ]、[パトロール ]、[スピードアップ ]にチェックを
入れると、以下の設定ができます。

                                                                                                    

7 スケジュールの設定ウィンドが表示される
● [イベント時 ]、または [常時 ]をクリックします。

メモ :                                                                                  
● 期間を削除するには、左上の [モード ]から [クリア ]を選択
し、削除する項目（[オンライン ]、[Eメール ]、[パト
ロール ]）のチェックボックスにチェックを入れ、カレ
ンダー部で削除する期間をマウス左ボタンを押しながら、

                                                                                                    
マウスポインタを移動させます。

カメラ映像を記録する（つ
づき）

[JVC VN-E4]Camela1

モード

[JVC VN-E4]Camela1

5

6
A
B

C
D

A スピード
アップ

[カメラ設定 ]でスピードアップが A有
効 Bになっている場合 (A 58ページ )
に、条件にかかわらず常にスピード
アップとなる期間を指定します。

B Eメール モーションで Eメールを送信する設定
がされている場合 (A 98ページ )に、E
メールを送信する期間を指定します。

C 音声 設定できません。
D パトロール パトロール計画とパトロール期間を指

定します。[パトロール計画 ]のリスト
からパトロール計画を選び、カレン
ダー部で期間を指定します。あらかじ
め [パトロール計画 ]を設定しておく必
要があります。(A 96ページ )

A イベント時 イベント発生時のみオンラインにしま
す。
イベント始動／イベント停止項目でイ
ベントを指定します。

B 常時 常にオンラインにします。
C キャンセル 設定を取り消します。

A

B

C
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�カメラ /アラートスケジューラ画面

�表示バーについて
表示バーは各々のオプション（[オンライン ]、[Eメール ]、
[パトロール ]）ごとに期間を違った色で表示します。
� オンライン ・バー

� Eメール・バー
有効期間は、青で表示します。

� パトロール・バー
有効期間は、灰色で表示します。

メモ :                                                                                   
● パトロール・バーは最低1種類の [パトロール計画 ]が事前
に登録されている必要があります。複数の計画が登録さ
れ、連続して使用される場合、各計画は細い垂直線に
よって区別されます。(A 96ページ )

● [パトロール計画 ]を確認するには、カレンダー部で確認
したい期間のバーをクリックすると、[パトロール計画 ]
リストに、その期間に設定されている [パトロール計画 ]

                                                                                                    
が表示されます。

画像の記録設定をする
1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [デバイスマネージャ ]からカメラを選択し、[カメ
ラ設定 ]をクリックする
● [カメラ設定 ]画面が表示されます。
● 各項目について設定します。(A 58ページ )

A スケジュー
ルのコピー

カレンダー部に表示されているスケ
ジュールをコピーします。

B スケジュー
ルの貼り付
け

[スケジュールのコピー ]Aでコピーし
たスケジュールを、選択したカメラの
スケジュールにはり付けます。

C 全てにコ
ピーを貼り
付け

カレンダー部に表示されているスケ
ジュールを、全てのカメラにはり付け
ます。

D 閉じる [スケジューラ ]画面を終了します。

ピンク カメラの映像を本機が常に表示する期間を表
します。

黄色 本機に指定のイベントが入力されたときに、
カメラの映像を表示する期間を表します。

A B C

D

[カメラ記録設定 ]画面

[カメラ
設定 ...]

A

B

E

D

C

G

F

L

H

K J I

[カメラ設定 ]画面
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カメラ設定画面の説明
（●：工場出荷値）

カメラ映像を記録する（つづ
き）

項目 設定値 内容
A スピードアップ設定
フレームレート ^ カメラから取得するフレームレートを設定します。スピードアップ記録時のフレームレー

トになります。[ライブ映像表示 ]画面で表示されるビュー内の全カメラのフレームレー
トの合計が、各ビューごとに VR-N1600の場合 80ips、VR-N900の場合 60ips(イメージ
／秒 )以下になるように設定してください。
ご注意 :                                                                                                              
● カメラの能力を超える値を設定しないでください。
● カメラに指定のフレームレートがない場合、カメラが対応しているフレームレートに

                                                                                                                                      
変換されます。

B ライブの設定
フレームレート 録画と同じ

� スピードアップと
同じ

ライブ画面の表示フレームレートを表示します。
スピードアップと同じ：
[スピードアップ設定 ]項目Aで設定したフレームレートで、ライブ映像を表示します。
録画と同じ：
[記録設定 ]項目Eで設定したフレームレートで、ライブ表示を行います。
スピードアップが AONBの場合、動き検出などにより記録レートが上がると、ライブ表示
レートも上がります。

C モニター表示
の設定

モーションを表示
除外エリアを表示
モーションで更新
表示せず

カメラを使用しない場合は、A表示せず Bにチェックを入れます。
メモ :                                                                                                                    
● Aモーションを表示 B、A除外エリアを表示 B、Aモーションで更新 Bは選択でき

                                                                                                                                      
ません。

D 音声ソース [none] NVR Viewerでカメラを選択した場合に再生される音声ソースを設定します。
また、NVR Viewerで [DBエクスポート ...]フォーマットでエクスポートするソースに音
声を含める場合の音声ソースを設定します。 (A49ページ e画像や音声を CD、DVDなど
に書き込む（エクスポート）f)
音声の記録には影響しません。

E 記録設定
設定フレーム
レート

^ 記録するフレームレートを設定します。[スピードアップ設定 ]項目Aの [フレームレー
ト ]よりも大きい値は設定できません。[ライブ映像表示 ]画面で表示されるビュー内の
全カメラのフレームレートの合計が、各ビューごとに VR-N1600の場合 80ips、VR-N900
の場合 60ips(イメージ／秒 )以下になるように設定してください。
ご注意 :                                                                                                              
● 各機種が記録可能なフレームレートは下記の数値です。全カメラのフレーム
レートの合計がそれぞれの値以下になるように設定してください。スピードアップ設
定を使用する場合は、スピードアップ設定のフレームレートを元に設定してください。
● VR-N1600 ：160ips以下（NASを使用する場合：80ips以下）
● VR-N900(A),(B)：120ips以下（NASを使用する場合：60ips以下）

VR-N900(A),(B)のアナログ入力：60ips以下
VR-N900のアナログ入力 ：20ips以下

● 記録フレームレートは本機の信号処理の負荷の状況により、設定したフレームレート
以下になる場合があります。

● 以下の場合には、記録フレームレートが低下することがあります。
● エクスポートしているとき
● 表示画像の画質変更を行なったとき
● 表示画像のフレームレートの合計（パソコンでの表示含む）が VR-N1600の場合

80ips、VR-N900の場合 60ips(イメージ／秒 )を越えたとき

                                                                                                                                      
● 高フレームレート設定の場合は、記録フレームレートが多少前後する場合があります。
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項目 設定値 内容
E記録設定（つづき）
スピードアップ モーションで録画

イベントで録画
モーションやイベントがあったときに、フレームレートを上げて記録するかどう
かを設定します。
[イベントで録画 ]を選択した場合。[始動 ]と [停止 ]欄で、開始イベントと終了
イベントを指定します。
スピードアップ記録のフレームレートは、[スピードアップ設定 ]A項目の [フ
レームレート ]が使用されます。

画像保存のタイ
ミング

常時
設定せず

� 条件で

常時 ：常に画像を記録する場合にチェックを入れます。
設定せず ：記録制御モードでの記録を行いません。[記録 /停止 ]ボタンを押

すことで映像を記録します。
記録制御モードで記録する条件を設定します。[条件で ]を選択した場合は、以下
の設定を行います。
● モーションで：
モーションが検知された画像を全て記録する場合にチェックを入れます。

● イベントで：
モーションに関わらず、あるイベントが起きてから次のイベントが起きるまで
の画像を全て記録する場合にチェックを入れます。
[始動 ]と [停止 ]欄で、開始イベントと終了イベントを指定します。

メモ :                                                                                                                     
● イベントについては、e入出力ポート、イベントについて f (A97ページ )をご覧
ください。

ご注意 :                                                                                                               
● [画像保存のタイミング ]で設定したモーションやイベントが発生すると、記録
状態に関わらず、フロントパネルの [アラーム ]表示灯が点灯します。[アラー

                                                                                                                                       
ム解除 ]ボタンを押すと [アラーム ]表示灯は消灯します。

（　）秒間、モーション /イベントの前後を記録する：
モーションまたはイベントの前後を記録することができます。発生の前後何秒間
までを記録するか指定します。(A 136ページ )

メモ :                                                                                                                     
● A０秒 Bは設定しないでください。
● [スケジューラ ]でオフラインの場合は、記録されません。
● 強制記録、エマージェンシー記録、[EXT REC IN]入力による記録には影響を与

                                                                                                                                       
えません。

F データベース設
定

^ データベースの設定を行います。(A 112ページ )

G モーション検知
の設定

^

モーション検知 モーション検知の 2つのパラメーター、[感度 ]と [しきい値 ]の設定を行います。
(A 106ページ )

モーション検知
の色

モーション検知の色の設定を行います。
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基本操作

カメラ設定画面の説明（つづき）

ご注意 :                                                                                                                                                                                      
● 記録用プログラム（レコーディングサーバー）稼動中は、[PTZプリセット位置 ]ボタンを押すことができません。[カメラ記
録設定 ]画面で [サービスマネージャー ]ボタンを押してから [一時停止 ]ボタンをクリックして、レコーディングサーバー
を一時停止してください。(A 86ページ )

● 一時停止中は、映像も音声も記録されません。また、監視用パソコンでの映像表示も停止されます。
● 記録制御モードでは、[画像保存のタイミング ]DでA常時Bを選んでも、[スケジューラ ]設定でAオフラインBになっている期間
は記録されません。(A 55ページ )

                                                                                                                                                                                                                    
● [キャンセル ]をクリックしても、画質設定などの別画面で設定した内容はキャンセルされません。

画質設定をする
設定調整中に [プレビュー ]ボタンをクリックすると、設定
結果を確認することができます。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [デバイスマネージャ ]からカメラを選択し、[カメ
ラ設定 ]をクリックする
● [カメラ設定 ]画面が表示されます。

3 [画質 ...]をクリックする
● [デバイスの設定 ]画面が表示されます。

ご注意 :                                                                               
● VGA 24KByte程度の設定をおすすめします。高画質に設
定すると、音声が途切れたり、映像がコマ落ちすること

                                                                                                    
があります。 メモ :                                                                                  

● [デバイスの設定 ]画面は各カメラによって異なります。
● 設定項目については、各カメラの [取扱説明書 ]を参考に

                                                                                                    
してください。

カメラ映像を記録する（つづ
き）

項目 設定値 内容
H 除外エリアの設定 ^ モーション検知から除外するエリアを設定します。(A 106ページ )

除外エリアの設定
除外エリアの色 使用しません。

I PTZプリセット位置 ^ プリセットとパトロールの設定を行います。
このボタンは、設定可能なカメラが選択されている場合、[出力 ]ボタンの右に
表示されます。

J 出力 ^ 出力設定を行います。(A 104ページ )

K イベント通知 ^ イベント通知を行うイベントを選択します。(A 104ページ )

L 画質 ^ 画像の解像度、画質に関する設定を行います。(A 60ページ )

[デバイスの設定 ]画面の一例
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音声の記録設定をする
1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

● [Camera Recording Administator]画面が表示されます。

メモ :                                                                                   
● 下記操作でも、音声の設定が可能です
A 音声ソースをもつデバイスの横にある [＋ ]マークをク
リックする

B 音声ソースを選択して右クリックし、[編集 ]をクリッ

                                                                                                    
クし、[音声デバイス設定 ]画面で設定をする。

2 [デバイスマネージャ ]から音声を選択し、[カメラ
設定 ]ボタンを押す
● [音声デバイス設定 ]画面が表示されます。
● 音声はマイクのアイコンで表示されています。

● 下記項目について設定します。

メモ :                                                                                  
● 音声は、[記録先データベース ]項目Cに指定したカメラ
画像のデータベース内に記録されます。

● [記録先データベース ]項目Cに指定したカメラのスケ
ジューラがオンラインの間は、音声は常に記録されます。

● VR-N1600の場合、背面の [AUDIO IN 1/AUDIO IN 2]に入
力された音声信号は、[デバイスマネージャ ]上で、デバ
イス [NVR（127.0.0.1）]に [Audio1]、[Audio2]として割
り当てられています。

● VR-N900の場合、背面の [AUDIO IN 1/AUDIO IN 2]に入力
された音声信号は、[デバイスマネージャ ]上で、デバイ
ス [N900](192.168.201.12)に [Audio1]、[Audio2]として
割り当てられています。

ご注意 :                                                                              
● [記録先データベース ]項目Cに指定したカメラをA無効B
にすると、音声は記録されません。

● [記録先データベース ]項目Cに指定したカメラのカメラ
設定で音声ソースとして設定されていない場合は、その

                                                                                                    
カメラを選択しても音声は出力されません。

項目 内容
A 有効 音声ソースを有効 /無効にします。

メモ :                                                      
● [デバイスマネージャ]セクション内の
カメラまたは音声ソースを右クリック
することで、[無効にする ]または [
有効化する ]を選択することもできま

                                                                    
す。

B デバイス名 音声ソース名を表示します。新しい名前
に書き換えることもできます。

C 記録先デー
タベース

音声を、どのカメラのデータベースと共
に記録するかを設定します。

A

B

C

VR-N1600のアナログ音声ソースを有効にする場合のご
注意
NVRの Audio1、 Audio2設定の [記録先データベース ]に
設定するデバイスは、そのデバイス自身の音声デバイス
を記録するチャンネルより後の入力チャンネルを使用し
てください。
（例）
� VN-E4 Audio1 h E4 Camera2、NVR Audio1 h 
VN-E4 Camera1

X VN-E4 Audio1h E4 Camera1、NVR Audio1 h 
VN-E4 Camera2

X VN-E4 Audio1 h Disable、NVR Audio1 h VN-
E4 Camera1
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基本操作

カメラ名変更とカメラ番号の設定

1 カメラ名を選択して右クリックし、[編集 ]をクリッ
クする
● [カメラ名と番号 ]編集画面が表示されます。

ご注意 :                                                                               
● カメラ番号は、他と重ならないようにしてください。重

                                                                                                    
複していると正しく動作しません。

画面表示について（グループとビュー）
複数のカメラからの分割表示設定を、[ビュー ]といいま
す。ビューはすべて [グループ ]と呼ばれるフォルダに収納
されます。

メモ :                                                                                  
● [グループ ]には次の 2つのフォルダがあります。

● [Private]（個人）フォルダ：
このフォルダ内のビューは、それを作成したユー
ザーしかアクセスできません。

● [Shared]（共有）フォルダ：
このフォルダ内のビューは、システムにアクセスで
きる全てのパソコンユーザーからアクセス可能です。

                                                                                                    
 (A63ページ eグループとビューを作成する f)

ご注意 :                                                                              
● デフォルトのユーザーは、AAdministratorBに設定されて
います。

● 自動検出機能で作成されたビュー (Default View)では、
ビュー内のカメラの配置が変わることがあります。配置
を固定したい場合はビューに名前をつけて保存してくだ
さい。

● [Shared]（共有）フォルダのビューを変更する際に、[
ビューグループ保存エラー ]画面が表示されることがあ
ります。この場合は [OK]ボタンをクリックして画面を閉
じてから、[NVR Viewer]からログアウト (A 127ページ
)し、再度ログインして、ビューの変更をやりなおして
ください。

                                                                                                    

カメラ映像を記録する（つづ
き）

項目 内容
A カメラ名 カメラ名を表示します。新しい名前

に書き換えることもできます。
B カメラ番号 カメラ番号を設定します。

A

B

画面表示設定

[画面表示設定 ]画面

新ビューを作成ボタン
名前の変更ボタン
削除ボタン

新グループを作成ボタン

[システム概要 ]セクション

[ビュー ]セクション
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グループとビューを作成する
� [グループ ]を作成する
1 メインメニューから [画面表示設定 ]を選ぶ

● [ライブ映像表示 ]画面、[再生 ]画面が表示されていると
きは、マウスで [設定 ]タブをクリックすることもで
きます。

2 新しくグループを作成したいルートフォルダを選
ぶ

3 [ビュー]セクションの新グループを作成ボタンをク
リックする
● 新しいグループが作成されます。

4 新しく作成するグループ名を入力する

� [グループ ]内に [ビュー ]を作成する
1 新しくビューを作成するグループを選ぶ

2 新ビューを作成ボタンをクリックし、新しい
ビュー用レイアウトを選ぶ

● 新しいビューがグループ内に作られます。

ご注意 :                                                                              
● 同時に 17画面以上の表示をしないでください。(VR-

N1600)
● 同時に 10画面以上の表示をしないでください。(VR-

                                                                                                    
N900)

画面表示設定●

メインメニュー

選択

新グループを作成ボタン

新ビューを作成ボタン

ビュー用レイアウト
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基本操作

グループとビューを作成する（つづき）
3 ビュー名を入力する

● 次にカメラをビューに追加します。 (A65ページ eカメ
ラをビューに追加する f)

�グループ／ビュー名を変更する
1 ビューから名前を変更したいグループ／ビューを
選ぶ

2 名前の変更ボタンをクリックする

3 グループ／ビュー名に上書きする

�グループ／ビューを削除する
1 ビューから削除したいグループ／ビューを選ぶ
2 削除ボタン をクリックする
選択したグループとグループ内のすべてのビュー、あるい
は選択したビューを削除してよいか、確認メッセージが表
示されます。

画面表示設定（つづき）

選択

名前の変更ボタン
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カメラをビューに追加する
1 ビューを選択する

● 選択した表示レイアウトが表示されます。

2 [システム概要 ]で [Server]の左側のプラス記号 [＋ ]
をクリックする
● 利用できるカメラのリストが表示されます。

3 リストから表示したいカメラを選び、右側画像表
示画面の画面上にドラッグする
● 選択カメラからの画像がカメラ名とともに表示されま
す。

● 各カメラについて同様の操作を繰り返します。
メモ :                                                                                   

● 同時に表示できるカメラの数は最大 16台です。(VR-
N1600)

● 同時に表示できるカメラの数は最大 9台です。(VR-

                                                                                                    
N900)

カメラ設定を調節する
1 [画面表示設定 ]画面で調節したいカメラを選ぶ

2 [プロパティ ]を選ぶ

3 以下の設定から、必要に応じて調節する

2

[Server]

[画面表示設定 ]画面

カメラの
リスト

項目 内容
A カメラ名 選択したカメラの名前を表示します。

（表示のみの項目です。）
B 画質 表示されたときの画像の解像度、画質

を調節します。常に [フル ]を選択して
ください。

C フレーム
レート

表示のフレームレートです。
[カメラ設定 ]画面の eライブの設定 f 
(A58ページ )で設定したフレームレー
トに対して、[無制限 ]（デフォルトの
設定、ライブの設定と同じ）、[中 ]
（25%のフレームレート）または
[低い ]（5%のフレームレート）から選
択します。

D 縦横比を維
持

チェックを入れると、表示位置のサイ
ズに合わせて画像を伸縮しません。記
録されたときのままのアスペクト比
（画面の縦横比）で表示されます。

E モーション
で更新

チェックを入れると、モーションが検
知されたときのみ [ライブ映像表示 ]画
面の画像を更新します。

F モーション
検知で音を
鳴らす

カメラからの画像を [ライブ映像表示 ]
画面で見ているときにモーションが検
知されると、単純な音による通知を発
するようにします。

常に OFF モーション検知で通知を発しません。
常に ON モーション検知が行われる度に音によ

る通知を発します。

A

B

C

D

E
F
G

H

I

[画面表示設定 ]画面
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基本操作

カメラ設定を調節する（つづき）

ご注意 :                                                                               
● 本機から全ての監視用パソコンに配信するフレームレー
トの合計が 80ips (VR-N1600)/30ips (VR-N900)以下にな
るように設定してください。

● 画質を変更すると、記録フレームレートが低下すること
があります。[画質 ]設定の変更は記録性能に影響を与え
ますので Aフル Bのままでお使いください。

● 本機からはモーション検知、イベント発生時の通知音は
出力されません。監視用パソコンにダウンロードした

                                                                                                    
NVR Viewerのための機能です。

4 別のカメラの設定を調節するときは、手順 2～ 3を
繰り返す

メモ :                                                                                   
● すべてのカメラで一括して設定変更する場合、[全てに適
用 ]ボタンを押すと、変更したカメラ設定はビュー内の

                                                                                                    
すべてのカメラに適用されます。

他のパソコンからビューを使う
[Private]ビューを含めユーザー設定は本機に保存されます。
したがって、本体および ANVR ViewerBをインストールし
た監視用パソコン (A 124ページ )からもユーザー名とパス
ワードを使い [Private]ビューを利用することができます。

1 NVR Viewerの [設定 ]タブをクリックする

ご注意 :                                                                              
● [設定 ]タブへアクセスできないように、ユーザー権限が
設定されている場合があります。この場合、システム管

                                                                                                    
理者にご相談ください。

2 [ビュー ]で利用したいフォルダを選ぶ
● ビューを作成したり、編集したりすることができま
す。

● 編集できないフォルダには [ロック ]アイコンが表示さ
れています。

画面自動切替を設定する
画面自動切替機能を使うと、1つの表示位置に複数のカメ
ラからの映像を順番に表示させることができます。また、
表示するカメラ切替間隔を設定することができます。

1 [画面表示設定 ]画面を表示する

画面表示設定（つづき）

項目 内容
G イベント
で音を鳴
らす

カメラからの映像を [ライブ映像表示 ]画
面で見ているときに、選択したカメラに
関連づけられたイベントが発生すると、
単純な音による警告を発するようにしま
す。
この機能を利用するには、イベント通知
が設定されている必要があります。
(A 104ページ )

常に OFF カメラに関連づけられたイベントが発生
しても音を出力しない。

常に ON カメラに関連づけられたイベントが発生
するたびに音を出力する。

H 全てに適
用

全てのカメラで一括して設定変更する場
合に押します。

[画面自動切替 ]
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2 [システム概要 ]セクションで [画面自動切替 ]をク
リックし、ビュー内の設定したい位置にドラッグ
する

3 設定したい位置でマウスボタンを離す

4 画面自動切替に設定した位置を選択し、[プロパ
ティ ]セクションでプロパティを設定する
● はじめに、画面自動切替に追加するカメラを選択しま
す。[Server]アイコン横のボックスにチェックを入れ
ると、サーバー内全てのカメラを一度に選択すること
ができます。

ご注意 :                                                                              
● 画質を変更すると、記録フレームレートが低下すること
があります。[画質 ]の設定は記録性能に影響を与えます
ので Aフル Bのままでお使いください。

メモ :                                                                                  
● 緑色の枠は、その位置が画面自動切替に設定されている
ことを示します。

● 画面自動切替に表示させるカメラの順番は、
[デバイス名＋カメラ名 ]によって自動的に決まります。

                                                                                                    
カメラはアルファベット順に繰り返し表示されます。

[NVR] Camera3 [NVR] Camera4 

[NVR] Camera1 

[NVR] Camera2 

[NVR] Camera3 [NVR] Camera4 

[NVR]Camera1 

[NVR] Camera2 

項目 内容
A 画質 表示されたときの画像の解像度、画質を

調節します。常に [フル ]を選択してくだ
さい。

B フレーム
レート

表示のフレームレートです。
[カメラ設定 ]画面の eライブの設定 f 
(A58ページ )で設定したフレームレート
に対して、[無制限 ]（デフォルトの設定、
ライブの設定と同じ）、[中 ]（25%のフ
レームレート）または [低い ]（5%のフ
レームレート）から選択します。

C 縦横比を
維持

チェックを入れると、表示位置のサイズ
に合わせて画像を伸縮しません。記録さ
れたときのままのアスペクト比（画面の
縦横比）で表示されます。

[NVR] Camera3 [NVR] Camera4 

[NVR]Camera1 

[NVR] Camera2 

A
B

C
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基本操作

ホットスポット（拡大画像）を設定する
ホットスポット指示位置には、ビュー内で選択したカメラ
を表示します。通常は他より大きい表示位置、例えば [1＋
7]のレイアウトの [1]の部分などにホットスポットを設定す
ると、選択した時に拡大した画像で見ることができます。

1 [画面表示設定 ]画面を表示する

2 [システム概要]セクションで [ホットスポット]をク
リックし、[ビュー ]内の設定したい位置にドラッ
グする

3 設定したい位置でマウスボタンを離す
4 [ホットスポット ]に設定した位置を選択し、[プロ
パティ ]セクションでプロパティを設定する

ご注意 :                                                                              
● 画質を変更すると、記録フレームレートが低下すること
があります。[画質 ]の設定は記録性能に影響を与えます
ので Aフル Bのままでお使いください。

メモ :                                                                                  
● [ホットスポット ]機能を使うと、他の画像には低いフ
レームレートを使用し、ホットスポットには高いフレー
ムレートを使用するといった、便利な使い方ができます。

● オレンジ色の枠は、その位置がホットスポットに設定さ
れていることを示します。

● 複数のビューでホットスポットを設定しビューを切り換
えた場合、切り換え後のビューに設定したホットスポッ
トウィンドウには、切り換え前のビューで表示していた

                                                                                                    
カメラ映像が引き続き表示されます。

画面表示設定（つづき）

項目 内容
A 画質 表示されたときの画像の解像度、画質を

調節します。常に [フル ]を選択してくだ
さい。

B フレーム
レート

表示のフレームレートです。
[カメラ設定 ]画面の eライブの設定 f 
(A58ページ )で設定したフレームレート
に対して、[無制限 ]（デフォルトの設定、
ライブの設定と同じ）、[中 ]（25%のフ
レームレート）または [低い ]（5%のフ
レームレート）から選択します。

C 縦横比を
維持

チェックを入れると、表示位置のサイズ
に合わせて画像を伸縮しません。記録さ
れたときのままのアスペクト比（画面の
縦横比）で表示されます。

[ホットスポット ]

[画面表示設定 ]画面
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[Htmlページ ]を使う
1 [システム概要 ]から [Htmlページ ]をクリックする

2 所定の場所までマウスをドラッグ・ドロップする
[URLを開く ]画面が表示されます。

3 URLを入力し、[OK]をクリックする

4 [ビュー]内の [Htmlページ ]を選択し、[プロパティ]
セクションでプロパティを設定する

ご注意 :                                                                               
● ActiveX、Flashなどを含むページには対応していません。
● ActiveXのインストールは行わないでください。
● リンク先によってはセキュリティー上問題になることが

                                                                                                    
ありますのでご注意ください。

静的イメージ（GIF, JPEGファイルなど）を使う
1 [システム概要 ]から [画像 ]をクリックする

2 所定の場所までマウスをドラッグ・ドロップする
● [ファイルを開く ]画面が表示されます。

3 画像ファイルを選ぶ
ご注意 :                                                                              
● 監視用パソコンから接続している場合は、別のパソコン
で設定した静的イメージを表示することはできません。

                                                                                                    
● 本機に静的イメージを追加することはできません。

マトリックスの表示位置を設定する
Milestone Systems社のマトリックスを使うための設定で
す。
詳細はMilestone Systems社の XProtect Smart Client User’s 
Manualをご覧ください。
(http://www.milestonesys.com)

メモ :                                                                                  

                                                                                                    
● URLは変更される場合があります。

項目 内容
URL 新しい URLを入力する場合は、[変更 ...]

ボタンをクリックします。
スケーリング HTMLページの表示サイズを選びます。
HTMLスクリ
プトは有効

ナビゲーション機能やトリガー機能を含
む HTMLファイルを指定する場合に
チェックします。

[Htmlページ ]

[画面表示設定 ]画面

[画像 ]

[画面表示設定 ]画面

[ファイルを開く ]画面
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応用操作

メニュー画面一覧

メインメニュー

(A 113ページ )

(A 118ページ )

(A 117ページ )

(A 119ページ )

(A 71ページ )

(A 75ページ )

(A 78ページ )

(A 82ページ )(A 86ページ )

(A 62ページ )

(A 38ページ )

(A 130ページ )

T VR-N1600のみ
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ユニット設定
アカウント設定やエラー発生時の処理、シリアルポートの設定などのユニット関連の設定を行います。

I

JA

B

C

E

F

G

H

D

項目 設定値 内容 参照ページ
A パスワード 本機のログオンパスワードに関する設定をします。

ご注意 :                                                                                  

                                                                                                         
● パスワードは数字のみで設定してください。

A 33ページ

現在のパスワード ^ パスワードを変更する場合に、[現在のパスワード ]を入力し
ます。

新しいパスワード ^ 新しいパスワードを入力します。
新しいパスワード
（再入力）

^ 確認のため、再度新しいパスワードをに入力し、[変更 ...]を
クリックし、パスワードの変更を有効にします。

オートログオン � チェック
チェックなし

電源投入時に、自動的にログオンしたいときは、[オートログ
オン ]をチェックしてください。

変更 ... ^ パスワードの変更を実行します。
B ライブ映像表示
ライブ映像自動ス
タート

� チェック
チェックなし

チェックを入れるとシステム起動時に自動的にライブ映像を表
示します。
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応用操作

ユニット設定（つづき）

メインメニュー（つづき）

項目 設定値 内容 参照ページ
C エラーの通知方法 本体装置でエラーを検出した場合の通知方法を選択します。 ^

ダイアログで警告 � チェック
チェックなし

[ダイアログで警告 ]を選択すると、画面上に警告ダイアロ
グが表示されます。

A 152ページ

メール送信 � チェック
チェックなし

[メール送信 ]を選択すると、あらかじめ登録されている送
信先にメールで異常を伝えます。
メモ :                                                                                  
● エラーの内容につきましては、[ワーニング ]表示灯点灯

                                                                                                    
時の対応をご覧ください。(A 152ページ )

^

D 記録制御設定 ^

起動時に ON � チェック
チェックなし

チェックを入れるとシステム起動時に記録制御モードが ON
の状態になります。

E メールサーバーの
設定

^ [エラーの通知方法 ]項目Cで Aメール送信 Bを選択した
場合に、使用するメールサーバーに関する情報を設定しま
す。

^

SMTPサーバー メール送信サーバーの設定です。
ポート番号 � 25
ユーザー ID ^

パスワード ^

POPサーバー メール受信サーバーの設定です。
ポート番号 � 110
ユーザー ID ^

パスワード ^

メール送信認証方
法

� なし
SMTP認証
POP before SMTP

メールを送信するときのユーザー認証方式を選びます。設
定値については、メールシステム管理者にご相談ください。

テストメール送信 クリックすると、[メール送信先 ]項目Gで設定したアド
レスにテストメールを送信します。

F エマージェンシー記録 A 54ページ
記録時間 しない

３０秒
� 60秒
５分
１０分
２０分
継続

リアパネルの [EMERGENCY]端子からの信号を入力する
と、全チャンネル記録を始めるエマージェンシー記録の継
続時間を選択します。
A継続 Bを選ぶと、フロントパネルで記録停止操作が行われ
るまで記録を継続します。
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項目 設定値 内容 参照ページ
G シリアル設定 (VR-N900) カメラを制御するシリアルポートに関する設定を行います。

設定値については、ご使用になられるカメラの取扱説明書
を参照の上、全てのパラメータを正確に設定してください。

^

通信速度 1200
1800
2400
4800

� 9600
19200
38400

データ長 7

� 8

パリティ �なし
奇数
偶数

ストップビット � 1
2

73



応用操作

ユニット設定（つづき）

メインメニュー（つづき）

項目 設定値 内容 参照ページ
H エンコードの方式

(VR-N900)
Variable File Size

� Average File Size
Constant File Size

アナログ画像データをデジタルデータにエンコードすると
きの方式について、次の 3つから選択できます。
JPEG エンコ－ド時の符号量制御方式と目標ファイルサイ
ズを指定します。
Variable File Size

：ファイルサイズは画像に応じて増減します。画質を一定に
保ちたい場合はこれを選択してください。
メモ :                                                                                  
● JPEG ファイルを記録する場合、本選択ではファイルサ
イズが増減するので、最大記録時間も変動する点にご注

                                                                                                    
意ください。

Average File Size

：複数の JPEGファイルの平均サイズが指定サイズになるよ
うにエンコードされます。

Constant File Size

：1枚 1枚の JPEGファイルのサイズが指定サイズになるよ
うにエンコードされます。Constant File Sizeでは処理負
荷が大きいため、処理できる最大フレームレートが約 4分
の 1に低下します。
メモ :                                                                                  
● 指定サイズは [カメラ記録設定 ]の [デバイス設定 ]画面

                                                                                                    
(A 60ページ )の [画質 ]バーで設定します。

^

フィールド補間 � チェック
チェックなし

動く物体による櫛状ノイズ（ギザギザに見えるノイズ）が
気になる場合にチェックを入れます。

^

I メール送信先 [エラーの通知方法 ]項目Cで Aメール送信 Bを選択した
場合のメール送信先を設定します。送信先を追加する場合
は、入力欄にメールアドレスを設定し、[追加 ]を押しま
す。通知先から削除する場合は、[一覧 ]から削除するメー
ルアドレスを選択し、[削除 ]を押します。

^

一覧 ^

入力 ^

J 閉じる ユニット設定画面を閉じます。 ^
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OS設定
ネットワーク設定や時刻設定、音量設定などの OS関連の設定を行います。
設定によっては再起動が必要な場合があります。

�ネットワークアダプター
本機の IPアドレスなどの設定を行います。本機は、カメラネットワーク、イントラネットワーク、それぞれに IPアドレス
を持っており、初期値はカメラネットワーク (192.168.0.253)、イントラネットワーク (192.168.1.253)です。
ホスト名は各アダプタに共通の設定です。

� LAN1（カメラネットワーク）の設定を行う場合

C

B

A

D
E
F

項目 設定値 内容
A ネットワークアダ
プタ名

VR-N1600：
IntelT 82566DM 
Gigabit Network 
Connection

VR-N900：
Realtek RTL8169/
8110 Family Gigabit 
Ethernet NIC

LAN1（カメラネットワーク）を使用する場合の設定です。

IPアドレスを自動
的に取得する

チェック
� チェックなし

IPアドレス � 192.168.0.253 メモ :                                                                                                           
● 初期値以外の設定にする場合の IPアドレスなどは、システム管理者にご
相談ください。

● ホスト名を変更した場合には、[配信設定 ]の [ユーザ管理 ]で [Windows 
userを追加 ]する必要があります。(A 120ページ )

● [OS設定]画面でカメラネットワークとイントラネットワークそれぞれに、
デフォルトゲートウェイを設定しないでください。正常に動作しなくな

                                                                                                                              
る場合があります。

サブネットマスク � 255.255.255.0
デフォルトゲート
ウェイ

� 0.0.0.0

優先 DNSサーバー � 0.0.0.0
代替 DNSサーバー � 0.0.0.0
ホスト名 VR-N1600：vr-n1600

VR-N900 ：vr-n900

DNSドメイン名 ^
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応用操作

OS設定（つづき）
� LAN2（イントラネットワーク）の設定を行う場合

� アナログカメラネットワークの設定を行なう場合（VR-N900のみ）

ご注意 :                                                                                                                                                                                      
● VR-N900内部では、アナログ入力をネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）として扱い、その IP アドレスは
A192.168.201.12Bに設定されています。
工場出荷時、VR-N900のアナログカメラネットワーク IP アドレスは A192.168.201.253Bに設定されています。通常は設定

                                                                                                                                                                                                                    
を変更しないでください。正常に動作しなくなる場合があります。

メインメニュー（つづき）

項目 設定値 内容
Aネットワークアダ
プタ名（つづき）

IntelE8225xER PCI 
Adapter

LAN2（イントラネットワーク）を使用する場合の設定です。

IPアドレスを自動
的に取得する

チェック
� チェックなし

IPアドレス � 192.168.1.253 メモ :                                                                                                          
● 初期値以外の設定にする場合の IPアドレスなどは、システム管理者にご
相談ください。

● ホスト名を変更した場合には、[配信設定 ]の [ユーザ管理 ]で [Windows 
userを追加 ]する必要があります。(A 120ページ )

● [OS設定 ]画面でカメラネットワークとイントラネットワークそれぞれ
に、デフォルトゲートウェイを設定しないでください。正常に動作しな

                                                                                                                              
くなる場合があります。

サブネットマスク � 255.255.255.0
デフォルトゲート
ウェイ

� 192.168.1.254

優先 DNSサーバー � 0.0.0.0
代替 DNSサーバー � 0.0.0.0
ホスト名 VR-N1600：vr-n1600

VR-N900 ：vr-n900

DNSドメイン名 ^

項目 設定値 内容
A ネットワークアダ
プタ名

Enc Board Bus Master 
Driver

アナログカメラを使用する場合の設定です。

IPアドレスを自動
的に取得する

チェック
� チェックなし

IPアドレス � 192.168.201.253 メモ :                                                                                                          
● 初期値以外の設定にする場合の IPアドレスなどは、システム管理者にご
相談ください。

● ホスト名を変更した場合には、[配信設定 ]の [ユーザ管理 ]で [Windows 
userを追加 ]する必要があります。(A 120ページ )

● [OS設定 ]画面でカメラネットワークとイントラネットワークそれぞれ
に、デフォルトゲートウェイを設定しないでください。正常に動作しな

                                                                                                                              
くなる場合があります。

サブネットマスク � 255.255.255.0
デフォルトゲート
ウェイ

� 0.0.0.0

優先 DNSサーバー � 0.0.0.0
代替 DNSサーバー � 0.0.0.0
ホスト名 � vr-n900
DNSドメイン名 ^
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� その他の設定

項目 設定値 内容
B 日付・時刻プロパティ インターネット時刻サーバーとの同期もしくは、手動での日付・時刻設定

を行う場合、[今すぐ更新 ]をクリックします。
自動的にインター
ネット時刻サー
バーと同期する

チェック
� チェックなし

チェックをするとシステムの時刻を時刻サーバーと同期させる設定にしま
す。
ご注意 :                                                                                                      
● チェックすると、手動で時刻と日付を設定することはできません。設定
ボックスは変更不可になります。

● 日付・時刻プロパティの設定は、[今すぐ更新 ]をクリックしないと反映
されません。

● 時刻変更により、記録が重なった時間は、正常に再生できないことがあ
ります。

● 運用中に時分秒の A時 Bが変更された場合、ライブ映像表示が正常動作し

                                                                                                                              
なくなる場合があります。この場合は本機を再起動してください。

サーバー ^ インターネット時刻サーバーのアドレスを入力します。
ご注意 :                                                                                                      

                                                                                                                              
● 時刻サーバーは LAN2のネットワークに接続してください。

ＮＴＰ更新間隔 ^ インターネット時刻サーバーを同期する時間間隔を分単位で選択します。
日付

^

手動で日付を設定するときに入力します。
ご注意 :                                                                                                      
● [日付・時刻プロパティ]の設定は、[今すぐ更新 ]をクリックしないと反映
されません。

● 時刻変更により、記録が重なった時間は、正常に再生できないことがあ
ります。

● 運用中に時、分、秒の A時 Bが変更された場合、ライブ映像表示が正常動

                                                                                                                              
作しなくなる場合があります。この場合は本機を再起動してください。

時刻

タイムゾーン � (GMT+09:00)Osa
ka,Sapporo,Toky
o

タイムゾーンを設定します。
ご注意 :                                                                                                      
● 以前記録したデータの日時と重複する日時を設定しないでください。
● タイムゾーンを正しく設定しないと、インターネット時刻サーバーと同
期した場合に、正しい時刻がシステムで利用されません。

● タイムゾーンを変更したときは、[機能]ボタンを押しながら[ライブ/再生]

                                                                                                                              
ボタンを押して、NVR Viewerを再起動してください。

C 音量プロパティ
デバイスの音量 � センター位置 スライダーを操作してボリューム設定をします。

D 設定ファイル読込
み

^ 以前に設定した、設定ファイルを読み込んで画面に表示します。

E 設定更新 ^ 入力、選択した内容がシステムに設定され、終了します。
手動での時刻更新は行いません。手動で時刻を更新するには [日付・時刻
プロパティ ]項目Cで行なってください。

F 設定キャンセル ^ 入力、選択したすべての設定を無視して終了します。
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応用操作

配信設定
パソコンと接続するための設定や、[ライブ映像表示 ]画面、[再生 ]画面を表示するための設定を行います。
本機 での [ライブ映像表示 ]画面、[再生 ]画面、[画面表示設定 ]画面の操作についても配信設定が適用されます。

メインメニュー（つづき）

F

A

B

C

D

E 日本語（Shift-JIS)
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項目 設定値 内容
A サーバー設定 サーバー名、ポート番号、外部からのアクセス詳細を設定します。
名前 � Server サーバー名を設定します。
ポート � 80 サーバー用に使用するポート番号を設定します。
外部アクセスを許
可

チェック
� チェックなし

インターネットに接続されている監視用パソコンから、ルーターやファイ
アーウォールを通してインターネット経由で本機に接続できるようにする
場合はチェックを入れます。
チェックを入れた場合は、[IPアドレス ]欄にルーターまたはファイアー
ウォールのインターネット側のグローバル IPアドレスを、[ポート ]欄に
監視用パソコンがアクセスするためのポート番号を指定してください。
インターネットに接続された監視用パソコンからのアクセスを許可する場
合は、ルーターやファイアウォールで適切なポートフォワーディングの設
定を行なってください。
詳しくは、各機器の [取扱説明書 ]をご覧ください。

IPアドレス ^ インターネットで本機に接続する際のグローバル IPアドレスを指定しま
す。

ポート ^ インターネットで本機に接続する際のポート番号を指定します。
ローカル IPアドレ
スを制限

^ Milestone Systems 社の Master/Slave機能を使うための設定です。
画面の左欄に IPアドレス範囲の始まりを、右欄に IPアドレス範囲の終わ
りを入力し、[追加 ]ボタンをクリックします。
IPアドレス範囲は必要なだけ設定することができます。
メモ :                                                                                                          
● 1つの IPアドレスを設定することも可能です。（例：192.168.10.1～

192.168.10.1）
● 詳細につきましては、Milestone Systems社のホームページ (http://

www.milestonesys.com)をご覧ください。URLは変更される場合があり

                                                                                                                              
ます。

最大クライアント � 11 同時接続できる NVR Viewerの最大ユーザー数を指定します。本機で [ラ
イブ映像表示 ]画面、[再生 ]画面で [NVR Viewer]を使う場合もユーザ数に
含まれます。11以上を設定しないでください。

B ユーザ管理 ユーザーの登録とユーザー権限の設定を行います。
ユーザー設定 ... ^ ボタンをクリックすると [ユーザ管理 ]画面が表示され、[ユーザー ]とパ

スワードを設定できます。ユーザーの追加方法には 2通りあります。
メモ :                                                                                                          
● ユーザーを追加した場合、[ユーザ管理 ]画面のアイコンの左上に小さな
四角形が表示されます。[ユーザーを追加 ]と [Windows userを追加 ]で

                                                                                                                              
同じユーザー名を登録した場合、この記号で区別することができます。

ユーザー VR-N1600：vr-n1600
VR-N900 ：vr-n900

タイプ：基本ユーザー
パスワード：vr-n1600 (VR-N1600)、vr-n900 (VR-N900)

Administrator タイプ：Windowsもしくは Active Directoryユーザー
パスワード：なし

ユーザーを追加 ^ ユーザー名とパスワードによる認証を行う監視システム専用のユーザーア
カウントを作成します。
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応用操作

配信設定（つづき）

メインメニュー（つづき）

項目 設定値 内容

Bユーザ管理（つづき）
ユーザー設定 ...（つづき）

Windows user
を追加

^ 通常は使用しません。この設定はシステム管理者にご確認ください。
ご注意 :                                                                                                     
● OS設定でホスト名を変更した場合には、[ユーザーまたはグループの選
択 ]画面の [選択するオブジェクト名を入力してください ]に、
[Administrator]と入力し、[名前の確認 ]ボタンをクリックしてくださ
い。その後 [OK]ボタンをクリックしてください。

● Windowsユーザーは、[OS設定 ]の [ホスト名 ]で設定したホスト名ごとに
Windowsユーザーを設定する必要があります。(A 75ページ )
[ユーザ管理 ]画面ではユーザーのホスト名が表示されないため、ホスト
名を変更した場合には、Windowsユーザーを削除してから、あらためて

                                                                                                                              
Windowsユーザーを追加することを推奨します。(A 120ページ )

削除 ^ 設定済みのユーザーを削除します。
[現ユーザー／グループ ]リストで削除したいユーザーを選び、[削除 ]ボタ
ンを押してください。リストから削除されたユーザーは、NVR Viewerロ
グインできなくなります。

パスワードを変
更

^ 設定済みのユーザー名とパスワードを編集します。
[現ユーザー／グループ ]リストで編集したいユーザーを選び、[パスワー
ドを変更 ...]ボタンを押してください。

ユーザー名とパス
ワードを設定

� 全ユーザーにアクセ
ス許可
ユーザーアクセスを
制限

[全ユーザーにアクセス許可 ]:
全ユーザーに NVR Viewerの全機能と全てのカメラへのアクセスを許可す
る場合にチェックを入れます。
[ユーザーアクセスを制限 ]:
ユーザーアクセスを制限する場合にチェックを入れます。次に、［ユーザー
アクセス ...］ボタンをクリックしてユーザーごとにアクセス権限を設定し
ます。
メモ :                                                                                                          
● ユーザー権限の詳細は、[ユーザー権限の設定方法 ]（ 84ページ）をご覧

                                                                                                                              
ください。
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ご注意 :                                                                                                                                                                                      
● [配信設定 ]-[ログファイル ]項目Cの [ログ保存日数 ]と [監査ログ ]項目Dの [ログ日数 ]の設定は機能しません。

                                                                                                                                                                                                                    
[カメラ記録設定 ]-[一般設定 ]-[ログファイル設定 ] (A 108ページ )が有効になります。

項目 設定値 内容
C ログファイル ログ情報は、障害発生時の解析に必要となる場合があります。
ログ保存日数 � 10 [配信設定 ]でイベント・ログを保存する日数を指定します。

D 監査ログ クライアントパソコンユーザーに関するログファイルの設定を行います。
監査ログを許可 チェック

� チェックなし
ログ日数 � 30 監査ログを保存する日数を指定します。
最小ログイン
ターバル

^ ログを取得する最小間隔を指定します。

シーケンス時間 ^ 同一シーケンスと見なす最大閲覧時間を指定します。
E 言語サポートと XMLエンコーディング 使用可能な言語を選択します。カメラ名、ユーザー名、パスワード用の言

語（ローカル・キャラクターセット）を選択します。ご使用の言語に合わ
せて設定してください。

言語 標準中国語 (Big5)
日本語 (euc-jp)

必ず A日本語 (Shift-jis)Bに変更してご使用ください。日本語 (Shift-jis)以
外で使用すると不具合が発生します。

簡体字中国語 (GB2312)

中央および東ヨーロッパ言語
(ibm852)
キリル文字 (ibm866)
西部 (ヨーロッパ )(iso-8859-1)
タイ語（iso-8859-1)
中央および東ヨーロッパ言語
（iso-8859-2)
南ヨーロッパ言語（ラテン系）
（iso-8859-3)
バルト語（iso-8859-4)
キリル文字（iso-8859-5)
アラブ語（iso-8859-6)
ギリシヤ語（iso-8859-7)
ヘブライ語（iso-8859-8)
トルコ語（iso-8859-9)
韓国語 (ks_c_5601-1987)

�日本語 (Shift-jis)
ユニバーサル (UTF7)(utf-7)
ユニバーサル (UTF8)(utf-8)
中央および東ヨーロッパ言語 
(windows-1250)
キリル文字 (windows-1251)
西部（ヨーロッパ )(windows-
1252)
ギリシャ語 (windows-1253)
ヘブライ語 (windows-1255)
アラブ語 (windows-1256)
バルト語 (windows-1257)
ベトナム語 (windows-1258)
タイ語 (windows-874)
日本語 (_iso-2022-jp$ESC)
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応用操作

自動検出設定
カメラへの IPアドレス割り振り、自動検出関連の各種設定を行います。
自動検出機能の手順については、e自動検出機能を使う f (A116ページ )をご覧ください。

メインメニュー（つづき）

A

B

C

E

D

F

G

T VR-N900のみ
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項目 設定値 内容 参照ページ

A IPリース機能 使用する
� 使用しない

各ネットワークカメラに IPアドレスを割り振る機能を設定
します。
メモ :                                                                                    
● IPリース機能でネットワークカメラのIPアドレスを割り振
るためには、ネットワークカメラの DHCPを有効にして
おく必要があります。ネットワークカメラの DHCPを有
効にするには、ネットワークカメラの [取扱説明書 ]をご
覧ください。

● 本機を複数台同時使用するネットワークの場合、[IPリー
ス機能 ]を有効にするのは、1台だけにしてください。ま
た、同一ネットワーク上に DHCPサーバーが稼動してい
る場合には、A使用しない Bを選ぶようにしてください。
[IPリース機能 ]を同時に 2台以上有効にすると、固定 IP
になってしまうなど、カメラが誤動作する場合がありま

                                                                                                      
す。

A 115ページ

B 設定値 ^

先頭 IPアドレス � 192.168.0.100 カメラに割り振る IPアドレスの先頭アドレスを指定します。
台数 � 20台

１台_99台
カメラに割り振る IPアドレスの台数を選びます。先頭 IPア
ドレスから選んだ台数分の IPアドレスが割り振られます。

サブネットマスク � 255.255.255.0 カメラに設定するサブネットマスクを指定します。
ゲートウェイ � 192.168.0.254 カメラに設定するゲートウェイを指定します。
DNSサーバー
プライマリ � 192.168.0.253 カメラに設定するプライマリ DNSを指定します。
セカンダリ � 192.168.0.252 カメラに設定するセカンダリ DNSを指定します。

ドメイン名 ^ カメラに設定するドメイン名を指定します。

C リース期限 � 無期限
期限あり

カメラに割り当てる IPアドレスの有効期限を設定します。
A期限あり Bを選択すると、リース期限を時間単位で選択す
ることが出来ます。（設定値：１時間～ 99時間）

D クライアント限
定

� 指定カメラのみ
限定しない

IPアドレスを割り当てる際に、機器を限定するかを選択し
ます。A指定カメラのみ Bを選択した場合は、対応カメラの
み IPアドレスを割り当てます。A限定しない Bを選択した
場合は、どの機器に対しても IPアドレスの割り当てを行い
ます。
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応用操作

自動検出設定（つづき）

メインメニュー（つづき）

項目 設定値 内容 参照ページ

E アドレス情報 ^ [アドレス情報 ]リストには、自動検出したカメラの IPアド
レス、MACアドレス、映像 CH数、メーカー名、機種名が
表示されます。
[自動検出 ]をクリックすると自動検出を行い、画面に表示
します。上位にあるカメラが優先的に使用されます。
ソートボタンをクリックすると検出されたカメラの順番を
ソートすることができます。
ソートボタンには、[IP]ソートボタン、[MAC]ソートボタ
ン、[CH]ソートボタン、[MAKER] ソートボタン、[MODEL]
ソートボタンがあります。
検出されたカメラを選んでから [上へ ]、[下へ ]ボタンをク
リックすると、カメラの順番が入れ換わります。使用しない
カメラの場合はチェックをはずしてください。この状態で [
登録 ]h[OK]をクリックすると、[デバイス検索 ]画面が表示
されます。カメラのパスワードを入力すると [カメラ記録設
定 ]画面が表示されます。[閉じる ]をクリックすると
DefaultViewが自動的に作成されます。このビューを保存し
たい場合は、ビューの名前を変更してください。
メモ :                                                                                    
● スイッチング HUBなどのネットワーク機器にマルチキャ
ストパケットを通さない設定がされていると、カメラな
どの自動検出が正しく行えない場合があります。

● [Analog-in]は、VR-N900内蔵のアナログ入力です。使用す
る CH数が、最優先で設定されます。(VR-N900)

ご注意 :                                                                               
● [Analog-in]のチェックを外すと、背面信号入力端子の

                                                                                                      
[ALARM IN1～ 4]が使用できなくなります。(VR-N900)

A 115ページ
A 23ページ

F MAC指定 ^ [MAC指定 ]はカメラに、指定した IPアドレスを割り当てた
い場合に設定します。指定した MACアドレスには、常に指
定した IPアドレスが割り当てられます。[MAC]欄と [IP]欄
に値を設定して [追加 ]を押すと設定されます。また、表示
されているMACアドレスと IPアドレスを選択して、[削除
]を押すと、設定が解除されます。

G OK/キャンセル ^ クリックすると設定画面が非表示になり、設定に従って IP
割り振り機能が開始または停止します。
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ご注意 :                                                                               
● 自動検出の操作を行う際、[デバイス検索 ]画面で A次回以
降検出しません Bをチェックすると、以降の自動検出操
作では、当該カメラの [デバイス検索 ]画面が表示され
なくなります。再度、検出対象にしたい場合は、手動で
追加することが可能です。
[カメラを追加する ] (A88ページ )
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応用操作

カメラ記録設定

メインメニュー（つづき）

J

I

K

L

M

N

O

P

Q

A

C

D

E

B

F

H

G

メモ :                                                                                  
● [カメラ設定...]ボタンMから[PTZプリセット]設定を行う
場合、本メニューから、レコーディングサーバーを一時

                                                                                                    
停止してください。(A 92ページ )
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項目 内容 参照ページ

A サービスマネー
ジャー ...

[サービスマネージャー ]ボタンを押すと小さな [サービスマネージャー ]画面
が表示され、記録用プログラム Aレコーディングサーバー Aを一時停止／再開
することができます。
PTZカメラの設定を行う場合など、一時停止する必要がある場合に使用しま
す。

A 92ページ

B スケジューラ ... [スケジューラ ]画面を表示します。 A 55ページ

C 一般設定 ... [一般設定 ]画面を表示します。 A 108ページ

D アーカイブ設定 ... [アーカイブ設定 ]画面を表示します。 A 110ページ

E DLKインポート ... 使用しません。 ^

F Matrix... Milestone社の Milestoneマトリックスを使うための設定です。
メモ :                                                                                                                 
● 詳細につきましては、Milestone Systems社のホームページ (http://

www.milestonesys.com)をご覧ください。

                                                                                                                                    
● URLは変更される場合があります。

^

G Transact... 使用しません。 ^

H 閉じる [カメラ記録設定 ]画面を閉じます。 ^

I デバイスマネージャ 全ての追加デバイスと接続カメラが一覧表示されており、監視システムの概要
を確認することができます。

^

J デバイス追加 ... デバイスセットアップ画面を表示します。 A 88ページ

K デバイス編集 ... [デバイス設定を編集する ]画面を表示します。 A 89ページ

L デバイス削除 [デバイスマネージャ ]セクションIで選択したデバイスを削除します。
ご注意 :                                                                                                            
● デバイスを削除すると記録画像の表示ができなくなります。将来、記録画像
の表示が必要なデバイスは削除せずに、[カメラ設定 ]画面の eモニター表
示の設定 f (A58ページ )で A表示せず Bを選択するようにしてください。
記録画像を表示するときには、[モニター表示の設定 ]で A表示せず Bを解

                                                                                                                                    
除してください。

^

M カメラ設定 ... 選択したカメラの記録設定または、選択した音声デバイスの設定を行います。 A 57ページ
A 61ページ

N I/Oセットアップ ... [I/Oセットアップ ]画面を表示します。 A 97ページ

O イベントボタン ... [イベントボタン ]画面を表示します。 A 101ページ

P ジェネリックイベン
ト ...

[ジェネリックイベント ]画面を表示します。 A 102ページ

Q I/O管理 ... [I/O管理 ]画面を表示します。 A 104ページ
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応用操作

カメラの接続に関する設定はまずデバイス（ネットワーク
カメラまたはネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）
の追加から行います。デバイスは自身の IPアドレスもしく
はホスト名を持っており、本システムはこの IPアドレスも
しくはホスト名を識別し、使用します。
メモ :                                                                                   
● 各デバイスは固有の IPアドレスもしくはホスト名で管理
されますが、複数のアナログカメラがネットワークエン
コーダ（IPビデオサーバー）に接続されている場合は数
台のカメラを 1台のデバイスに接続し、同じ IPアドレス
もしくはホスト名を共有することがあります。この場合、
1台のデバイスに複数のカメラが接続されていますが、
本機では各カメラを個別に管理します。

● ネットワークカメラまたはネットワークエンコーダ（IP
ビデオサーバー）以外に、専用の I/O（入出力）デバイ
スをシステムに追加・活用することができます。I/Oデ
バイスはカメラと同じようにイベントの設定・運用が可
能になります。

● デバイスがシステムに登録されると、[カメラ記録設定 ]
画面にリストアップされます。デバイスの追加は以下の
手順で行います。まずデバイスの IPアドレス、パスワー
ドをカメラの取扱説明書等にしたがい設定してください。

● ユーザーアクセスが制限されているカメラは追加できま
せん。アクセス制限については、各カメラの [取扱説明
書 ]をご覧ください。

● ユーザアクセス制限 ON状態で登録したカメラは、アクセ
ス制限されたカメラとして登録されるため、設定変更し

                                                                                                    
なければライブ表示できません。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [デバイス追加 ...]をクリックする
● デバイスセットアップ画面が表示されます。

3 システムで識別される IPアドレスもしくは DNSホ
スト名を入力する
● DNSホスト名を入力する場合、[DNSホスト名を使用 ]
にチェックを入れ、続いて [次へ ]をクリックします。

ご注意 :                                                                              
● デフォルトでは、Ahttpポート 80Bそして AFTPポート 21B
が使用されます。別のポートを使用する場合、[ポート
の設定 ]をクリックし、必要なポート番号を入力してく
ださい。NATルータやファイアウォールが起動している
ときは、別のポート設定が必要になることがあります。
この場合は、デバイスが使用できるようにルータやファ

                                                                                                    
イアウォールを設定してください。

4 デバイス管理者パスワードが設定されている場合、
はパスワードを入力する
● 通常 [root]もしくは [admin]が使われています。
● [デバイスの自動検出]はそのままで[次へ]をクリックし
ます。

5  検出されたデバイスに他と重ならないように名前
を入力する
● [デバイスマネージャ ]にリストアップされます。

6 [終了 ]をクリックする
● デバイスに接続されたカメラを見るには、デバイス名
左側のプラス記号をクリックします。

メモ :                                                                                  
● デフォルト設定ではカメラ名は [Camera1]、[Camera2]、

[Camera3]、[Camera4]……となっています。名前を変え
るにはデバイスを選択し、カメラ名をクリックすると変
更できます。

● 追加した順にカメラ番号が増加します。
● カメラを自動登録することもできます。 (A115ページ e自

                                                                                                    
動検出設定 f)

アナログカメラについて (VR-N900)
VR-N900ではアナログ入力をネットワークエンコーダ（IPビデオ
サーバー）として扱い、その IPアドレスは、192.168.201.12に設
定されています。
[カメラ記録設定 ]画面のデバイスマネージャー上では
A[N900](192.168.201.12)Bとして登録されています。
背面のアナログ入力端子 [VIDEO IN1～ 4]に接続されたカメラは、
AN900Bのカメラ 1－ 4に対応しています。
初期状態の名前 AN900Bは [デバイス編集 ...]ボタンで変更するこ
とができますが、IPアドレスの A192.168.201.12Bは変更できませ
ん。
メモ :                                                                                  
● 背面の [AUDIO IN 1/AUDIO IN 2]に入力された音声信号
は、[デバイスマネージャ ]上で、デバイス
[N900](192.168.201.12)に [Audio1]、[Audio2]として割

                                                                                                    
り当てられています。

アナログカメラを追加する場合 (VR-N900)
VR-N900でアナログカメラを手動で追加する場合 [デバイス設定 ]
画面で IPアドレスに A192.168.201.12Bを指定してください。パ
スワードは設定されていませんので、パスワードを入力しないで
次に進んでください。
メモ :                                                                                  
● VR-N900の初期状態では、アナログカメラはすでに登録されて

                                                                                                    
います。

カメラを追加する

[デバイスセットアップ ]画面
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追加済みデバイスの設定を編集できます。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ
● [Camera Recording Administator]画面が表示されます。

2 [デバイスマネージャ ]セクションでデバイスを選
び、[デバイス編集 ...]ボタンをクリックする
● デバイスセットアップ画面が表示されます。

● 以下の項目が設定できます。
デバイス編集

[カメラ記録設定 ]画面

A

B

C

[デバイス設定を編集する ]画面

項目 内容
A デバイスの確認
デバイスタイ
プ

リストからデバイスの種類を選択しま
す。

デバイス検索 ボタンをクリックすると、デバイスの
種類とシリアル番号を自動で検出しま
す。

デバイス名： 名前はデバイスを他と区別するのに使
います。複数のデバイスに同じデバイ
ス名をつけることはできません。

カメラ設定 カメラの設定画面を表示します。
デバイスシリ
アルナンバー

デバイスのシリアル番号。通常はデバ
イスがもっている 12文字のMACアド
レスと同じです。

B ネットワーク設定
IPアドレス デバイスの IPアドレスまたは DNSホ

スト名。
DNSホスト
名を使用

チェックすると、IPアドレスではなく
DNSホスト名でデバイスを認識しま
す。

初期設定
Httpポート

チェックすると、デバイスへの HTTP
通信をデフォルトのポート番号 80を通
して行います。
他のポート番号を使用したい場合は、
チェックを外し、チェックボックスの
左欄でポート番号を設定してください。

初期設定 Ftp
ポート

チェックすると、デバイスへの FTP通
信をデフォルトのポート番号 21を通し
て行います。
他のポート番号を使用したい場合は、
チェックを外し、チェックボックスの
左欄でポート番号を設定してください。

ルートパス
ワード

ルートアカウント（Adminアカウント、
Administratorアカウント、管理者アカ
ウントと呼ばれることもあります）を
使用してデバイスにログインする場合
に必要なパスワードを設定してくださ
い。
ご注意 :                                                
● VN-C625/VN-C655をお使いの場合、
間違ったパスワードを入力して OK
をクリックしても、エラーは表示さ
れませんが、ライブ映像を見ること
ができなくなるなど、カメラに正常
にアクセスすることができなくなり

                                                                   
ます。

C OK/キャンセル 設定の実行、キャンセルを行います。
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応用操作

カメラの設定画面では、カメラに関するいくつかの情報を設定します。PTZカメラやネットワークエンコーダ（IPビデオサー
バー）に接続された機器がカメラでない場合は、カメラの設定画面で行える設定が限られる場合があります。

1 [デバイス設定を編集する ]画面で [カメラ設定 ]ボタンをクリックする

PTZカメラの設定（COM1/
COM2）

A

B

C

D E F Gカメラの設定画面

項目 内容
A PTZカメラ設定
パン／チルト／
ズーム（PTZ）
カメラが接続さ
れています。

ネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）に接続されたカメラの中に PTZカメラがある場合は、
チェックを入れます。
チェックボックスが無効の場合は、そのデバイスでは PTZ機能が利用できません。

PTZ機能を
COM1/COM2で
制御

PTZカメラがネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）の COM1/COM2ポートを通して制御され
る場合は、PTZカメラに適合した制御方式をリストから選びます。
COM1/COM2ポートを通して制御される PTZカメラが 1つもない場合は、[無し ]を選びます。

B カメラリスト カメラリストには、デバイスのカメラ番号が順に並びます。
一番上にあるのがカメラ番号 1、二番目にあるのがカメラ番号 2……となります。
カメラの設定を変えるには、リストからカメラ番号を選び、以下の項目を設定して [適用 ]ボタンをク
リックします。

C カメラ名 名前は、選択したカメラを他と区別するのに使用されます。カメラ名は他のデバイス名と重ならないよ
うにしてください。
ご注意 :                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                            
● カメラ名は、カメラ自体に設定された名前ではなく、本機で識別するために設定する名前です。

D カメラ番号 カメラの番号を設定します。
ご注意 :                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                            
● カメラ番号は、他と重ならないようにしてください。
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VR-N900背面の [CAMERA CONTROL]端
子について (VR-N900)
VR-N900内部では、アナログカメラをネットワークエン
コーダ（IPビデオサーバー）として扱い、そのデバイス名
は [N900]として設定されています。背面の [CAMERA 
CONTROL]端子は、カメラの設定画面で、ACOM1Bとして
割り当てられています。(A 90ページ )

E カメラタイプ 選択したカメラ番号のカメラが [固定 ]か [移動可能 ]かを設定します。
固定 ：固定カメラ
移動可能：PTZカメラ

F デバイスポー
ト

[カメラタイプ ]項目Eで A移動可能 Bを選択した場合のみ設定できます。
PTZ機能を制御するのに、ネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）のどのコントロールポートを
使用するか設定します。

G ポートアドレ
ス

[カメラタイプ ]項目Eで A移動可能 Bを選択した場合のみ設定できます。
カメラのポートアドレスを設定します。通常は A0Bまたは A1Bになります。
直列接続した PTZカメラを使用している場合は、ポートアドレスでそれぞれを識別するので、カメラの [
取扱説明書 ]で推奨されている設定を確認してください。
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応用操作

レコーディングサーバーを停止する
PTZカメラの設定をするときは、レコーディングサーバー
を停止します。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [サービスマネージャー ]ボタンをクリックする
[サービスマネージャー ]画面が表示されます。

3 [一時停止 ]ボタンをクリックする

ご注意 :                                                                               
● 一時停止中は、映像も音声も記録されません。また、監

                                                                                                    
視用パソコンでの映像表示も停止されます。

[PTZプリセット ]画面を表示する
[PTZプリセット ]画面では、プリセットに関する設定を行
います。

1 メインメニューから [カメラ記録設定 ]を選ぶ

2 [デバイスマネージャ]から所定のカメラを選び [カ
メラ設定 ]をクリックする

ご注意 :                                                                              
● カメラによっては、プリセット位置に数度のずれが生じ

                                                                                                    
る場合があります。

PTZプリセット設定

[メインメニュー ]画面

[Camera Recording Administator]画面

[サービスマネージャー ]画面

1

2

[Camera Recording Administator]画面

カメラ設定画面
[PTZプリセット位置 ]ボタン
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3 [PTZプリセット位置 ]ボタンをクリックする
● [PTZプリセット ]画面が表示されます。

ご注意 :                                                                               
● VN-V686/VN-V686WPをご使用の場合、カメラの電子
ズームが機能していると、プリセット位置を登録するこ
とができません。登録できない場合もエラーなどは表示
されませんのでご注意ください。誤登録防止のため、
PTZプリセット設定時は、下記の操作で電子ズームをオ
フにしてください。
● VN-V686/VN-V686WPの[PTZページ]から[電子ズーム
リミット ]を A1Bに設定します。
詳細につきましては、VN-V686/VN-V686WPの［取扱

                                                                                                    
説明書］をご覧ください。

● [PTZプリセット ]画面では以下のことができます。

ご注意 :                                                                              
● 使用するカメラによって、設定可能な項目が異なる場合

                                                                                                    
があります。

A

C

B

D

[PTZプリセット ]画面

項目 内容
A PTZ画面 PTZカメラを希望位置に移動させま

す。[プレビュー ]画面で位置を確認で
きます。

B プリセット PTZカメラの位置を登録、削除、テス
トします。

デバイスのプ
リセットを使
用する

本機能を持っているカメラのみ設定で
きます。
カメラまたはネットワークエンコーダ
（IPビデオサーバー）によって定めら
れたプリセット位置を使用する場合
は、チェックを入れます。

ご注意 :                                                                 
● デバイスからの PTZプリセット取り込みは、本機
の PTZプリセットを消去した後に行なわれます。
本機に設定されていた PTZプリセットは、失わ

                                                                                       
れますのでご注意ください。

メモ :                                                                      
● カメラまたはネットワークエンコーダ（IPビデ
オサーバー）によって定められたプリセット位
置を本機で使用するためには、プリセット位置
の名前は英数字のみ（スペースは含まない）で
構成されている必要があります。空白文字のみ

                                                                                       
の名前のプリセット位置は、取り込まれません。

プリセットを
設定

[PTZ画面 ]で決めた位置をリストで選
択したプリセット位置に登録します。

名前を編集す
る

リストで選択したプリセット位置の名
前を編集します。

テスト 設定したプリセット位置をテストしま
す。リストからプリセット位置を選択
し、[テスト ]ボタンをクリックしま
す。結果は直ちに [PTZ画面 ]に表示
されます。

削除 リストで選択したプリセット位置を削
除します。

J/K リストで選択したプリセット位置を上
下に移動します。

C イベントでプ
リセットへ

イベント発生によりプリセット位置へ
移動する設定を行います。

D パトロール PTZパトロールの設定を行います。
 (A95ページ ePTZカメラを使って自
動パトロールを行う f)
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応用操作

プリセット位置を設定する
1 [PTZプリセット ]画面を表示する (A 92ページ )

2 [PTZ画面 ]でカメラを移動させ、位置を決める

3 [プリセット ]のリストから、プリセットを登録する
項目を選ぶ
● リストの一番上がプリセット番号 1となります。
● 登録可能なプリセット数はご使用のカメラによって異
なります。

4 [プリセットを設定 ]ボタンをクリックして、プリ
セット位置の名前をつける

5 他のプリセット位置を設定する場合は、手順 2～ 4
を繰り返す

イベントでプリセット位置を移動する
イベント発生によりプリセット位置へ移動する機能です。

1 [PTZプリセット ]画面を表示する (A 92ページ )

2 [イベントでプリセットへ ]の [イベントでプリセッ
トへ移動 ]にチェックを入れる

3 [セットアップ ]ボタンをクリックする

4 [利用可能なプリセット]リストからプリセット位置
を選ぶ

5 [設定可能なイベントリスト ]からイベントを選ぶ

6 [ ]ボタンをクリックする
● 選択したイベントが右端のリストにコピーされます。
このリストには、選択したプリセット位置に割り当て
られたイベントが表示されています。

メモ :                                                                                  
● プリセット位置とイベントの割り当てを解除するには、
右端のリストからイベントを選択して［ ］ボタンを

                                                                                                    
クリックします。

PTZプリセット設定（つづき）

[PTZプリセット ]画面

�2 3

[PTZプリセット ]画面

4 5 6
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PTZカメラを使って自動パトロールを行う
PTZパトロールはいくつかのプリセット位置を自動的に移
動する機能です。

1 [PTZプリセット ]画面を表示する (A 92ページ )

2 [パトロール]の[セットアップ]ボタンをクリックす
る
● [セットアップ ]画面が表示されます。

3 [プリセット]リストから使用したいプリセット位置
を選び、[ ]ボタンをクリックする
● 選択したプリセット位置が [パトロールリスト ]にコ
ピーされます。

● 同じプリセット位置を何度使っても構いません。
● カメラは、[パトロールリスト ]に表示されているプリ
セット位置を上から順に動きます。

● 順番を変えたいときは、[パトロールリスト ]からその
プリセット位置の名前を選び、上下ボタンをクリック
してください。

● プリセット位置を [パトロールリスト ]から削除したい
ときは、そのプリセット位置を選び、［ ］ボタン
をクリックしてください。

[PTZプリセット ]画面

3

A B C D

[PTZパトロールの設定 ]画面

項目 内容
A 新規 [パトロール計画 ]リストに新しいパト

ロール計画を追加します。
B コピー 既存のパトロール計画に基づいて新た

なパトロール計画を作成します。あら
かじめコピーしたいパトロール計画を [
パトロール計画 ]リストから選んでくだ
さい。

C 名前の変更 既存のパトロール計画の名前を変更し
ます。あらかじめ名前を変更したいし
たいパトロール計画を [パトロール計画
]リストから選んでください。

D 削除 既存のパトロール計画を削除します。
あらかじめ削除したいパトロール計画
を [パトロール計画 ]リストから選んで
ください。
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応用操作

�パトロールのタイミング設定を行う
1 [パトロール計画 ]リストから設定したいパトロール
計画を選ぶ

2 [パトロール運行で各位置での停止時間（秒）]欄
で、PTZカメラが各プリセット位置で何秒とどま
るかを設定する

3 [PTZカメラの移動完了までの時間（秒）。この間、
モーション検知は機能しません ]欄で、PTZカメ
ラのプリセット位置間の移動所要時間を設定する

メモ :                                                                                   
● 誤ったモーションアラームを発しないために、PTZカメ
ラがプリセット位置間を移動中はモーション検知および
記録は自動的に無効になります。設定した時間経過後、
再びモーション検知が有効になります。

ご注意 :                                                                               
● パトロール計画内のすべてのプリセット位置間の移動が、
ここで設定した時間内に終わる必要があります。移動が
終わらない場合は、誤ったモーション検知が行われる場

                                                                                                    
合があります。

�モーション検知された場合の設定を行う
1 [モーションで、パトロールスケジュールは中止 ]
ボックスにチェックを入れる

2 PTZカメラがパトロールを再開する条件を選ぶ
● 以降のモーション検知の有無に関わらず、最初のモー
ション検知から指定の時間が経ったとき

● 最後のモーション検知から指定の時間が経ったとき

3 選択した条件に対して、秒数を指定する

� PTZスキャン
PTZスキャン機能に対応したカメラの場合は、[PTZスキャ
ンの設定 ]セクションで PTZスキャン機能を有効にして、
スキャン速度を選択することができます。
ご注意 :                                                                              
● パトロール計画を設定するには、最低 2つのプリセット
位置を設定してください。さらに [カメラ記録設定 ]→ [
スケジューラ ]でパトロール計画作動が有効な時間も設
定する必要があります。

● 手動操作もしくは特定のイベント発生時、PTZカメラを
使ったパトロールは中断されます。このような場合、何
秒後にパトロールを再開するかを [カメラ記録設定 ]→ [
一般設定 ]→ [パトロール設定 ]で設定する必要がありま
す。この設定はシステム内のすべての PTZカメラに適用

                                                                                                    
されます。デフォルトは 30秒です。

PTZプリセット設定（つづき）

[PTZパトロールの設定 ]画面
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入出力ポートは本機に登録された各デバイスに装備されて
いる入出力端子です。入力ポートは [入力イベント ]、出力
ポートは [出力 ]として登録可能です。
登録した入出力ポートは次に説明するイベントと関連付け
して連動させることができます。 (A104ページ e出力ポー
トの設定をする f)

● イベントは、記録を開始したり、Eメールを送信したり、
PTZカメラをプリセット位置へ移動したり、デバイスの
出力ポートを制御したりするために利用されます。イベ
ントは、以下の 4種類に分けられます。

入出力設定
1 [カメラ記録設定]画面で[I/Oセットアップ]ボタンを
クリックする
● [I/Oセットアップ ]画面が表示されます。
● [I/Oセットアップ ]画面では、ネットワークカメラで利
用できる入力イベント、VMDイベント、出力を追加
することができます。

ご注意 :                                                                              
● ネットワークカメラで利用できるイベントはネットワー
クカメラごとに異なります。

● [I/Oセットアップ]画面を使ってイベントを設定した場合、
カメラ側のアラーム設定が自動的に上書きされます。既
にジェネリックイベントを使用している場合 (手動でカ
メラ側のアラーム設定を行なっている場合 )は、ジェネ
リックイベントやジェネリックイベントを使用するイベ
ント音声 (A 130ページ )が動作しなくなります。(本機

                                                                                                    
側のジェネリックイベント設定はそのまま残ります。)

入出力ポート、イベントに
ついて

入力イベント デバイスの入力ポートに接続するセン
サなどの入力信号を [入力イベント ]と
して登録します。

ジェネリックイ
ベント

ジェネリックイベントとして登録しま
す。

ビデオ・モー
ション

映像の動き検出を VMDイベントとして
登録します。

イベントボタン 手動操作できるボタンによるイベント
です。

A

B

C

F

E

D

[I/Oセットアップ ]画面

項目 内容
A 新規イベントを
追加する

[設定済イベント ]リストで選択たデ
バイスに入力イベントを設定します。
デバイスによっては、複数のイベン
トを設定できます。
[設定済イベント ]リストでデバイス
横の [＋ ]マークをクリックし、設定
済みの入力イベントを選択して [新
規イベントを追加する ]ボタンをク
リックすると、タイマーイベントを
設定できます。(A 99ページ )

B 新規出力イベン
トを追加する

[新規イベントを追加する ]画面を表
示します。(A 100ページ )

C VMD（モー
ション検知）イ
ベントを追加

[設定済イベント ]リストで選択した
デバイスに VMD（モーション検知）
イベントを設定します。VMDイベン
トは 1つのカメラに 1つしか設定で
きません。
ご注意 :                                            
● VMDイベントがあまりにもたくさ
ん生成されるのを防ぐため、1つ
の VMDイベントが発生した後 5
秒間は次の VMDイベントが発生
できないようになっています。

● VMDイベントはEメールを送信で

                                                              
きません。

D 詳細設定 [詳細設定 ]画面を開きます。
(A 100ページ )

E 選択したアイテ
ムを削除する

[設定済イベント ]リストで選択した
イベントを削除します。

F 選択したアイテ
ムを編集する

[設定済イベント ]リストで選択した
イベントを編集します。
97



応用操作

�入力イベントを設定する

1 [I/Oセットアップ]画面の[設定済イベント]リストか
ら、イベントを設定するカメラを選ぶ

2 [新規イベントを追加する ]ボタンをクリックする
● [入力イベントの設定 ]画面が表示されます。

3 [利用可能な入力]リストから必要なイベントを選択
し、［ ］ボタンで追加する

[新規イベントを追加する ]画面でイベント名の設定、E
メール設定を行います。

ご注意 :                                                                              
● ネットワークカメラで利用できるイベントがない場合は、

[新規イベントを追加する ]ボタンはクリックできませ
ん。

● [新規イベントを追加する ]画面は、追加するイベントの
種類によって異なる場合があります。

● 設定の変更中に、[スキップ ]ボタン、[D/E/C/B]ボタンの
操作が効かなくなった場合、ソフトウェアキーボード

                                                                                                    
(A 29ページ )またはマウスを使用してください。

入出力ポート、イベントに
ついて（つづき）

項目 内容
A デバイス 入力イベントが設定されるデバイス名が

表示されます。（表示のみの項目です。）
B 利用可能な
入力

利用可能な入力イベントが一覧表示され
ます。

C 編集 [設定済入力イベント ]リストで選択した
イベントの設定を編集します。

D [利用可能な入力 ]リストBからイベン
トを選択して［ ］ボタンをクリック
すると、そのイベントを使用することが
できるようになります。

E [設定済入力イベント ]リストCからイ
ベントを選択して、[利用可能な入力 ]リ
ストBに移動します。すなわち、無効
にします。

F 設定済入力
イベント

使用できる入力イベントが一覧表示され
ます。

[I/Oセットアップ ]画面

A

B

E
D
C

F

[入力イベントの設定 ]画面

項目 内容
A 外部イベント
名

入力イベントの名前を設定します。
メモ :                                                  
● イベント名には次の文字は使えま

                                                                
せん： < > & ' " \ / : * ? | [ ]

B イベント発生
時、Eメール
を送信する

入力イベントが発生したときに E
メールで通知する場合はチェックを入
れます。

C カメラからの
映像を含む

入力イベントが作動したときに記録中
の映像を Eメールに添付する場合は
チェックを入れます。チェックボック
スの横にあるリストから、カメラを選
択します。

A

B

C

[新規イベントを追加する ]画面
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背面入出力端子について
● VR-N1600内部では、音声入力をネットワークデバイス
として扱い、そのデバイス名は ANVRBとして設定され
ています。背面の入出力端子は、あらかじめ ANVRBデ
バイスとして割り当てられています。(VR-N1600)

● VR-N900内部では、アナログ入力をネットワークエン
コーダ（IPビデオサーバー）として扱い、そのデバイス
名は AN900Bとして設定されています。背面の入出力端
子は、あらかじめ AN900Bデバイスとして割り当てられ
ています。(VR-N900)

�背面入力端子

T VR-N900の場合、[ALARM IN1～ 4]となります。

�背面出力端子

ご注意 :                                                                               
● 背面出力端子は出力情報で期間が0秒になっていますが、
実際には無限に出力されます。

● 背面出力端子の出力イベントは削除できません。
● すべての端子入力がアラートとしての扱いになりますが、
記録開始への対応付け（シーケンス）は 1端子のみと

                                                                                                    
なっています。

VMDイベントを設定する
1 [I/Oセットアップ]画面の[設定済イベント]リストか
ら、VMDイベントを設定するカメラを選ぶ

2 [VMD（モーション検知）イベントを追加 ]ボタンを
クリックする

ネットワークエンコーダ（IPビデオサーバー）などの多カ
メラ機器を選択した場合は、設定するカメラを選ぶダイア
ログが表示されます。
ご注意 :                                                                               
● ネットワークカメラで利用できるVMDイベントがない場
合は、[VMD（モーション検知）イベントを追加 ]ボタン

                                                                                                    
はクリックできません。

タイマーイベントを設定する
特定のイベントに、タイマーイベントを関連付けることが
できます。

タイマーイベントは、関連付けしたイベントが発生した後、
指定された時間経過後に動作します。

1 [I/Oセットアップ]画面の[設定済イベント]リストか
ら、タイマーイベントを追加するイベントを選ぶ
（入力イベントに関連付ける場合の例）

2 [新規イベントを追加する ]ボタンをクリックする
● [タイマー設定 ]画面が表示されます。

3 タイマー設定時間、タイマーイベントの名前を設
定する

背面入力
端子名

入力イベント名 イベントの説明

ALARM IN1
～ 8 T

Alarm IN 1~8 
Falling T

メイク信号入力検出時のイ
ベント

 Alarm IN 1~8 
Rising T

ブレーク信号入力検出時の
イベント

背面出力
端子名

出力イベント名 出力動作

OPTION 
OUT1,2

Set output 
Option Out 1、
2 high

メイクを出力します

Set output 
Option Out 1、
2 low

ブレークを出力します

項目 内容
A タイマー
イベント
の起動は：

タイマーイベントが追加されるイベント
またはイベントボタンの名前が表示され
ます。（表示のみの項目です。）

B タイマー
イベント
名：

タイマーイベントの名前を設定します。
メモ :                                                      
● イベント名には次の文字は使えませ

                                                                      
ん： < > & ' " \ / : * ? | [ ]

C タイマー
イベント
は次の時
間経過後
起動しま
す

イベント発生またはイベントボタンがク
リックされてからタイマーイベントまで
の時間を設定します。秒または分で設定
します。

[I/Oセットアップ ]画面

A

B

C

[タイマー設定 ]画面
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応用操作

出力を設定する
1 [I/Oセットアップ]画面の[設定済イベント]リストか
ら、イベントを設定するカメラを選ぶ

2 [新規出力イベントを追加する ]ボタンをクリックする

● [新規出力を追加する ]画面が表示されます。

3 出力の接続先、出力を保持する時間、出力の名前
を設定する

ご注意 :                                                                              
● ネットワークカメラで利用できる出力がない場合は、[新
規出力イベントを追加する ]ボタンはクリックできませ

                                                                                                    
ん。

[詳細設定 ]画面
[詳細設定 ]画面では、イベントの扱いに関連したネット
ワークの設定を行います。

1 [I/Oセットアップ]画面の[詳細設定]ボタンをクリッ
クする
● [詳細設定 ]画面が表示されます。

2 以下の項目を設定する

入出力ポート、イベントに
ついて（つづき）

項目 内容
A 外部出力の接続
先

出力が設定されるデバイス名が表示
されます。（表示のみの項目です。）

B 出力の接続先 出力の接続先を選択します。
C 出力を保持時間 出力を保持する時間を、1/10秒また

は秒単位で設定します。
D 出力名 出力の名前を設定します。

メモ :                                               
● 出力名には次の文字は使えませ

                                                             
ん： < > & ' " \ / : * ? | [ ]

E テスト出力 クリックすると、出力の設定をテス
トすることができます。

2

1

A

D

B

C

E

[新規出力を追加する ]画面

項目 内容
A Ftpサーバー
ポート

デバイスから監視システムに FTPを介し
てイベント情報を送信する際のポート番
号を設定します。（設定可能な範囲は
1_65535となります。）

B アラートポー
ト

ジェネリックイベントなど、イベントに
よる警告を扱うポート番号を設定しま
す。（設定可能な範囲は 1_65535となり
ます。）

C SMTPポート デバイスから監視システムに SMTPを介
してイベント情報を送信する際のポート
番号を設定します。（設定可能な範囲は
1_65535となります。）

[I/Oセットアップ ]画面

クリック

A

B

C

D

[詳細設定 ]画面
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ご注意 :                                                                               
● 特別な理由がない限り、これらの設定を変更しないでくだ
さい。変更すると正常に動作しなくなる恐れがあります。
通常は変更の必要はありません。
変更する場合の注意点
● イベント音声を使うときは、[イベント音声設定 ]h[通信
設定 ]の [転送先ポート ]に [アラートポート ]の番号を
一致させる必要があります。(A 133ページ )

● アラートポートには、[イベント音声設定 ]h[通信設定 ]の [
イベント受信ポート ]番号と異なる番号を設定する必要

                                                                                                    
があります。(A 133ページ )

イベントボタンを設定する
ライブ映像表示画面から手動操作でイベントを作動させる
ときに使用します。

1 [Camera Recording Administator]画面で [イベン
トボタン ...]をクリックする

2 [グローバル ]（全カメラに有効）または特定のカメ
ラを選ぶ

3 [新規イベントを追加する ...]をクリックしてイベン
トボタンを追加する

メモ :                                                                                  
● イベントにタイマーを設定する場合は、手順 3で追加し
たイベントを選んで、[新規イベントを追加する ]をク

                                                                                                    
リックします。

項目 内容
D ポーリング頻
度 [1/10秒 ] 

いくつかのデバイスにおいては、入力が
受信されたかどうか検知するため、監視
システムがデバイスの入力ポートの状態
をチェックする必要があります。そのよ
うな定期的な状態チェックを Aポーリン
グ Bと呼びます。
[ポーリング頻度 [1/10秒 ]]欄で、状態
チェックの間隔を設定します。間隔は 1/
10秒単位で設定します。
メモ :                                                   
● 入出力機器についてはポーリング間隔
をできるだけ短く設定してください。

● ポーリングを必要とするデバイスにつ
いては入出力機器の [取扱説明書 ]を

                                                                  
ご覧ください。

[Camera Recording Administator]画面

[イベントボタン ...]

項目 内容
A ボタンが設定さ
れているデバイ
ス

イベントが設定されるカメラ名が表
示されます。（表示のみの項目で
す。）

B 手動イベント名 メモ :                                              
● イベントボタンの名前を設定し
ます。イベント名には次の文字
は使えません： < > & ' " \ / : * ? | [ 

                                                            
]

C Eメール設定
イベント発生時、
Eメールを送信
する

イベントボタンをクリックしたとき
に Eメールで通知する場合は
チェックを入れます。

カメラからの映
像を含む

イベントボタンをクリックしたとき
に記録中の画像を Eメールに添付
する場合はチェックを入れます。
チェックボックスの下にあるリスト
から、カメラを選択します。

3

2

A

B

C

[新規イベントを追加する ]画面
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応用操作

ジェネリックイベントを設定する
ジェネリックイベントとは
TCPもしくは UDPプロトコルの通信を本機の入力イベン
トとして使用する機能です。
本機が受信した通信データに含まれる文字列が設定された
条件に合致した場合、対応するジェネリックイベントが作
動します。
本機側で通信データの受信設定、カメラ (もしくは使用す
るネットワーク機器 )側で通信データの送信設定を行なう
必要があります。
以下は、本機で行なう通信データの受信設定について説明
しています。

1 [Camera Recording Administator]画面で [ジェネ
リックイベント ...]ボタンをクリックする

2 ジェネリックを選び、[新規イベントを追加する ...]
をクリックする

入出力ポート、イベントに
ついて（つづき）

項目 内容
A 新規イベントを
追加する

新しいイベントを追加します。

B 選択したアイテ
ムを削除する

[設定済イベント ]リストで選択し
たイベントを削除します。

C 選択したアイテ
ムを編集する

[設定済イベント ]リストで選択し
たイベントを編集します。

[Camera Recording Administator]画面

[ジェネリックイ
ベント ...]ボタン

A

B

C

[ジェネリックイベント ]画面

A

B

C

[新規イベント追加設定 ]画面
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A イベントの設定

メモ :                                                                                   
● 本機は [詳細設定 ]画面の [アラートポート ]で設定された
ポートからジェネリックイベントを受信します。(A 100

                                                                                                    
ページ )

B 通知設定

C イベントルールの設定

メモ :                                                                                  
● ジェネリックイベントにタイマーを設定する場合は、手
順 2で追加したイベントを選んで、[新規イベントを追

                                                                                                    
加する ]ボタンをクリックします。

項目 内容
イベント名 イベントの名前を設定します。他のイ

ベントの名前と重ならないようにして
ください。
メモ :                                                     
● イベント名には次の文字は使えませ

                                                                   
ん： < > & ' " \ / : * ? | [ ]

イベントプロト
コル

イベントを検知するのに、本機がどの
プロトコルで受信するかを選択します。

何れでも TCPと UDPプロトコルのどちらを使っ
たデータも受信・解析します。

TCP TCPプロトコルを使ったデータのみ受
信・解析します。

UDP UDPプロトコルを使ったデータのみ受
信・解析します。

イベントルール 受信データを解析する際のルールを設
定します。

一致 イベントが作動するためには、受信
データ内が [イベントルールの設定 ]セ
クションCの [イベントに含まれる
メッセージ ]欄で設定したメッセージと
完全に一致する必要があり、他のメッ
セージを含んではいけません。

検出 イベントが作動するためには、受信
データ内に [イベントルールの設定 ]セ
クションCの [イベントに含まれる
メッセージ ]欄で設定したメッセージを
含む必要があります。他のメッセージ
を含んでいても構いません。

優先イベント 1つのデータが複数のイベントに利用さ
れる場合があります。各イベントに優
先順位をつけて、受信データが複数の
イベント基準に合致する場合にどのイ
ベントを作動させるかを決定します。
優先度を A0B（最低）から A1000B（最
高）の値で設定します。

項目 内容
イベント発生
時、Eメールを
送信する

イベントが発生したときに Eメールで
通知する場合はチェックを入れます。

カメラからの映
像を含む

入力イベントが作動したときに記録中
の画像を Eメールに添付する場合は
チェックを入れます。チェックボック
スの下にあるリストから、カメラを選
択します。

項目 内容
イベント部分列 本機がデータを解析する際に探す語句

を設定します。
1つ以上の語句を指定し、[追加 ]ボタ
ンをクリックしてください。指定した
語句が [イベントに含まれるメッセージ
]欄に追加されます。
複数の語句を 1つの項目として追加し
た場合は、基準に合致するためには引
用符で囲まれた全てがデータ中に指定
した順番で 1つになって現れる必要が
あります。

イベントに含ま
れるメッセージ

実際のデータ解析に使用される文字列
を表示します。本項目は、直接は編集
できませんが、欄内にカーソルを置い
て、以下のボタンを押すことはできま
す。

追加 [イベント部分列 ]欄の内容を [イベン
トに含まれるメッセージ ]欄に追加しま
す。

（ [イベントに含まれるメッセージ ]欄に
[（]を追加します。
カッコは、関連する語句をひとかたま
りとして一緒に処理するのに使用しま
す。すなわち、カッコ内の処理を先に
行います。

） [イベントに含まれるメッセージ ]欄に
[）]を追加します。

および [イベントに含まれるメッセージ ]欄に
演算子 Aおよび Bを追加します。演算
子 Aおよび Bを使うと、Aおよび Bの両
側の語句を含む必要があることを設定
します。

あるいは [イベントに含まれるメッセージ ]欄に
演算子 Aあるいは Bを追加します。演
算子 ORを使うと、どちらかの語句を
含む必要があることを設定します。

削除 [イベントに含まれるメッセージ ]欄に
置かれたカーソルの左側の項目を削除
します。
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応用操作

イベント通知の設定をする
ある特定のイベントが発生した時にライブ映像表示画面上
部のタイトルバーエリアに黄色の表示を行うことができま
す。

1 [カメラ記録設定 ]画面から、設定するカメラを選択
して [カメラ設定 ...]を選ぶ
● 設定ダイアログが表示されます。

2 [イベント通知 ]ボタンをクリックする

3 [設定可能なイベント ]から通知させたいイベントを
選ぶ

4 ［ ］ボタンをクリックする
● 選択したイベントは [設定済イベント ]にコピーされま
す。

5 イベントごとに 2～ 4を繰り返す
● 通知設定したイベントを削除する場合、そのイベント
を選び [ ]ボタンをクリックします。

出力ポートの設定をする
特定のイベントや [手動イベント名 ]ボタンを出力ポートに
関連づけます。　
特定のイベントや手動イベントが起こったときに、出力さ
せる出力ポートを設定します。

1 [カメラ記録設定 ]画面から、[I/O管理 ]を選ぶ
● 設定ダイアログが表示されます。

2 左側のリストから指定するイベントを選択する
3 指定する出力を選択して、[設定された出力 ]下の

[ ]ボタンを押す
● [設定された出力 ]リストから出力を削除するには、出
力を選択して [ ]ボタンをクリックします。

入出力ポート、イベントに
ついて（つづき）

2
[カメラ設定 ]画面

3

4

[イベント通知に関する設定 ]画面

[I/O管理 ]画面
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カメラの出力設定
[I/Oセットアップ ]画面で設定された外部出力（例えばサイ
レンを鳴らしたり、照明を点灯させたりする）をカメラに
割り当てることができます。
● 割り当てた出力はモーションが検知された場合に自動的
に、または出力ボタンを手動で押した場合に作動させる
ことができます。

● 出力設定画面は、[カメラ設定]画面(A 57ページ)で[出力]
ボタンをクリックすると表示されます。

�手動操作の場合の出力を設定する
出力ボタンや [ライブ映像表示 ]画面のリストから手動でお
こす出力を設定します。

1 [全ての出力 ]リストから出力を選ぶ

2 [全ての出力]リストと[手動制御による]リストの間
にある [ ]ボタンをクリックする
● 選択した出力が [手動制御による ]リストにコピーされ
ます。

● [手動制御による ]リストの右横にある上下ボタンで、
選択した出力を [手動制御による ]リスト内で上下さ
せることができます。

● [手動制御による ]リストから出力を削除するには、そ
の出力を選択して [全ての出力 ]リストと [手動制御
による ]リストの間にある [ ]ボタンをクリックし
てください。

�モーション検知による出力を設定する
モーションが検知された際に自動でおこす出力を設定しま
す。

1 [全ての出力 ]リストから出力を選ぶ

2 [全ての出力]リストと[検知された動作]リストの間
にある [ ]ボタンをクリックする
● 選択した出力が [検知された動作 ]リストにコピーされ
ます。

● [検知された動作 ]リストから出力を削除するには、そ
の出力を選択して [全ての出力 ]リストと [検知され
た動作 ]リストの間にある［ ］ボタンをクリック
してください。

出力設定画面

出力設定画面

出力設定画面
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応用操作

ご注意 :                                                                               
● モーション検知の設定を行う前に、画像の解像度や圧縮
に関する設定や、モーション検知除外エリアの設定を終
了しておくことをお薦めします。そうしないと後日画質
の変更や、除外エリアの設定を行う場合、再度モーショ

                                                                                                    
ン検知の設定で感度調整をする必要があります。

モーション検知除外エリアを設定する
不必要な動き（風にそよぐ木や後方で絶えず通過する車な
ど）の検知を防ぐために、モーション検知から一定のエリ
アを除外するために設定します。

1 [カメラ記録設定 ]画面で [デバイスマネージャ]から
カメラを選び、[カメラ設定 ]から [除外エリアの
設定 ]をクリックする
● [グリッドを表示 ]ボックスをチェックしておくと、グ
リッドで細かくエリア分けされたプレビュー画面が表
示されます。青色にハイライトされた部分が除外エリ
アとなります。

2 マウスの左ボタンを押しながら画面内グリッドを
移動させ、エリアを設定する
● 除外エリアが青色でハイライトされ、設定されます。

メモ :                                                                                   
● 設定を解除する場合、マウスの右ボタンを押しながらグ

                                                                                                    
リッドを移動させます。

�設定ボタン／チェックボックス

ご注意 :                                                                              
● 頻繁に動き検出するような設定にした場合、アラーム件
数が増大して再生時の検索に時間がかかるようになりま
すのでご注意ください。

● カメラを接続した場合、蛍光灯などのフリッカーにより、
動き検出の誤動作が発生することがあります。この場合
は、カメラをフリッカーレスに設定してください。

● カメラ映像に含まれるノイズ成分が多いと、誤検出する
ことがあります。夜間などカメラの ACGが働いた場合

                                                                                                    
でも、誤検出しないように設定してください。

モーション設定

A

B

C

D

[除外エリアの設定 ]画面

項目 内容
A 全てセット
する

プレビュー画像に表示されるグリッド
内全てのセクションに除外設定をしま
す。

B 全てクリア
する

プレビュー画像に表示されるグリッド
内全てのセクションの除外設定を解除
します。

C 自動 このボタンを押すと、A動き Bと検知す
べきでない微細な画像の変化（ノイズ）
が起きたエリアを検知し、自動的に検
知エリアから除外するようプレビュー
画像にマーキングします。多くの画像
分析データをもとにマーキングを行う
ため、ボタンを押してから数秒かかる
ことがあります。

D グリッドを
表示

チェックボックスにチェックを入れて
おくと、プレビュー画像にグリッドが
表示されます。デフォルトでは [グリッ
ドを表示 ]に設定されています。
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モーション検知を設定する
 モーション検知では、どの瞬間にカメラからの映像が送ら
れるか、警報発生、外部出力（照明、サイレン）を起動す
るタイミングを設定します。
ご注意 :                                                                               
● モーション検知はシステム運用において非常に重要な機
能であり、運用上不必要な警報を避けるためには各カメ
ラに対する設定は慎重に行う必要があります。実際のカ
メラの物理的設置場所における様々な条件（昼 /夜、風
の強弱などを含めた天候）での十分なテスト /調整を行

                                                                                                    
うことが必要です。

1 [カメラ記録設定 ]画面で [デバイスマネージャ]から
カメラを選択し、[カメラ設定 ]から [モーション
検知 ]ボタンをクリックし、[モーション検知の設
定 ]を開く

2 [感度 ]と [しきい値 ]を設定する
● [感度 ]スライダーは画像ピクセル内の変化のどのレベ
ルをモーションと認識するかを設定します。A高 B設
定では、ピクセル内のわずかな変化をモーション変化
と認識します。ひとつ前の画像と比較し、変化した画
像は色つき（デフォルトでは緑色）ハイライト表示さ
れます。

メモ :                                                                                   
● [しきい値 ]スライダーは何ピクセルの変化をモーション
変化と判断するかを設定します。スライダーを左右に移
動させると画面下のラインが移動し、境界線 (しきい値 )
の調整を行います。検出されるモーション（動き）を表
示するバー（緑）がしきい値を超えると赤色に変化し、[

                                                                                                    
モーション検知 ]があったことを示します。

[モーション検知の設定 ]画面
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応用操作

[カメラ記録設定 ]→ [一般設定 ]から Eメールなどシステ
ム全般に関する設定などを行うことができます。

ご注意 :                                                                               
● [アドミニストレーターの設定 ]の [パスワードを使用 ]/[パ

                                                                                                    
スワードを変更 ]の機能は使用しないでください。

一般設定

項目 内容
A Milestone 

XProtect 
Centralの設
定

Milestone社の Milestone XProtect 
Centralを使うための設定です。
メモ :                                                  
● 詳細につきましては、Milestone 

Systems社のホームページ (http://
www.milestonesys.com)をご覧くだ
さい。

                                                                
● URLは変更される場合があります。

B パトロール設
定

PTZカメラを使ったパトロール機能を
使っているときに設定します。(A 95
ページ )

C ジョイス
ティック

ジョイスティックに関する設定を行い
ます。
メモ :                                                  
● この画面からは設定できない場合
があります。他の設定方法につい
ては [ジョイスティックの設定を変
更する ] (A141ページ )をご覧くだ

                                                                
さい。

D Eメール設定 Eメールの設定を行います。(A 109
ページ )

G

F

E
A

B
C
D

[一般設定 ]画面

項目 内容
E 詳細設定
カメラ不具合
で Eメール送
信は行わない

チェックを入れると、カメラとのオン
ラインが途絶えた場合、警告の E
メールを送りません。

リモートライ
ブ要求でカメ
ラを起動する

カメラがオフラインでもライブ映像を
見ることができます。
NVR Viewerのライブ画面を表示する
と、カメラが自動的にオンラインに切
り換わります。スケジューラでオフラ
インに設定されている期間は、本機能
でオンラインになっても記録は行われ
ません。
ご注意 :                                              
● Aリモートライブ要求でカメラを起
動する Bが設定されている場合、
ライブ映像を見ている間は、カメ

                                                                
ラがオンラインになります。

新規カメラに
はデフォルト
スケジュール
を適用する

チェックを入れると、カメラは常にオ
ンラインのスケジュールが自動的に [
スケジューラ ]に設定されます。
(A 55ページ )

F イベント録画
の設定

変更しないでください。

G ログファイル
設定

変更しないでください。
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Eメール設定
メモ :                                                                                  
● [テスト ]ボタンを押すと、テスト用のメールを送ること
ができます。送信者のメールアドレスが送信先メール
サーバーと同一のサーバーの未登録 Eメールアドレスの
場合、[送信者の Eメールアドレスが有効ではありませ
ん。有効な Eメールアドレスを再入力し、やり直してく
ださい。]と表示されることがあります。送信者の E
メールアドレス、送信メールサーバーを確認して再設定
してください。

● Eメールは以下の場合に送られます。

● 入力イベントが発生した時
 (A98ページ e入力イベントを設定する f)

● イベントボタンを押した時
 (A101ページ eイベントボタンを設定する f)

● ジェネリックイベントが発生した時
 (A102ページ eジェネリックイベントを設定する f)

● モーションを検知した時
 (A107ページ eモーション検知を設定する f)

● カメラの不具合が発生した時
● アーカイブエラーが発生した時

 (A110ページ eアーカイブの設定 f)

● モーション検知によってEメールを送信するためにはeス
ケジューラの設定 f (A55ページ )で Eメールが送信さ
れる期間を設定しておく必要があります。

● Eメールを設定した場合にはテストを行い、Eメールが送
信されることを確認してください。

ご注意 :                                                                              
● 件名に日本語を入力すると、受信メールで文字化けが発

                                                                                                    
生することがあります。

項目 内容
A Eメールを
使用する
（モニター）

Eメール送信を行うときに、チェック
します。

B 受信者 送信先のメールアドレスを入力します。
複数の送信先を指定する場合は、セミ
コロンを入れてアドレスを続けて入力
します。

C 送信者設定 送信者のメールアドレス、出力メール
(SMTP)サーバー名、メールサーバーへ
のログイン設定を入力します。

D 件名 件名を入力します。
E メッセージ 送信内容を入力します。
F メール送信
間の時間
（分）

メールを送信するインターバルを分単
位で設定します。

G 画像を含む 送信メッセージに画像を含む場合、
チェックを入れます。

A

B

C

D

E

G

F

[Eメールの設定 ]画面
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応用操作

記録画像は、アーカイブすることにより使用するハード
ディスクの容量一杯まで保存できます。
デフォルトでは、カメラからの記録画像はカメラごとに
データベースに保存され、データベースが一杯になると自
動的にアーカイブされます。
メモ :                                                                                   
● カメラごとのデータベースは [カメラ記録設定 ]→ [デバイ
スマネージャ ]→ [カメラ名 ]→ [カメラ設定 ]をクリッ
クし、[データベース設定 ]で調整します。最大 600,000
フレームもしくは 40ＧＢまで保存でき、古い情報から
削除されます。毎日アーカイブすることで、画像データ
は使用するハードディスクの容量一杯まで保存すること
ができます。

● 毎日設定した回数のアーカイブ作成が指定できます。
● アーカイブ用として用意する記憶装置は、自動的に選択
されます。アーカイブは空き容量の大きいドライブが自
動的に選択されます。

● アーカイブされた画像も通常の記録画像と同様に、再生

                                                                                                    
機能を利用することができます。

1 [カメラ記録設定]→[アーカイブ設定]をクリックす
る

2 [次の日数より古いデータベースを削除 ]に、何日分
のアーカイブデータを保存するかを指定する

3 毎日何時にアーカイブを作成するか、[追加 ][削除 ]
ボタンを使って設定する

4  アーカイブを作成するカメラを指定する

ご注意 :                                                                               
● アーカイブ機能の動作開始時に、記録画像が数秒間途切
れる場合があります。

メモ :                                                                                   
● 音声ありで記録されている場合、音声データのアーカイ

                                                                                                    
ブも作成・保存されます。

�設定項目と各ボタンアーカイブの設定

A

C

B

D
E

F

G H I

JK

[アーカイブセットアップ ]画面

項目 内容
A アーカイブ
を使用

この項目は設定できません。常に
チェックが付いています。

B 次の日数よ
り古いデー
タベースを
削除

アーカイブされた画像を何日残すかを
指定します。

C 空きスペー
スが必要な
場合、古い
アーカイブ
を自動的に
削除

この項目は設定できません。常に
チェックが付いています。

D アーカイブ
エラーで、
Eメールを
送信

アーカイブが失敗したとき、Eメール
で通知します。

E パス設定を
自動で行う

アーカイブする記憶装置を自動的に選
択します。アーカイブは空き容量の大
きいドライブが自動的に選択されます。
通常はチェックを付けておきます。
チェックをはずすと [保存先指定 ]ボタ
ンが表示されます。
NASにアーカイブするなど、保存先を
特定のドライブに設定したい場合には
チェックをはずします。

保存先指定 [自動パス設定 ]ボックスのチェックを
はずすと表示されます。カメラごとの
アーカイブ先を指定します。NASに
アーカイブするなど、保存先を特定の
ドライブに設定したい場合にはここで
保存先を指定します。
ご注意 :                                                
● 運用後、アーカイブ先の変更を行う
と、以前のアーカイブデータは再生

                                                                   
できなくなります。

F アーカイブ
機能を適用
するカメラ
を選択

[アーカイブを使用 ]ボックスにチェッ
クを入れると、アーカイブ可能なカメ
ラの一覧が表示されます。
特定のカメラにアーカイブを設定する
には、カメラ名横のボックスにチェッ
クを入れてください。

G 全てセット
する

全てのカメラにチェックを入れます。

H 全てクリア
する

全てのカメラのチェックをはずします。

I 全てのパス
をセットす
る

使用しません。
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�設定項目と各ボタン（つづき）

メモ :                                                                                   
● ＮＡＳとは、ネットワーク上に接続したファイルサーバ
専用機です。本機ではＮＡＳをＮＡＳドライブとして
アーカイブ先に指定することができます。

● NASドライブの設定につきましては、[ハードディスク
ユーティリティ ]の [詳細 ]項目 (A 119ページ )をご覧
ください。

ご注意 :                                                                               
● アーカイブ処理開始時にその他の操作（ライブ映像表示
の開始など）が重なると、最大 3秒程度記録が途切れる
場合があります。

● アーカイブ実施時刻の間隔は 1時間以上あけてください。
● 複数のカメラから同じＮＡＳドライブを指定しないでく
ださい。カメラ台数分のＮＡＳを確保できない場合は、
ＮＡＳを複数のパーティションに切り、別のＮＡＳド
ライブとして設定してください。

● [パス設定を自動で行う ]の設定を変更すると変更前の

                                                                                                    
データの再生が出来なくなることがあります。

NAS へのアーカイブ設定変更時のご注意
アーカイブの保存先に NASを設定している場合、「ディレ
クトリの選択」画面を表示したときに表示されるパスが、
設定値と異なる場合がありますのでご注意ください。

アーカイブ設定変更時のご注意
アーカイブの保存先に C、L、M ドライブを設定しないでく
ださい。正常に動作しなくなる場合があります。

項目 内容
J 追加 アーカイブ時刻を指定します。
追加 [追加 ]欄で指定した時刻を、[実施時刻

] M一覧に追加します。
削除 選択した実施時刻を一覧から削除しま

す。
K 実施時刻 指定されたアーカイブ時刻の一覧。

アーカイブは毎日指定された時刻に行
われます。

保存先指定
ボタン

[アーカイブセットアップ ]画面
（アーカイブの保存先に h:￥が設定
されている）

[ディレクトリの選択 ]
画面
（Cドライブが表示さ
れている）
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応用操作

記録データのデータベースの設定を行います。
[メインメニュー ]→ [カメラ記録設定 ]→ [デバイスマネー
ジャ ]からカメラを選択→ [カメラ設定 ]を選びます。
メモ :                                                                                   
● 本機では、記録データをデータベースと呼んでいます。

                                                                                                    
記録画像はデータベースとして保管されます。

�データベース設定を行う

メモ :                                                                                  
● データベースは、最大 600,000レコードまで保存可能で
す。

● 最大データベースサイズの初期設定は、108,000レコー
ドです。変更した場合、記録時間、記録性能が低下する
ことがありますので、変更しないでください。

● アーカイブを使用すると、この限度に関係なく保存する
ことが可能です。

● 設定によって、次の [設定を修正しますか ]画面が表示さ
れる場合があります。その場合、[いいえ ]をクリックし
てください。

ご注意 :                                                                              
● UPSを使用しない場合は、Aデータベース内最大タイム
スパン Bを選択し、その時間を A60分 Bに設定すること

                                                                                                    
を推奨します。

データベースの設定

項目 内容
A 最大データ
ベースサイ
ズ

一定のレコード数（記録数）に達する
まで、記録をデータベースに保存しま
す。となりの欄でレコード数を指定し
ます。
[データベースが一杯の場合、自動的に
アーカイブする ]Cにチェックがされて
いない場合、指定したレコード数に達
したら、古い記録から自動的に上書き
されます。

B データベー
ス内最大タ
イムスパン

一定の記録時間に達するまで、記録を
データベースに保存します。となりの
欄で記録時間を指定し、時間の単位
（分、時間、日）をリストから選びま
す。
[データベースが一杯の場合、自動的に
アーカイブする ]Cにチェックがされて
いない場合、指定した記録時間に達し
たら、古い記録から自動的に上書きさ
れます。

C データベー
スが一杯の
場合、自動
的にアーカ
イブする

データベースが一杯になった場合、自
動的にアーカイブします。
ハードディスクの空き容量が少なく
なった場合、古いアーカイブから削除
されます。

A

B

C

D

E

[カメラ設定 ]画面

項目 内容
D データベー
スに問題が
発生した場
合、次の処
置を実行し
ます

データベースに問題が発生した場合、
どうするか選択します。選択肢の数は、
アーカイブが有効かどうかによって変
わります。
通常は Aアーカイブ（修復無し）Bを選
択してください。他の選択肢を選択し
た場合は、最悪の場合データベースに
問題が発生した場合に消去されてしま
うことがあります。

[修復。不可能な場合はスキャンし、消去します ]：
簡易版（修復）と詳細版（スキャン）の、2種類の修復
方法が試されます。そのどちらもうまくいかなかった
場合は、データベースの内容を削除します。
[修復。不可能な場合は消去します ]：
簡易版の修復が試されます。うまくいかなかった場合
は、データベースの内容を削除します。
[修復。不可能な場合はアーカイブします ]：
カメラのアーカイブが有効の場合のみ選択できます。
簡易版の修復が試されます。うまくいかなかった場合
は、データベースの内容をアーカイブします。
[削除（修復せず）]：
選択しないでください。
[アーカイブ（修復無し）]：
カメラのアーカイブが有効の場合のみ選択できます。
データベースの内容をアーカイブします。通常はこれ
を選択してください。

E [データベー
スパス ]

設定は変更しないでください。
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フラッシュメモリへの設定値の保存・復元などを行います。

1 メインメニューの [フラッシュメモリユーティリ
ティ ]を選ぶ
● フラッシュメモリユーティリティ画面が表示されま
す。

�設定データの保存
本体設定データをフラッシュメモリに保存します。

1 前面（背面）の [シリアル ](SERIAL)端子にフラッ
シュメモリを挿入する

2 [設定データの保存 ]を選ぶ
● [設定データを保存しますか?]という確認メッセージが
表示されます。

● [フラッシュメモリを検出できません ]と表示されるこ
とがあります。この場合、30秒程待ってから、再度 [
設定データの保存 ]を選択してください。

3 [OK]を押す
● 設定データの保存が実行されます。
● 保存が完了すると [設定データを保存しました ]という
メッセージが表示されるので、再度 [OK]を押します。

4 [フラッシュメモリの取り外し ]を選ぶ
● [フラッシュメモリを取り外しますか？ ]という確認
メッセージが表示されるので、[OK]を押します。

● [フラッシュメモリを取り外しました ]というメッセー
ジが表示されるので、[OK]を押します。

5 前面（背面）の [シリアル ](SERIAL)端子からフ
ラッシュメモリを取り外す

メモ :                                                                                  
● [メインメニュー]h[カメラ記録設定]の[画質]の設定(A 60
ページ )、[OS設定 ](A 75ページ )、[ユニット設定 ]の
[パスワード ]セクション (A 71ページ )で設定された項
目の保存は行われません。

● 設定データはフラッシュメモリ（USBメモリ）の VR-
N1600フォルダ以下に保存されます。(VR-N1600)

● 設定データはフラッシュメモリ（USBメモリ）の VR-
N900フォルダ以下に保存されます。(VR-N900)

● [フラッシュメモリの取り外し ]を実行したあとで再度設
定データの保存を行う場合にはシリアル端子から 1度フ
ラッシュメモリを取り外し、再度挿入してください。挿

                                                                                                    
入時の認識は自動的に行われます。

フラッシュメモリユーティ
リティ

フラッシュメモリユーティリティ画面
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応用操作

�設定データの読込み
本体設定データをフラッシュメモリから読み込みます。

1 前面（背面）の [シリアル ](SERIAL)端子にフラッ
シュメモリを挿入する

2 [設定データの読込み ]を選ぶ
● フラッシュメモリに保存されたデータが存在する場
合、設定データリストに、フラッシュメモリに保存さ
れているデータの一覧が表示されます。

● [フラッシュメモリを検出できません ]と表示されるこ
とがあります。この場合、30秒程待ってから、再度 [
設定データの読込み ]を選択してください。

● このセットで保存された設定データは、先頭に AMy 
MachineBと表示されます。他の NVRで保存された
データの場合、AOther MachineBと表示されます。続
く (  )内には ,  データを保存した NVRの Macアドレ
スが表示されます。その後ろに保存した日時が A年 - 
月 - 日 - 秒 -SettingBのように表示されます。

● 複数のデータが表示された場合、リストにフォーカス
をあて、読み込みたいデータをハイライト状態にしま
す。

3 読み込む設定データを選び、[読込み ]を押す
● ハイライトしているデータの読み込みを行います。

4 [設定データを読込みますか？]という確認メッセー
ジが表示されるので、[OK]を押す

● 設定データの読み込みが実行されます。
● 読み込みが完了すると [設定データを読込みました ]と
いうメッセージが表示されるので、[OK]を 押します。

5 [閉じる ]を押して、フラッシュメモリユーティリ
ティ画面に戻る

�フラッシュメモリの取り外し
1 [フラッシュメモリの取り外し ]を選ぶ

● [フラッシュメモリを取り外しますか？ ]という確認ダ
イアログが表示されるので、[OK]を押します。

● [フラッシュメモリを取り外しました ]というメッセー
ジが表示されるので、[OK]を押します。

2 前面（背面）の [シリアル ](SERIAL)端子からフ
ラッシュメモリを取り外す

メモ :                                                                                  
● [メインメニュー]h[カメラ記録設定]の[画質]の設定(A 60
ページ )、[OS設定 ](A 75ページ )、[ユニット設定 ]の [
パスワード ]セクション (A 71ページ )で設定された項
目の読込みは行われません。

● [フラッシュメモリの取り外し ]を実行したあとで再度設
定データの読み込みを行なう場合にはシリアル端子から
1度フラッシュメモリを取り外し、再度挿入してくださ
い。挿入時の認識は自動的に行なわれます。

ご注意 :                                                                              
● 異なる言語設定で保存された設定データを読み込んだ場
合には、[メインメニュー ]の [言語設定 ]で保存した時
の言語に変更してください。

● Milestone System社のEnterpriseを使用してMaster/Slave
を構築する場合、１台の NVRの設定を他の NVRで読み
込んで使用することはできません。

● VR-N900で保存したデータを VR-N1600で使うことはで

                                                                                                    
きません。逆の場合も同様です。

フラッシュメモリユーティ
リティ（つづき）

[設定データリスト ]画面
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カメラへの IPアドレス割り振り、自動検出関連の各種設定
を行います。

IPリース機能を設定する
各ネットワークカメラに IPアドレスを割り振る機能を設定
します。
ご注意 :                                                                               
● IPリース機能でネットワークカメラの IPアドレスを割り
振るためには、ネットワークカメラの DHCPを有効にし
ておく必要があります。ネットワークカメラの DHCPを
有効にするには、ネットワークカメラの取扱説明書をご

                                                                                                    
覧ください。

1 [メインメニュー ]から [自動検出設定 ]を選ぶ
● 自動検出設定画面が表示されます。

2 [IPリース機能 ]で [使用する ]を選択する

ご注意 :                                                                               
● NVRを複数台同時使用するネットワークの場合、[IPリー
ス機能 ]を有効にするのは、1台だけにしてください。
また、同一ネットワーク上に DHCPサーバーが稼動して
いる場合には、[使用しない ]を選ぶようにしてくださ
い。

● [IPリース機能 ]を同時に2台以上有効にすると、固定 IPに

                                                                                                    
なってしまうなど、カメラが誤動作する場合があります。

3 [設定値 ]の各項目を設定する

4 [OK]をクリックする
● 設定画面が非表示になり、IPリース機能が開始しま
す。

● IPリース機能を停止するには、ステップ 2 で A使用し
ない Bを選択してください。

自動検出設定

2

3

4
自動検出設定画面

VR-N900

項目 内容
先頭 IPアドレス カメラに割り振る IPアドレスの先頭

アドレスを指定します。
台数 カメラに割り振る IPアドレスの台数

を選びます。先頭 IPアドレスから選
んだ台数分の IPアドレスが割り振ら
れます。

サブネットマスク カメラに設定するサブネットマスクを
指定します。

デフォルトゲート
ウェイ

カメラに設定するゲートウェイを指定
します。

DNSサーバー カメラに設定する DNSサーバーのア
ドレスを指定します。

ドメイン名 カメラに設定するドメイン名を指定し
ます。

リース期限 カメラに割り当てる IPアドレスの有
効期限を設定します。A期限あり Bを
選択すると、リース期限を時間単位で
選択することが出来ます。

クライアント限定 IPアドレスを割り当てる際に、機器
を限定するかを選択します。A指定カ
メラのみ Bを選択した場合は、対応カ
メラのみ IPアドレスを割り当てます。
A限定しない Bを選択した場合は、ど
の機器に対しても IPアドレスの割り
当てを行います。

MAC指定 [MAC指定 ]はカメラに、指定した IP
アドレスを割り当てたい場合に設定し
ます。指定した MACアドレスには、
常に指定した IPアドレスが割り当て
られます。MAC欄と IP欄に値を設定
して [追加 ]を押すと設定されます。
また、表示されている MACアドレス
と IPアドレスを選択して、[削除 ]を
押すと、設定が解除されます。
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応用操作

自動検出機能を使う
対応ネットワークカメラの自動検出を行います。
メモ :                                                                                   
● スイッチングHUBなどのネットワーク機器にマルチキャ
ストパケットを通さない設定がされていると、自動検出

                                                                                                    
が正しく行えない場合があります。

[アドレス情報 ]のリストには、自動検出したカメラの IPア
ドレス、MACアドレス、映像 CH数、メーカー名、機種名
が表示されます。

1 [自動検出 ]をクリックする
● 自動検出が行われ、画面にカメラが表示されます。上
位にあるカメラが優先的に使用されます。

2 検出されたカメラの順番を入れ換える
● ソートボタンをクリックすると検出されたカメラの順
番をソートすることができます。

● ソートボタンには、[IP]ソート、[MAC]ソート、[CH]
ソート、[MAKER]ソート、[MODEL]ソートがありま
す。

● 検出されたカメラを選んでから [上へ ]、[下へ ]ボタンを
クリックすると、カメラの順番が入れ換わります。

● 使用しないカメラの場合はチェックをはずしてくださ
い。

メモ :                                                                                   

                                                                                                    
● リスト順の上位にあるカメラが優先的に使用されます。

3 アナログ入力を設定する (VR-N900)

● 使用するアナログ入力のチャンネル数と形式を設定し
ます。

ご注意 :                                                                              
● 背面の [VIDEO IN]端子に接続されているアナログカメラ
の信号が、[アナログ入力 ]の設定（NTSC/PAL） と異
なっている場合、AENCODE ERROR（format）Bと表示
されます。この場合、マウスを使い [OK]ボタンをクリッ
クして AENCODE ERROR（format）B表示を非表示にし
てから、[アナログ入力 ]の NTSC/PALを正しく設定し
てください。

● マウスの使い方については [文字の入力・マウスポイン

                                                                                                    
ターについて ] (A28ページ )をご覧ください。

4 [登録 ]をクリックする

5 [OK]をクリックする
● [カメラ記録設定 ]画面が表示されます。

6 [カメラ記録設定 ]画面の [閉じる ]をクリックする
● DefaultViewが自動的に作成されます。このビューを
保存したい場合は、ビューの名前を変更してくださ
い。

メモ :                                                                                  
● 自動検出機能で作成されたビュー (Default View)では、
ビュー内のカメラの配置が変わることがあります。配置
を固定したい場合はビューに名前をつけて保存してくだ
さい。

ご注意 :                                                                              
● 自動検出の操作を行う際、[デバイス検索 ]画面で、A次回
以降検出しません Bをチェックすると、以降の自動検出
操作では、当該カメラの [デバイス検索 ]画面が表示さ
れなくなりますが、一度検出対象外にしたカメラでも手

                                                                                                    
動で追加 (A 88ページ )することが可能です。

自動検出設定（つづき）

2

1

5

4

3

自動検出設定画面

VR-N900
116



使用する言語の設定を行います。
メモ :                                                                                   
● 機能およびGUIは、初回電源投入時に表示される e言語を

                                                                                                    
選択する f (A23ページ )と同じです。

1 NVR Viewerを終了する

2 メインメニューから [言語設定 ]を選ぶ
● NVR Viewer初回電源投入時には、言語選択の画面が
表示されます。

3 言語を選ぶ
● 言語選択のプルタブをクリックして変更したい言語を
選びます。

4 OKをクリックする
● 選択を有効にするには [OK]を押します。言語設定を変
更すると再起動します。

メモ :                                                                                   

                                                                                                    
● キャンセルするには [キャンセル ]を押します。

ご注意 :                                                                               
● 言語設定は、本機の起動直後に行なってください。
● 言語設定が終了すると本機は自動的に再起動します。終
了するまで約 5分かかります。

● 言語設定は、NVR Viewerを終了した後に行なってくださ
い。

                                                                                                    
● 言語設定中は、絶対に電源を切らないでください。

言語設定

4

3

[言語選択 ]画面
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応用操作

ハードディスクの状態確認、フォーマット（初期化）、デフ
ラグ（空き領域の断片化を解消する）を行います。
進行状況表示部には、フォーマット、デフラグの進行状況
を表示します。

1 メインメニューから [ハードディスクユーティリ
ティ ]を選ぶ
● ハードディスクユーティリティ画面が表示されます。
以下の項目を設定します。

ハードディスクユーティリ
ティ

項目 内容
A ボリューム ボリューム欄右側の下矢印をクリック

して、操作対象のハードディスクを選
択します。選択するとその下側に選択
したボリュームの容量と空き容量の割
合が表示されます。

B

C

D

F

A

E

ハードディスクユーティリティ画面
進行状況表示部

項目 内容
B デフラグ ボリューム欄で選択したボリュームに

対してファイルの断片化を解消するデ
フラグ機能を実行します。ハードディス
クの状態によって数時間かかる場合が
あります。
状況により、実行できない場合は、A 今
はデフラグできません。B と表示されま
す。[閉じる ]を押してダイアログを閉じ
ます。

C 初期化 ボリューム欄で選択したボリュームに
対してハードディスクの初期化を実行
します。初期化を行うと、そのボリュー
ムに含まれている全てのデータが失わ
れます。確認のため A初期化してかまい
ませんか？ B と表示されます。また、
フォーマットされていないディスクを
選択したとき、Aunformat diskB または
Aunpartition diskBと表示されます。
初期化して構わない場合は、[OK]を押し
てください。取りやめたい場合は、[キャ
ンセル ]を押してください。状況により、
実行できない場合は、A 今は初期化でき
ません。Bと表示されます。[OK]、[キャ
ンセル ] のいずれかを押してダイアログ
を閉じてください。
通常は、初期化された状態でハードディ
スクは出荷されますが、ハードディスク
の種類によってはフォーマットされて
いない場合があります。その場合、ボ
リューム一覧には [unformat disk]が現れ
ます。未フォーマット・ディスクは、
[unformat disk]を選択した後、[初期化 ]
を押してください。
ご注意 :                                                
● ボリューム C、D、L、Mは初期化でき

                                                                   
ません。

D 修復 通常は選択しません。ハードディスクの
障害が疑われるような場合、ディスクの
データ構造をチェックしたい場合に選
びます。ハードディスクの容量が大きい
場合は、数時間かかる場合があります。
また、システムファイルの入っている
ハードディスクは、修復できません。次
回、起動時に実行されます。
修復を行おうとするボリュームが使用
中で修復できないことがあります。この
場合、A 現在実行できません。次回のシ
ステム起動時に、修復をスケジュールし
ますか。Bと表示されます。[キャンセル
] を押してもう一度修復ボタンを押して
修復を試みるか、[OK]を押して次回のシ
ステム起動時に修復を行うか選択して
ください。
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メモ :                                                                                   
● ＮＡＳとは、ネットワークに接続したファイルサーバ専
用機です。本機ではＮＡＳをＮＡＳドライブとして
アーカイブ先に指定することができます。

● ＮＡＳドライブへのアーカイブにつきましては、eアーカ
イブの設定 f (A110ページ )をご覧ください。

ご注意 :                                                                               
● NAS接続ユーザー設定のユーザー名には、[OS設定 ] 

(A75ページ )のホスト名と異なる名前を指定してくだ
さい。

● NASドライブを設定した後、１分程度NVR Viewer上にエ
ラーメッセージが表示され、ライブ映像が表示できない

                                                                                                    
場合があります。

設定内容をに初期状態に戻します。

1 メインメニューから [初期設定に戻す ]を選ぶ
● [初期化後は自動で再起動します。開始してもよろし
いですか？ ]のメッセージが表示されます。

2 [OK]をクリックする
● 初期化後、再起動します。

ご注意 :                                                                              
● [メインメニュー]の [OS設定 ](A 75ページ )、[言語設定 ]、

[ユニット設定 ]の [パスワード ]セクション (A 71ペー

                                                                                                    
ジ )の内容は初期化されません。

項目 内容
E 詳細 クリックすると [詳細設定 ]画面が表示

されます。
ＮＡＳにアーカイブする場合の設定と、
内蔵ＨＤＤへのアーカイブの設定を行
います。

NAS接続ユーザ設定
ユーザー
名

ＮＡＳへ接続するためのユーザ名を指
定します。

パスワー
ド

ＮＡＳへ接続するためのパスワードを
指定します。

NASドライブの追加と削除
追加 [接続先 ]に接続するＮＡＳのＩＰア

ドレスを入力し [追加 ]ボタンをクリッ
クします。
例 )￥￥192.168.0.200￥h
　　￥￥NAS機器の IPアドレス￥共有名

削除 [一覧 ]から削除するＮＡＳを選択し [
削除 ]ボタンをクリックします。

内蔵 HDDへの自動アーカイブ
内蔵 HDD
へのアー
カイブを
有効にす
る

通常はチェックを付けます。
チェックをはずすと内蔵ＨＤＤへアー
カイブされません。

F クイック
フォーマッ
ト

[クイックフォーマット ]にチェックを
入れてから [初期化 ]ボタンをクリック
すると、初期化にかかる時間を短縮する
ことができます。
ＨＤＤの初期化時に、不良セクタの検
出を行なう場合は、[クイックフォー
マット ]のチェックを外してから [初期
化 ]ボタンを押してください。

初期設定に戻す

選択
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応用操作

ユーザー管理
ユーザーの登録とユーザー権限の設定を行います。

�ユーザー設定
[ユーザ管理 ]画面が表示され、ユーザーとパスワードを設
定できます。ユーザーの追加方法には以下の 2通りがあり
ます。

� ユーザーを追加：

ユーザー名とパスワードによる認証を行う監視システム
専用のユーザーアカウントを作成します。

� Windows user を追加：

ご注意 :                                                                              
● 通常は使用しません。この設定はシステム管理者にご確
認ください。

● [OS設定 ]で [ホスト名 ]を変更した場合には、[ユーザーま
たはグループの選択 ]画面の [選択するオブジェクト名
を入力してください ]に、AAdministratorBと入力し、[名
前の確認 ]ボタンをクリックしてください。その後 [OK]
ボタンをクリックしてください。

● Windowsユーザーは、[OS設定 ]の [ホスト名 ]で設定した
ホスト名ごとにWindowsユーザーを設定する必要があ
ります。[ユーザ管理 ]画面ではユーザーのホスト名が表
示されないため、ホスト名を変更した場合には、
Windowsユーザーを削除してから、あらためて
Windowsユーザーを追加することを推奨します。

メモ :                                                                                  
● 設定済みのユーザー名とパスワードを編集するには、[現
ユーザー／グループ ]リストで編集したいユーザーを選
び、[パスワードを変更 ...]ボタンを押してください。

● 設定済みのユーザーを削除するには [現ユーザー／グルー
プ ]リストで削除したいユーザーを選び、[削除 ]ボタン
を押してください。リストから削除されたユーザーは、
NVR Viewerにログインできなくなります。

● [ユーザーを追加 ]でユーザーを追加した場合、[ユーザ管
理 ]画面のアイコンの左上に小さな四角形が表示されま
す。[ユーザーを追加 ]と [Windows userを追加 ]で同じ
ユーザー名を登録した場合、この記号で区別することが

                                                                                                    
できます。

�ユーザー権限の設定方法
1 [ユーザ管理 ]セクションで [ユーザーアクセスを制
限 ]を選ぶ

2 [ユーザーアクセス ...]をクリックする

配信設定の詳細

1

2
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3 [ユーザー]リストから権限を設定したいユーザーを
選ぶ

4 [権限全体 ]リストで、ユーザーのグローバル（カメ
ラに限定されない）権限を選ぶ

5 [カメラリスト ]からアクセスできるようにしたいカ
メラを選ぶ

6 [ ]をクリックし、[閲覧可能なデバイスのリスト ]
へ移動する

7 [閲覧可能なデバイスのリスト]に移されたカメラご
とに機能を選ぶ
● 以下の機能から選びます。デフォルトでは全て選択さ
れています。

8 上記設定を他のユーザーに対して繰り返す
メモ :                                                                                  
● 運用を行うユーザは、不用意にシステムが変更されるの
を防ぐために、[セットアップ ]権限を制限することをお

                                                                                                    
すすめします。

項目 内容
ライブをビュー ライブ映像を見ることができます。
ブラウズ 記録画像を再生することができます。
セットアップ 画面表示設定タブを使うことができま

す。
シェアード
ビューの編集

共有グループ内ビューを作成・編集す
ることができます。

プライベート
ビューの編集

プライベートビューを作成・編集する
ことができます。

3

4

5 6

7

項目 内容
ライブ 選択されたカメラからのライブ映像を

見ることができます。
PTZ NVR Viewerで PTZカメラを操作する

ことができます。
PTZプリセット NVR Viewerで PTZカメラをプリセッ

ト位置に移動することができます。
出力 照明を点灯させたり、サイレンを鳴ら

したりするなどの出力が可能である場
合に、出力することができます。

イベント NVR Viewerで手動イベントを発生す
ることができます。

音声の設定 選択されたカメラからのライブ音声を
聞くことができます。（カメラに音声
ソースを設定している場合のみ）

ブラウズ 選択されたカメラからの記録画像を再
生することができます。

AVIエクス
ポート

AVIフォーマットで画像をエクスポー
トできます。

JPGエクス
ポート

JPEGフォーマットで画像をエクス
ポートできます。

データベース
エクスポート

データベースフォーマットで画像や音
声をエクスポートできます。

シーケンス 選択されたカメラからの映像をシーケ
エンス機能を使って再生できます。

スマートサー
チ

NVR Viewerでスマート検索機能
(A 47ページ )を使うことができます。

音声の設定 選択されたカメラからの再生音声を聞
くことができます。（カメラに音声
ソースを設定している場合のみ）
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応用操作

パソコンと接続して以下のことができます。

● パソコンでライブ映像を見る
● パソコンでネットワークカメラの制御をする
● パソコンで記録画像を見る
ご注意 :                                                                               
● パソコンは LAN2端子のネットワークに接続してくださ
い。

● LAN2のネットワークに接続したパソコンから LAN1の

                                                                                                    
ネットワークに接続したカメラの設定はできません。

パソコンの必要条件

ご注意 :                                                                               
● Windows2000でご使用の場合、日本語の文字が正しく表

                                                                                                    
示されないことがあります。

パソコンのネットワーク設定をする
ここでは、本機の工場出荷設定を利用し、小規模の LANを
構築する場合をWindows XP professionalの設定例として説
明します。
(画面は全てWindowsXP SP2の設定画面です。)

1 [スタート ]ボタンをクリックし、[コントロールパ
ネル ]をクリックする

2 [ネットワークとインターネット接続 ]→ [ネット
ワーク接続 ]をクリックする

パソコンと接続する

項目 内容
OS Microsoft Windows 2000 Professional、 

Windows 2000 Serverおよび Advanced 
Server、Windows XP Professional（32
および 64ビット）、Windows Server 
2003（32および 64ビット）

CPU Intel Pentium4以上（大画面の場合
はXeon推奨）、2.4GHz必須

RAM 512MB必須（大画面の場合は 1GB推
奨）

ネットワーク Ethernet、100Mbps以上推奨
グラフィック
カード

AGPまたは PCI-Express、1024× 768
必須（1280× 1024推奨）、16ビット
カラー以上

ハードディスク 50 MB以上の空き容量
ソフトウェア Microsoft .NET Framework 2.0および

DirectX 9.0以降
Microsoft Internet Explorer 6.0

1
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3 NVRが接続されているネットワークを選ぶ

4 右クリックし、[プロパティ ]を選ぶ

5 [Microsoftネットワーク用クライアント ]、[イン
ターネットプロトコル（TCP/IP）]の両方にチェッ
クがついていることを確認する

6 [インターネットプロトコル（TCP/IP）]を選び、[
プロパティ ]ボタンをクリックする

7 [次の IPアドレスを使う ]を選ぶ

8 [IPアドレス ]を 192.168.1.11に設定する

9 [サブネットマスク ]を 255.255.255.0に設定する

10 [デフォルトゲートウェイ]を192.168.1.254に設定
する

11 [OK]ボタンをクリックする

12 [ローカルエリア接続のプロパティ]画面の [OK]ボ
タンをクリックする

ご注意 :                                                                              
● ネットワーク環境内で同じ IPアドレスを使わないように
設定してください。

● パソコンのネットワーク設定では、1つの NICに対して、

                                                                                                    
複数の IPアドレスを登録しないでください。
123



応用操作

パソコンに NVR Viewerをインストールす
る
ご注意 :                                                                               
● インストールを始める前に、Microsoft .NET Framework 

2.0、DirectX9.0以降、Microsoft Internet Explore6.0がパ
ソコンにインストールされていることを確認してくださ
い。インストールされていない場合は、NVR Viewerの

                                                                                                    
インストールに失敗する場合があります。

1 Internet Explorerブラウザ（バージョン 6.0以降）
を開き、NVRの IPアドレス
Ahttp://192.168.1.253Bを入力する
● ウェルカム・ページが表示されます。

ご注意 :                                                                               

                                                                                                    
● [Remote Client]は選択しないでください。

2 [NVR Viewerをこの PCにインストールします。]を
クリックする
● [このファイルを実行または保存しますか？ ]と確認の
メッセージが表示されます。

3 [実行 ]ボタンをクリックする
NVR Viewerセットアップ・ウィザードが開始します。

4 [Next]をクリックし、インストール指示に従って操
作する

パソコンと接続する（つづき）

NVR Viewer

NVR ViewerをこのPCにインストールします。

NVR Viewer.exe

NVR Viewer Installer

NVR_Viewer [1].exe
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5 インストールの終了
● インストールが終了し、デスクトップに ANVR 

ViewerBのショートカットが作成されます。

NVR Viewerにログインする
1 デスクトップにあるNVR Viewerのショートカット
をダブルクリックする

メモ :                                                                                  
● NVR Viewerのショートカットがデスクトップにない場合
は、[スタート ]メニューから ANVR ViewerBを選んでく
ださい。

● NVR Viewerのログイン画面が表示されます。

                                                                                                    

NVR NVRViewer
125



応用操作

NVR Viewerにログインする（つづき）
2 以下のログイン情報を設定する

3 [Connect]ボタンをクリックする
● しばらくすると、NVR Viewer画面が表示されます。

メモ :                                                                                  
● 以前に NVR Viewerにログインしたことがある場合は、前
回終了時に使用していたビューを表示するか聞いてきま
す。（監視用パソコンから接続する場合のみ）
[Main View]/メインビュー：
チェックを入れると、前回終了時に [NVR Viewer]のメイ
ンウィンドウに使用していたビューが表示されます。
[Detached Views]/分離ビュー：
チェックを入れると、[Primary Display]画面やマルチモ
ニター、フローティング画面に表示したビューが表示さ
れます。

ご注意 :                                                                              
● 配信クライアント数の上限まで達している状態でログア
ウトした場合、次に接続するまで数分間待つ必要があり
ます。

● 複数のパソコンから接続して音声を再生した場合、音声

                                                                                                    
が乱れることがあります。

4 表示言語を日本語に設定する
A画面右上の [K]ボタンをクリックする。
B表示されたメニューから [Language]を選択する。
C表示されたサブメニューから、AJapanese(Japan）B
を選択する。→ダイアログが表示されるので、[OK]
をクリックする。

D右上の [�]ボタンをクリックして、NVR Viewerを終了
する。
→次回起動時より、日本語で表示されます。

パソコンと接続する（つづき）

項目 内容
A Server 

address
本機の IPアドレスとポート番号を指定
します。（例：[http://192.168.1.253:80]
の場合、[:80]がポート番号を表してい
ます。）
ポート番号は、[配信設定 ]の [サー
バー設定 ]で設定したポート番号になり
ます。(A 79ページ )

B Authentication 認証方法を 3種類から選択します。
通常は ABasic authenticationBを選択し
ます。

Windows 
authentication 
(current user)

Windows認証です。現在のWindows
ユーザーとしてログインします。

Windows 
authentication

Windows認証です。
Windowsユーザーとしてログインしま
すが、ユーザー名とパスワードを入力
する必要があります。

Basic 
authentication

基本認証です。
本機にアクセスするためのユーザー名
とパスワードを入力する必要がありま
す。

C User name [Authentication]項目Bで AWindows 
authenticationBを選んだ場合、
Windowsのユーザー名を入力します。
ABasic authenticationBを選んだ場合は、
[配信設定 ](A 120ページ )の [ユーザ
管理 ]項目で登録したユーザー名を入力
します。

D Password [Authentication]項目Bで AWindows 
authenticationBを選んだ場合、本機の
ログオンパスワードを入力します。
ABasic authenticationBを選んだ場合は、
[配信設定 ](A 120ページ )の [ユーザ
管理 ]項目で登録したパスワードを入力
します。

A

C
D

B

E
F

� VR-N1600
User name：vr-n1600
Password ：vr-n1600

� VR-N900
User name：vr-n900
Password ：vr-n900

項目 内容
E Remember 

password
パスワードを保存します。
[Authentication]項目Bで AWindows 
authenticationBまたは ABasic 
authenticationBを選んだ場合は、この
ボックスにチェックを入れると、次回
から [Connect]ボタンをクリックするだ
けでログインできます。

F Auto-login 自動ログインします。チェックを入れ
ると、自動的に [NVR Viewer]に
ログインします。

[K]ボタン [�]ボタン
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NVR Viewerの使い方
NVR Viewerの使い方については、以下のページをご覧くだ
さい。

� eマウス操作でライブ映像を見る f (A38ページ )

� eマウス操作で記録画像を再生する f (A44ページ )

� e画面表示設定 f (A62ページ )

NVR Viewerをログアウトする、終了する

�ログアウトする
1 ログアウトボタンをクリックする

● ログアウトされ、再び NVR Viewerのログイン画面が
表示されます。

ご注意 :                                                                              
● 本体を再起動したときや、本体の NVR Viewerを再起動し
た場合は、監視用パソコンでの NVR Viewerを一度ログ

                                                                                                    
アウトしてから再度ログインしてください。

�終了する
1 [�]ボタンをクリックする

● NVR Viewerが終了します。

ログアウトボタン [�]ボタン
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応用操作

[AUDIO IN 1]端子に入力された音声（マイクなど）を、双
方向音声対応カメラへ送信し、カメラに接続されたスピー
カから出力します。

準備
�接続

1 [システム接続例 ] (A26ページ )を参考に、マイクを
マイクアンプやミキサーに接続し、出力を背面の
[AUDIO IN 1]端子に接続する

メモ :                                                                                   
● [AUDIO IN 2]端子に入力された音声を双方向音声対応カ

                                                                                                    
メラに送信することはできません。

�双方向音声対応カメラの登録

1 [カメラを追加する ] (A88ページ )を参照し、双方向
音声対応カメラを登録する

ご注意 :                                                                               
● カメラのパスワードを変更した場合、メインメニューの [
イベント音声設定 ]で、変更したカメラのパスワード設
定を行なってください。[パスワードを設定する ] (A132

                                                                                                    
ページ )

音声の送信
1 カメラのライブ映像を確認するため、NVR Viewer
を起動する
● 壁紙画面またはメインメニューが表示されている状態
で、[ライブ /再生 ]ボタンを押すことにより NVR 
Viewerが起動します。

2 [機能 ]ボタンを押しながら、テンキーの [7/B]ボタ
ンを押し、[音声送信 ]画面を起動させる

3 音声送信のモードを選択する
● 音声送信モードには[一斉同報モード]と[個別選択モー
ド ]があります。[一斉同報モード ]では同時に複数の
カメラに音声を送信することができます。[個別選択
モード ]では、ひとつのカメラに対して音声を送信し
ます。

● [一斉同報モード ]の場合に音声を送信するカメラは、
メインメニューの [イベント音声設定 ]画面で選択し
ます。[イベント音声設定 ]画面の左側にあるイベン
トリストから [一斉同報 ]を選択し、音声を送信した
いカメラのチェックボックスにチェックを入れます。

● [個別選択モード ]では、送信先のカメラは [[デバイス ]
カメラ名 ]で選択がすることができます。

● 送信先のカメラは、[状態情報 ]リストに表示されます。

4 [接続 ]ボタンを押し、送信先のカメラに接続し、音
声送信を開始する
● [状態情報]リストの[状態]部分にカメラとの接続状態が
表示されます。[接続 ]ボタンを押した後に、表示が A
接続 Bになるとカメラに対して [AUDIO IN 1]端子に入
力された音声が送信されます。

● A切断 Bと表示された場合は、本機とカメラ間のネット
ワークやカメラの IPアドレス、カメラの電源などを
確認してください。A認証失敗 Bと表示された場合は、
メインメニューの [イベント音声設定 ]画面で、A認
証失敗 Bと表示されたカメラのパスワードを再度登録
してください。[パスワードを設定する ] (A132ペー
ジ )

音声送信アプリ操作 (VR-
N1600)

3

4

5

[音声送信 ]画面
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5 [切断 ]ボタンを押すと、カメラとの接続が切断され
る

メモ :                                                                                   
● メインメニューの [カメラ記録設定 ]で登録されていない
カメラを選択することはできません。

● カメラの音声設定が半２重モードになっている場合、A接
続 B状態の間は、カメラからの音声は聞こえません。

● イベント音声設定されているカメラに対してマイク音声
を送信する場合、マイク音声送信中は、イベント連動の
音声再生機能は停止し、マイク音声の送信が優先されま
す。

● [接続 ]、[切断 ]ボタンを背面のアラーム端子から制御する
ことが可能です。この場合、[イベント音声設定 ]の [
プッシュトゥトーク ]で制御に使用するアラーム端子を
選択してください。アラーム入力時に [接続 ]ボタンを
押した動作となり、アラームを解除すると [切断 ]ボタ
ンを押した動作となります。制御は [接続 ]、[切断 ]ボ
タンの表示状態が有効な場合に可能です。(A 130ペー
ジ )

ご注意 :                                                                               
● メインメニューの [カメラ記録設定 ]、[イベント音声設定 ]
で、設定や音声再生のテストを行なう場合、このダイア
ログを終了してから行なってください。

● パフォーマンスメータで黄色や赤色が点灯している場合
には、 マイク音声が途切れてしまうことがあります。確
実に音声を送信するためには、一時的に記録を停止する
等の操作を行ない、パフォーマンスメータの黄色、赤色
が点灯しないようにしてください。

                                                                                                    
[パフォーマンスメーターについて ] (A28ページ )
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応用操作

本機に登録したジェネリックイベントやリア端子へのア
ラーム信号などのイベントが動作したときに、特定の音声
ファイルをカメラや本機など、指定した再生先から再生す
る機能です。イベント音声設定画面では、以上の設定とイ
ベント音声機能に関連する設定を行います。

1 [メインメニュー ]から [イベント音声設定 ]を選ぶ
● [イベント音声設定 ]画面が表示されます。

イベント音声設定 (VR-
N1600)

項目 内容
A イベント イベント音声で使用することのできる

イベントが表示されます。
最大 100個のイベント ([外部アラーム
端子 ]と、[一斉同報 ]の数も含まれま
す )を使用することができます。[カメ
ラ記録設定 ]画面で設定した [ジェネ
リックイベント ]と、VR-N1600本体背
面の [外部アラーム端子 ]と、[一斉同
報 ]が表示されます。
メモ :                                                     
● VR-N1600の外部アラーム端子へのイ
ベント設定後に、[カメラ記録設定 ]で
本体の音声入力 ANVR（127.0.0.1）B
を削除しないでください。設定した情

                                                                   
報が消去されます。

B 条件式 [イベント ]項目Aで選択した [ジェネ
リックイベント ]の条件式が表示されま
す。

C 設定更新 イベント音声機能を現在の設定に更新
し、[イベント音声設定 ]画面を閉じま
す。

A B

C
D

E

F

G

H

項目 内容
D キャンセル すべての設定をキャンセルし、[イベン

ト音声設定 ]画面を閉じます。
メモ :                                                    
● [パスワード ]画面で設定した送信先の

                                                                    
パスワードはキャンセルできません。

E 音声ファイ
ル

イベントが作動した時に、再生される音
声ファイルと再生回数を指定します。
再生回数は A1回 Bから A10回 Bまで指
定できます。無制限にループ再生する A
連続 Bも指定できます。特定のイベント
に対して再生音声を指定しない場合は、
空白を選択してください。
メモ :                                                    
● 途中で再生を停止する場合は [アラー

                                                                    
ム解除 ]ボタンを押してください。

F 各ページの
起動ボタン

● [音声コピー ]ボタン：
[音声ファイルユーティリティ ]画面
を起動します。(A 131ページ )

● [設定コピー ]ボタン：
[設定コピー ]画面を起動します。

● [パスワード ]ボタン：
[パスワード ]設定画面を起動します。

● [通信設定 ]ボタン：
[通信設定 ]画面を起動します。

G 音声再生先 /
IPアドレス

音声再生先として使用可能なカメラと
IPアドレスの一覧が表示されます。
イベントが作動したときの音声の再生先
を一覧から選択します。音声を再生する
カメラのチェックボックスにチェックを
入れてください。[音声再生先 ]および
[IPアドレス ]をクリックすると一覧を
並べ換えることができます。

H プッシュ
トゥトーク

プッシュトゥトークとは、マイクのボタ
ンを押し続けている間 (本機の [ALARM 
IN]端子にメイク信号が入力され続けて
いる間 (A 20ページ ) )のみ双方向音声
対応カメラに対して音声送信が可能とな
る機能です。
[プッシュトゥトーク ]機能で使用する
VR-N1600本体背面の「外部アラーム端
子」を選択します。
[プッシュトゥトーク ]機能を利用しな
いときには、空白を選択してください。
メモ :                                                    
● [プッシュトゥトーク ]機能を利用する
と、[カメラ記録設定 ]画面で設定し
た [ALARM IN1～ 8]端子に関連した
動作は無効になります。（選択した端
子番号のアラーム入力のみ無効にな
ります。選択した端子以外のアラー
ム入力に関する動作は有効です。）

                                                                    
(A 99ページ )
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音声をコピーする
[イベント音声設定 ]画面で使用する、音声ファイルのコ
ピー (本機への登録 )、削除、再生テスト、録音を行いま
す。対応フォーマットは G711μ-lawモノラル音声です。再
生時間は 300秒まで対応しています。
メモ :                                                                                   

                                                                                                    
● 音声ファイルの再生時間は 180秒以下にしてください。

1 [イベント音声設定 ]画面の [音声コピー]をクリック
する
● [音声ファイルユーティリティ ]画面が表示されます。

項目 内容
A USBメモリ 本機に接続した USBメモリのルート

フォルダにある G711μ-lawモノラル
フォーマットの音声ファイルが表示され
ます。

B 追加（停止） [USBメモリ ]の一覧から音声ファイル
を一つ選択して [追加 ]を押すと、[USB
メモリ ]内の音声ファイルが本機にコ
ピーされます。音声ファイルのコピー
中、[追加 ]ボタンは [停止 ]ボタンとな
ります。音声ファイルのコピーを停止し
たいときは、[停止 ]ボタンを押してくだ
さい。
メモ :                                                     
● 本機に同じファイル名の音声ファイ
ルが既に存在する場合は、上書き確
認のメッセージが表示されます。

● 本機に追加可能な音声ファイルの最
大数は１００個です。１００個を超
えるとエラーメッセージが表示され

                                                                    
コピーできません。

B

E

G

A

C

D

F

H
I

項目 内容
C 録音ファイル
名

本機に接続したマイクで録音を行うとき
のファイル名を入力します。ファイル名
が入力されると [録音（停止）]ボタンI
が有効になります。

D 音声再生先/IP
アドレス

音声ファイルの再生テストをするとき
に、音声を再生するカメラを選択しま
す。チェックボックスにチェックを入れ
てカメラを選択してください [音声再生
先 ]および [IPアドレス ]をクリックす
ると一覧を並べ換えることができます。

E 閉じる [音声ファイルユーティリティ ]画面を
閉じます。
音声ファイルの追加中、削除中、再生テ
スト中、録音中は [閉じる ]ボタンを選
択することはできません。

F 音声ファイル 本機に保存されている G711μ-lawモノ
ラルフォーマットの音声ファイルが表示
されます。

G 削除 音声ファイルを USBメモリまたは本機
から削除するには、[USBメモリ ]また
は [音声ファイル ]の一覧から、音声
ファイルを一つ選択して [削除 ]ボタン
を押してください。確認メッセージが表
示された後、選択した音声ファイルが削
除されます。

H 再生テスト
（停止）

使用する双方向音声対応カメラや本機を
使い、音声ファイルの再生テストを行な
います。
[USBメモリ ]または、[音声ファイル ]
一覧から音声ファイルを一つ選択し、[
再生テスト（停止）]ボタンを押してく
ださい。テストに使用するカメラは、[
音声再生先 ]一覧Dから選択してくだ
さい。
再生テスト中、[再生テスト ]ボタンは
[停止 ]ボタンとなります。再生テスト
を途中で停止するときは、[停止 ]ボタン
を押してください。
音声送信先カメラのパスワード認証に失
敗した場合、音声送信先の表示が赤色に
なります。音声送信先カメラへの接続に
失敗したときには音声送信先の表示が黄
色になります。再生中は [録音ファイル
名 ]Cの欄に再生時間が表示されます。
音声再生経路にはネットワークを使用し
ているため、再生時間の表示は目安とな
ります。実際の再生時間とは異なること
があります。

I 録音（停止） [録音ファイル名 ]Cに、ファイル名を
入力して [録音 ]ボタンを押すと、本機
の音声入力１と２をミックスして録音す
ることができます。（最大１８０秒間）
録音中、[録音 ]ボタンは [停止 ]ボタン
となります。録音を途中で停止するとき
は、[停止 ]ボタンを押してください。
録音中、[録音ファイル名 ]Cの欄に録
音時間が表示されます。
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応用操作

設定をコピーする
イベントに関連付けられた、イベント音声の各設定内容
(音声ファイル名、音声ファイル送信先、送信回数 )を別の
イベントにコピーします。

1 [イベント音声設定 ]画面の [イベント ]一覧からコ
ピー先とするイベント (設定は上書きされます )を
選択する

2 [設定コピー ]をクリックする
● [設定コピー選択 ]画面が表示されます。

パスワードを設定する
双方向音声対応カメラに接続するためのパスワードを入力
します。正しいパスワードが入力されていない場合、双方
向音声対応カメラに音声を送信できません。
メモ :                                                                                  
● パスワードを入力する場合、選択されているカメラが

                                                                                                    
ネットワーク上で通信可能な状態である必要があります。

1 [イベント音声設定]画面の[音声再生先]一覧からカ
メラを選択する

メモ :                                                                                  
● カメラを選択する場合、カメラ名をクリックし、表示を
反転させてください。チェックボックスにチェックを入

                                                                                                    
れても選択したことにはなりません。

2 [パスワード ]をクリックする
● [パスワード設定 ]画面が表示されます。

イベント音声設定 (VR-
N1600)（つづき）

項目 内容
A イベント名 コピー元とするイベント名を一覧から

選択してください。
B コピー [コピー ]ボタンを押すと、設定のコ

ピーが実行されます。その後、[イベン
ト音声設定 ]画面で [設定更新 ]ボタン
を押すとコピーされた設定が有効にな
ります。

C キャンセル コピーを実行せず、[設定コピー選択 ]
画面を閉じます。

A

B

C

項目 内容
A カメラ名 パスワードを入力するカメラ名が表示

されます。[カメラ名 ]を変更すること
はできません。

B IPアドレス パスワードを入力するカメラの IPアド
レスが表示されます。[IPアドレス ]を
変更することはできません。

C パスワード カメラのパスワードを入力します。初
回入力時はデフォルトのパスワードが
入力されています。
メモ :                                                    
● AXIS社製カメラにはデフォルトパス
ワードが存在しません。AXIS社製カ
メラを使用する場合、事前にカメラ
にパスワードを設定しておく必要が
あります。詳細につきましては、カ
メラの [取扱説明書 ]をご覧くださ

                                                                   
い。

D OK 入力されたパスワードを認証します。
認証 OKであれば、設定を保存し [パス
ワード設定 ]画面を閉じます。
間違ったパスワードが入力された場合、
カメラがネットワークに接続されてい
ないなど、正常にカメラにアクセスで
きないときは、エラーメッセージが表
示されパスワード設定は保存されませ
ん。

E キャンセル カメラに対してのパスワード認証を
キャンセルします。パスワード設定も
保存されず [パスワード設定 ]画面を閉
じます。

D
E

A

C

B
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通信設定をする
イベント音声機能を使用するためには、外部機器から発行
されるジェネリックイベント作動用の通信データをイベン
ト音声プログラムで受信してから、本機のアラートポート
に転送する必要があります。
[通信設定 ]画面では、ジェネリックイベント作動用の通信
データを受信するポート番号と、アラートポート番号
(A 100ページ )を入力することができます。
ご注意 :                                                                               
● 特別な理由がない限り、この設定を変更しないでくださ

                                                                                                    
い。変更すると正常に動作しなくなる恐れがあります。

1 [イベント音声設定]画面の[通信設定]をクリックす
る
● [通信設定 ]画面が表示されます。

メモ :                                                                                  
● 音声ファイルを再生する場合は、イベントを [カメラ記録
設定 ]の [ジェネリックイベント ]で登録してください。
(A 102ページ )

● 外部機器の設定について：
● カメラなどの外部機器のアラーム出力 (ジェネリック
イベント作動用の通信データ )の送信先ポートはイベ
ント受信ポート (51234)に設定してください。

● 送信先 IPアドレスを本機のIPアドレスに設定してくだ
さい。ただし、本機の IPアドレスは 127.0.0.1ではあ
りません。

● カメラの音声設定が半２重モードになっている場合、
イベント音声送信中は、カメラからの音声は聞こえま
せん。

ご注意 :                                                                              
● ジェネリックイベント用のアラーム出力設定をカメラ側
で行なった後、[カメラ記録設定 ]の [I/Oセットアップ ]
画面でカメラのイベントを設定した場合、既に登録され
ていたジェネリックイベント用の情報が上書きされ、正
常に動作しなくなる場合があります。

● イベント受信ポートと転送先ポートに同じ番号を設定し

                                                                                                    
ないでください。

項目 内容
A イベント受
信ポート

外部機器から発行されるジェネリック
イベント作動用の通信データを受信す
るポート番号を指定します。

B 転送先ポー
ト

通信データを転送するポート番号を指
定します。
メモ :                                                     
● メインメニューh[カメラ記録設定 ]
h[I/Oセットアップ ]h[詳細設定 ]h
[ネットワーク設定 ]h[アラートポー

                                                                   
ト ]と同一にしてください。

C 転送先 IPア
ドレス

ジェネリックイベントを転送する IPア
ドレスを指定します。(127.0.0.1で本機
自身を指定 )

D OK [通信設定 ]画面を閉じます。
その後、[イベント音声設定 ]画面で [
設定更新 ]ボタンを押す設定が有効とな
ります。

E キャンセル 何もせずに、[通信設定 ]画面を閉じま
す。

D
EA

C

B
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その他

周辺機器使用の場合は、各機器の使用環境に従ってくださ
い。

対応ネットワークカメラ

メモ :                                                                                   
● VN-V26に対して、音声送信を行う場合、VN-V26の
ファームウェアのバージョンが、1.01以降である必要が

                                                                                                    
あります。(VR-N1600)

UPSの接続
Uninterruptible Power Supply (UPS, 無停電電源装置 )を接続
することにより、停電発生時は自動的にオペレートオフし
てから電源を切るため、ハードディスクの破損を防ぐこと
ができます。

1 [機能 ]ボタンを押しながら、テンキーの [3/ ]ボタ
ンを押し、[UPS SetUp]画面を起動させる

2 [Use UPS Mode]を選択し [OK]ボタンを押す

3 背面の [SERIAL]端子にUPSの通信ケーブルを接続
する

4 本機の電源コードを UPSの電源出力に接続する

5 UPSの電源を入れてから、本機の電源を入れる

ご注意 :                                                                              
● 使用可能な UPSについては、お買い上げ販売店またはビ
クターサービス窓口にお問い合わせください。

● UPSの通信ケーブルは、本機の電源を入れる前に接続し
ておいてください。

● 運用中に通信ケーブルを外さないでください。
● アーカイブやハードディスクのフォーマット中に停電が
発生すると、UPSを接続している場合でもその後の運用
に支障をきたすことがあります。

● 停電が発生した時刻以前のアーカイブされていない記録
画像は、正常に再生されない場合があります。(A 112
ページ )

● UPSを使用しない場合は [UPS SetUp]画面で [UPS Mode]
を選択しないでください。選択が適切でない場合、その

                                                                                                    
後の運用に支障をきたすことがあります。

増設ハードディスクについて
本機は、背面の [SERIAL]端子に増設ハードディスクを接続
することができます。増設ハードディスクは、以下のよう
に組み合わせて使用することができます。これ以外の組み
合わせはできません。

● 500GB1台のみ
● 1TB1台のみ
● 1TB1台 +2TB1台
● 2TB1台のみ
● 2TB2台（2台まで）

増設ハードディスクを接続する
1 [オペレート ]ボタンを約2秒間長押ししてオペレー
ト OFFにする

2 背面の電源スイッチを切る
ご注意 :                                                                              

                                                                                                    
● 必ず電源スイッチを切ってください。

3 背面の [SERIAL]端子に増設ハードディスクを接続
し、電源を入れる
● 本機本体の電源を入れる前に必ず増設ハードディスク
の電源を入れます。先に増設ハードディスクの電源を
入れないと、増設ハードディスクが認識されない場合
があります。

対応機器

機能 JPG PTZ オーディオ PTZ 
ジョイス
ティック

MPG4 VMD
イベントネット

ワークカメラ
日本ビクター
VN-V25 ● ●
日本ビクター
VN-V26 ● ● ●
日本ビクター 
VN-V686 ● ● ● ●
日本ビクター
VN-C20 ●
日本ビクター 
VN-C655 ● ● ●
日本ビクター 
VN-C625 ● ● ●
日本ビクター 
VN-E4 ● ● ● ●
日本ビクター
VN-C215 ●
AXIS 206 ●
AXIS 207 ● ● ●
AXIS 211 ● ● ● ●
AXIS 212 ● ● ● ● ● ●
AXIS 213 ● ● ● ● ● ●
AXIS 214 ● ● ● ● ● ●
AXIS 216 ● ● ● ●
AXIS 225 ● ● ●
Verint 
S1700 ● ● ●
Verint 
S1704 ● ● ●
Verint 
S1708 ● ● ●
Verint 
S1900 ●
Verint 
S2700E ●
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4 本機の電源を入れる
● 記録中の場合、[新しい HDDが見つかりました。記録
を停止して HDDの初期化を行いますか？ ]と確認画
面が表示されます。

● [OK]をクリックすると、マルチパーティション化の確
認画面が表示されます。(VR-Dシリーズ使用の場合の
み )

● [OK]をクリックしてマルチパーティション化してくだ
さい。引き続き、ハードディスクユーティリティが自
動的に起動します。(A 118ページ )

● ハードディスクユーティリティで各 "unformat disk"を
初期化してください。

● 記録中でない場合は、確認画面は表示されません。

5 ボリューム欄の内容を確認した後、[初期化 ]ボタン
を押す
● 初期化が実行されます。
● ボリューム欄が、[unformat disk]、[unpartition disk]、

[unknown partition]になっていることを確認します。
それ以外のボリュームを選択した場合は、記録済みの
データが削除されることがあります。

ご注意 :                                                                              
● 使用可能な増設ハードディスクについては、お買い上げ
販売店または最寄りのビクターサービス窓口にお問い合
わせください。

● 増設ハードディスクを接続している場合、アーカイブ機
能の動作時に、記録画像が数秒間欠落することがありま
す。

● 増設ＨＤＤ内に記録された画像を本機および複数のクラ
イアントで同時に再生した場合、再生画像および音声が
遅くなることがありますのでご注意ください。 
なおこのとき、記録画像には問題はありません。同時再
生が解消または緩和された時点で正常に再生されますの
で、再度ご確認ください。 

メモ :                                                                                  
● システム安定化のため、UPSのご使用をおすすめしま
す。

● 増設ハードディスクを外して、パソコンに接続し、パソ

                                                                                                    
コンで記録画像を見ることはできません。

NASについて
NASとは、ネットワーク上に接続したファイルサーバ専用
機です。
NVRでは NASを NASドライブとしてアーカイブ先に設定
することができます。
メモ :                                                                                  
● NASを使用する際の本機の設定については『eアーカイ
ブの設定 f (A110ページ )、eハードディスクユーティ
リティ f (A118ページ )をご覧ください。

● NASの設定についてはNASの取扱説明書に従ってくださ
い。フォーマット、RAID設定などの設定内容によって
は時間がかかる場合があります。詳細は NASのメー

                                                                                                    
カーにお問い合わせください。
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その他

[機能 ]ボタンとの２重押し操作
� [機能 ]＋ [記録制御 ]
メインメニューを表示します。
 (A34ページ eメインメニューを表示する f)

� [機能 ]＋ [ライブ /再生 ] (VR-N1600)

[機能 ]＋ [アラーム解除 ]＋ [選択 ](VR-N900)
NVR Viewerと本体内部の配信サーバーを再起動します。
(A 35ページ )

� [機能 ]＋ [キーロック ]
オペレーションロックの設定・解除を行います。
 (A22ページ eオペレーションロック f)

� [機能 ]＋ [1]
パフォーマンスメーターを表示・非表示します。
 (A28ページ eパフォーマンスメーターについて f)）

� [機能 ]＋ [2]
時計を表示・非表示します。
 (A27ページ e時計表示について f)

� [機能 ]＋ [3]
UPSの設定・解除を行います。
 (A134ページ eUPSの接続 f)

� [機能 ]＋ [4]

CD-R書き込み時に使用します。
 (A49ページ eCD/DVD書き込み操作 f)

� [機能 ]＋ [5]

PTZカメラの制御を行います。
 (A137ページ ePTZカメラ制御について f)

� [機能 ]＋ [6]

メンテナンス情報画面を表示します。
 (A138ページ eメンテナンス情報の表示 f)

� [機能 ]＋ [7] (VR-N1600)

双方向音声対応カメラに音声を送信するときに使用しま
す。
 (A128ページ e音声送信アプリ操作 (VR-N1600)f)

２秒以上の長押し操作
� [記録制御 ]

記録制御モードのオン・オフを行います。
e記録制御モードにする f (A55ページ )

� [アラーム解除 ]

[ワーニング ]表示灯が消灯します。
 (A152ページ eワーニング表示灯点灯時の対応 f)

� [機能 ]＋ [ライブ /再生 ]

システムをログオフします。

メモ :                                                                                  
● [オートログオン ]が設定されている場合は、ログオフ後
すぐにログオン動作が始まります。 (A71ページ eユニッ

                                                                                                    
ト設定 f)

� [機能 ]＋ [オペレート ]

システムを強制終了します。

記録制御モード (A 55ページ )で記録する場合、イベント
またはモーション発生の前後を記録することができます。

1 eカメラ設定画面の説明f (A58ページ )、[記録設定 ]
→ [画像保存のタイミング ]で A条件で Bを選択

2 Aモーションで Bまたは Aイベントで Bを選択
3 [（　）秒間、モーション /イベントの前後を記録す
る ]で秒数を指定する
● アラームまたはモーションが発生すると、発生した前
後を指定時間記録します。

メモ :                                                                                  
● モーション /イベントの前後の記録のまとまりを、シーケ
ンスと呼びます。

● シーケンスの利用についてはeシーケンスを使い記録画像

                                                                                                    
を検索する f (A46ページ )をご覧ください。

特殊なキー操作について

イベントまたはモーション
発生の前後を記録する

停止状態 停止状態モーション／イベント

前の秒数　記録 後の秒数　記録

設定時間設定時間

1
2

3
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PTZカメラを、ネットワークエンコーダ（VN-E4）の COM
端子と接続することにより、NVR Viewerのライブ画面で
PTZ制御が可能です。PTZカメラの設定につきましては  
ePTZカメラの設定（COM1/COM2）f (A90ページ )をご
覧ください。
[PTZカメラの設定（COM1/COM2）]の APTZ機能を
COM1/COM2で制御 Bで［JCBP-S］プロトコルを設定し
たカメラは、NVR Viewerのライブ画面での PTZ操作の他
に、アイリス、フォーカス、カメラメニューの操作などが
可能です。
メモ :                                                                                   
● PTZカメラとはアナログ出力を持つアナログカメラで

                                                                                                    
RS-485による PTZ制御が可能なカメラのことです。

1 [機能]ボタンを押しながらテンキーの[5]ボタンを押
す
● カメラ制御画面が表示されます。

2 カメラ選択のリストの中から制御したいカメラを
選択し、[接続（ENTER)]ボタンをクリックする
● カメラ制御が可能になります。
● ボタンのはたらきは以下のとおりです。

�パン /チルト

�ズーム

�アイリス

�フォーカス

�スピード
PTZ動作の移動速度を８段階で設定します。（１が最も遅い
移動速度）

�プリセット

�シーン

�ナイトモード

PTZカメラ制御について

キーロック

[5]ボタン [機能 ]ボタン

2
[NVR]

：カメラの向きを上に移動します

：カメラの向きを下に移動します

：カメラの向きを右に移動します

：カメラの向きを左に移動します

：ズームアウトします

：ズームインします

：アイリスを開放します

：アイリスを絞ります

：フォーカス位置を遠くにします
：オートでフォーカスを合わせます
：フォーカス位置を近くにします

ポジション選択：HOMEまたはポジションを選択しま
す。

：ポジション選択で選んだ位置に移動します

：ポジション選択で選んだ位置に、現在の位置を登録します

シーン選択：A～ Hまでのシーンを選択します。

：シーン選択で選んだシーンを設定します

：ナイトモードを ONにします

：ナイトモードを OFFにします
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�メニュー

�終了
PTZカメラ制御を終了します
メモ :                                                                                   
● スキップボタンで制御する項目を変更することができま
す。

● テンキーのカーソルボタンで、各ボタンの矢印の向きと
同じ制御ができます。

● [13/キャンセル ](ズームアウト /キャンセル)ボタンでPTZ
カメラ制御を終了することができます。

ご注意 :                                                                               
● [接続（ENTER)]ボタンをクリックしても、カメラに接続
できない場合は、レコーディングサーバーを一度停止し
てから再び起動してください。 (A87ページ eサービスマ

                                                                                                    
ネージャー ...f)

各種情報の表示を行います。

1 [機能]ボタンを押しながらテンキーの[6/ホーム ](5/
ホーム )を押す
● メンテナンス情報画面が表示されます。

メンテナンス情報の表示（つ
づき）

：PTZカメラのメニューを表示します

：PTZカメラのメニューを選択します

：PTZカメラのメニュー　（上カーソル）

：PTZカメラのメニュー　（下カーソル）

：PTZカメラのメニュー　（右カーソル）

：PTZカメラのメニュー　（左カーソル）

メンテナンス情報の表示

項目 内容
A 停電履歴 停電履歴が表示されます。１度も停電

がない場合には [停電履歴 ]には何も表
示されません。

B 情報
Screen 
Resolution

画面の解像度を表示します。
単位は A横ピクセル数 x 縦ピクセル数 B
です。

Operating 
Time
(VR-N1600)

VR-N1600が稼動している時間の合計
が表示されます。
単位は A時間：分：秒 Bです。

C 閉じる メンテナンス情報画面を閉じます。

A

B

C

T VR-N1600
のみ
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USBメモリまたは、CD-R/RW、DVD-R/RWへエクスポー
トしたデータを、パソコンで見ることができます。

エクスポートビューワを起動する
1 エクスポートしたUSBメモリをパソコンのUSB端
子に挿入する
● USBメモリが、リムーバブルディスクとしてパソコン
に自動的に認識されます。

2 スタートメニューの [全てのプログラム ]－ [アクセ
サリ ]から [エクスプローラ ]を選択する
● [エクスプローラ ]が表示されます。

3 エクスプローラのフォルダリストから、認識され
たリムーバブルディスクの [Exported Images]
フォルダを選択する
● 右側のリストにエクスポートされたフォルダが表示さ
れます。

メモ :                                                                                   
● エクスポートされたデータフォルダの名前は以下のよう
になっています。フォルダ名の日付はエクスポートの期
間を表しています。
● [YYYYMMDDhhmmss_YYYYMMDDhhmmss]_[カメラ

                                                                                                    
機種名 ]カメラ名

エクスプローラの右側のリストから、データ

フォルダをダブルクリックする

● 右側のリストにファイルリストが表示されます。

4 エクスプローラの右側のリストから、
[Browser.exe]をダブルクリックする
● エクスポートビューワが起動されます。

エクスポートビューワー

******************
************

選択

リスト

ダブルク
リック

[Milestone XProtect Viewer]画面
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その他

エクスポートされたデータを見る
�日付 /時刻選択を使って指定の日時のデータを見る
1 日付選択の [K]ボタンをクリックする

● カレンダーが表示されます。

2 カレンダーから指定の日付を選択する
● 選択した日付の画像が表示されます

3 時刻選択の [K]ボタンをクリックし時刻を指定の選
択する
● 選択した時刻の画像が表示されます。

�タイムラインを使って指定の日時のデータを見る
上下に伸びたタイムラインは記録の状況を示しています。

1 タイムラインを上下にマウスをドラッグする
● 画像を確認しながら、指定の日時のデータを見ること
ができます。

データの再生・停止
�再生
1 スピードコントロールで再生速度を設定する

2 再生ボタンをクリックする
● 設定された速度でデータベースが再生されます。

�再生を停止する
1 停止ボタンをクリックする

● データの再生が停止されます。

エクスポートビューワを終了する
1 メニューの [ファイル ]－ [閉じる ]を選択する

● エクスポートビューワが終了します。
メモ :                                                                                  
● 画面右側の [�]をクリックしてもエクスポートビューワ
は終了します。

メモ :                                                                                  
● ビューワの詳細につきましては、Milestone Systems社の
ホームページ (http://www.milestonesys.com)をご覧くだ
さい。

                                                                                                    
● URLは変更される場合があります。

エクスポートビューワー（つ
づき）

クリック

カレンダー

クリック

タイムライン

スピードコント
ロール

再生ボタン
停止ボタン
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1 画面右上の [K]ボタンをクリックする

2 表示されたメニューから [ジョイスティックのセッ
トアップ ]を選ぶ

3 選択されたジョイスティックリストからジョイス
ティックを選ぶ

4 [Axisセットアップ]セクションで軸ごとに設定を行
う

5 [ボタンセットアップ ]セクションでジョイスティッ
クの各ボタンに動作を割り当てる
● [アクション ]欄で割り当てる動作を選びます。

ジョイスティック操作を無効にする
ジョイスティック操作を無効にするには、[ジョイスティッ
クを停止 ]ボックスにチェックを入れます。

ジョイスティックの設定を
変更する

[K]ボタン

A B C D

ジョイスティック
リスト

[Axisセットアップ ]
セクション

[ボタンセットアップ ]
セクション

ジョイスティック

項目 内容
A 反転 デフォルトでは、例えばジョイス

ティックを X軸に沿って右に倒すと
PTZカメラは右を、Y軸に沿って手前
に倒すと上を向きます。[反転 ]を選択
するとその反対になります。

B アブソリュー Aアブソリュー Bを選択すると、ジョ
イスティックの角度とカメラの向きが
対応するようになります。

C アクション ジョイスティックを動かしたときの動
作を指定します。

PTZパン カメラを水平方向に振る
PTZチルト カメラを垂直方向に振る
PTZズーム カメラをズームイン、ズームアウトす

る
No Action 何もしない

D プレビュー ジョイスティックのどの軸がどう動く
のかを、確かめることができます。
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その他

1 メインメニューから [ハードディスクユーティリ
ティ ]をクリックする (A 118ページ )

● ハードディスクユーティリティ画面が表示されます。

2 [詳細 ]をクリックする

3 NAS機器で設定した、NASアクセス用の [ユーザー
名 ]と [パスワード ]を [NAS接続ユーザ設定 ]に
入力し、[設定 ]をクリックする

4 [NASドライブの追加と削除]の[接続先]にNAS機器のIPア
ドレスと共有名を A￥￥IPアドレス￥共有名 Bの形で入力
し、[追加 ]をクリックする
例 ) ￥￥192.168.0.200￥

5 画像の記録先として NAS機器のみを使用する場合
は、[内蔵 HDDへのアーカイブを有効にする ]の
チェックをはずす

6 [閉じる ]をクリックする

7 メインメニューh[カメラ記録設定 ]h[アーカイブ
設定 ]をクリックする (A 110ページ )

● [アーカイブセットアップ ]画面が表示されます。

8 [パス設定を自動で行う ]のチェックをはずす

9 各カメラの保存先に各 NASドライブを設定する

ご注意 :                                                                              
● NAS接続ユーザー設定のユーザー名には、[OS設定 ] 

(A75ページ )のホスト名と異なる名前を指定してくだ
さい。

● 上記の設定は NAS機器の設定が完了したあと、NAS機器
をネットワークに接続した状態で行なってください。

● 運用後、アーカイブ先の変更を行うと、以前のアーカイ
ブデータは再生できなくなります。

● NASドライブを設定した後、数分の間NVR Viewer上にエ
ラーメッセージが表示され、ライブ映像が表示できない

                                                                                                    
場合があります。

NASを設定する

2

3

4

5

6

192.168.0.200 h

ハードディスクユーティリティ
画面

8

[アーカイブセットアップ ]画面
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実際の記録時間は、カメラの設定内容、入力映像の内容や、ハードディスクの条件により異なります。
下表は記録時間を知るための対応表で、目安としてご利用ください。

ご注意 :                                                                              
● ハードディスクの状態および映像により、記録時間が

10%程度短くなる場合があります。
● ハードディスクの経年変化により、記録時間が短くなる

                                                                                                    
ことがあります。

記録時間表 (VR-N1600)

� 16CH記録 /音声記録無し /増設HDD無しの場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 ^ 14 22 43 72 223 470 1211
24.0 ^ 20 30 60 100 305 635 1623
20.0 ^ 24 37 73 122 371 767 1953
16.0 ^ 31 46 93 155 470 964 2447

QVGA 27.0 ^ 18 26 53 88 269 562 1440
15.0 ^ 33 50 99 166 503 1030 2612
8.0 ^ 64 96 192 319 963 1953 4918
5.0 ^ 103 155 310 517 1557 3139 7883

� 16CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD無しの場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 ^ 14 22 43 72 216 441 1044
24.0 ^ 20 30 59 98 292 584 1339
20.0 ^ 24 36 72 120 353 695 1557
16.0 ^ 31 46 92 151 441 855 1859

QVGA 27.0 ^ 17 26 52 86 258 521 1211
15.0 ^ 33 49 98 162 470 906 1953
8.0 ^ 63 95 187 306 855 1557 3017
5.0 ^ 102 152 298 484 1294 2235 3929

� 16CH記録 /音声記録無し /増設HDD 1TB× 1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 ^ 49 74 148 247 747 1519 3833
24.0 ^ 67 100 200 333 1004 2033 5118
20.0 ^ 80 120 241 401 1210 2444 6147
16.0 ^ 101 151 303 504 1519 3061 7689

QVGA 27.0 ^ 59 88 177 295 890 1804 4547
15.0 ^ 108 162 323 538 1621 3267 8203
8.0 ^ 204 306 611 1018 3061 6147 15402
5.0 ^ 327 491 981 1635 4912 9849 24658

� 16CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD 1TB×1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 ^ 49 74 147 244 724 1428 3311
24.0 ^ 66 99 198 328 963 1875 4232
20.0 ^ 80 120 238 395 1151 2220 4912
16.0 ^ 100 150 299 494 1428 2718 5853

QVGA 27.0 ^ 59 88 175 291 858 1678 3833
15.0 ^ 107 160 319 527 1519 2880 6147
8.0 ^ 202 302 596 977 2718 4912 9469
5.0 ^ 323 481 943 1533 4090 7028 12317

表の記録時間は、映像をJPEGで記録した場合の目安です。

24－168 169－720 721－2160 2161－
1日～1週間 1週間～1ヶ月 1ヶ月～3ヶ月 3ヶ月以上
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その他

ご注意 :                                                                              
● ハードディスクの状態および映像により、記録時間が

10%程度短くなる場合があります。
● ハードディスクの経年変化により、記録時間が短くなる

                                                                                                    
ことがあります。

記録時間表 (VR-N1600)（つ
づき）
� 8CH記録 /音声記録無し /増設HDD無しの場合

[時間]
画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 15 31 46 93 155 470 964 2446
24.0 21 42 63 126 210 635 1293 3269
20.0 25 51 76 152 253 766 1557 3928
16.0 32 64 96 192 319 964 1952 4916

QVGA 27.0 19 37 56 111 185 562 1147 2904
15.0 34 68 102 205 341 1030 2084 5246
8.0 65 130 195 389 649 1952 3928 9856
5.0 104 209 313 626 1044 3138 6299 15785

� 8CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD無しの場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 15 31 46 92 151 441 854 1858
24.0 21 42 62 124 204 584 1105 2301
20.0 25 50 75 149 245 695 1293 2611
16.0 32 63 95 187 306 854 1557 3016

QVGA 27.0 18 37 55 109 180 521 996 2112
15.0 34 68 101 199 326 906 1640 3138
8.0 64 128 190 370 598 1557 2611 4367
5.0 103 203 301 580 920 2234 3489 5246

� 8CH記録 /音声記録無し /増設HDD1TB×1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 50 101 151 303 504 1519 3061 7689
24.0 68 135 203 405 676 2033 4089 10259
20.0 81 163 244 488 813 2444 4912 12316
16.0 102 204 306 611 1018 3061 6146 15401

QVGA 27.0 60 120 180 360 599 1804 3632 9117
15.0 109 217 326 652 1087 3267 6557 16429
8.0 205 409 614 1228 2047 6146 12316 30826
5.0 328 656 984 1968 3281 9848 19720 49336

� 8CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD1TB×1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定 VGA 32.0 50 100 150 299 494 1428 2718 5852
24.0 67 134 201 399 657 1874 3502 7235
20.0 81 161 241 478 786 2220 4089 8203
16.0 101 202 302 596 977 2718 4912 9468

QVGA 27.0 60 119 178 354 585 1678 3161 6646
15.0 108 215 322 635 1040 2880 5172 9848
8.0 203 403 599 1169 1888 4912 8203 13687
5.0 324 639 946 1822 2894 7027 10945 16429

表の記録時間は、映像をJPEGで記録した場合の目安です。

24－168 169－720 721－2160 2161－
1日～1週間 1週間～1ヶ月 1ヶ月～3ヶ月 3ヶ月以上
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実際の記録時間は、カメラの設定内容、入力映像の内容や、ハードディスクの条件により異なります。
下表は記録時間を知るための対応表で、目安としてご利用ください。

ご注意 :                                                                              
● ハードディスクの状態および映像により、記録時間が

10%程度短くなる場合があります。
● ハードディスクの経年変化により、記録時間が短くなる

                                                                                                    
ことがあります。

記録時間表 (VR-N900)

� 9CH記録　音声記録無し　増設 HDD無し　の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

VGA

32 - - 40 79 132 403 830 2112
24 - - 54 108 180 546 1115 2824
16 - - 82 165 275 830 1685 4248
10 - - 134 267 446 1343 2710 6811

QVGA

27 - - 48 95 159 482 989 2507
15 - - 88 176 294 887 1799 4533
8 - - 168 336 560 1685 3393 8520
5 - - 270 541 901 2710 5444 13646

� 9CH記録　音声記録 2ch　増設 HDD無し　の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

VGA

32 - - 39 78 130 381 745 1648
24 - - 54 106 175 506 968 2054
16 - - 81 161 265 745 1374 2722
10 - - 131 258 420 1137 1993 3594

QVGA

27 - - 47 94 155 451 871 1880
15 - - 87 172 282 791 1449 2837
8 - - 164 321 520 1374 2342 4023
5 - - 261 504 805 1993 3172 4897

� 9CH記録　音声記録無し　増設 HDD 1TB× 1台　の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

VGA

32 - - 133 266 443 1335 2694 6772
24 - - 178 356 594 1788 3600 9037
16 - - 269 538 896 2694 5413 13568
10 - - 432 864 1440 4325 8675 21723

QVGA

27 - - 158 316 527 1587 3198 8030
15 - - 287 574 957 2876 5775 14474
8 - - 541 1081 1802 5413 10849 27159
5 - - 867 1734 2890 8675 17373 43469

� 9CH記録　音声記録 2ch　増設 HDD 1TB× 1台　の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

VGA

32 - - 132 263 435 1264 2423 5294
24 - - 177 351 580 1663 3133 6588
16 - - 266 526 864 2423 4424 8714
10 - - 424 834 1359 3669 6393 11489

QVGA

27 - - 157 312 515 1487 2823 6035
15 - - 284 560 920 2568 4664 9079
8 - - 529 1035 1677 4424 7504 12852
5 - - 837 1618 2582 6393 10143 15634

表の記録時間は、映像をJPEGで記録した場合の目安です。

24－168 169－720 721－2160 2161－
1日～1週間 1週間～1ヶ月 1ヶ月～3ヶ月 3ヶ月以上
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その他

ご注意 :                                                                              
● ハードディスクの状態および映像により、記録時間が

10%程度短くなる場合があります。
● ハードディスクの経年変化により、記録時間が短くなる

                                                                                                    
ことがあります。

記録時間表 (VR-N900)（つづ
き）
� 9CH記録 /音声記録無し /増設HDD無しの場合

[時間]
画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定

VGA

32 31 62 93 186 310 937 1898 4781
24 42 83 125 250 417 1257 2539 6382
16 63 126 189 378 631 1898 3820 9586
10 102 203 305 609 1015 3051 6126 15352

QVGA
27 37 74 111 222 370 1115 2254 5671
15 67 135 202 404 673 2026 4076 10226
8 127 254 381 763 1271 3820 7664 19195

� 9CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD無しの場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定

VGA

32 31 62 92 182 298 830 1514 2933
24 41 82 123 242 395 1074 1898 3470
16 63 124 185 360 581 1514 2539 4247
10 100 198 293 563 894 2173 3393 5101

QVGA

27 37 73 109 215 352 968 1733 3247
15 67 132 197 383 618 1594 2650 4369
8 125 246 363 693 1088 2539 3820 5467
5 199 387 566 1054 1608 3393 4707 6126

� 9CH記録 /音声記録無し /増設HDD1TB×1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定

VGA

32 101 202 303 606 1009 3034 6092 15266
24 135 270 405 809 1349 4053 8131 20362
16 203 406 609 1217 2029 6092 12208 30555
10 325 650 976 1951 3252 9761 19547 48903

QVGA

27 120 240 359 719 1198 3600 7224 18097
15 216 433 649 1299 2165 6500 13023 32594
8 407 813 1220 2440 4067 12208 24440 61135
5 651 1303 1954 3908 6514 19547 39118 97830

� 9CH記録 /音声記録2ch/ 増設HDD1TB×1台の場合
[時間]

画像
サイズ

データ／イメージ
[kB]

1ch,1秒あたりフレームレート [ips]
30 15 10 5 3 1 0.5 0.2

画質設定

VGA

32 101 200 299 591 969 2694 4869 9385
24 134 267 398 783 1278 3471 6092 11096
16 201 399 594 1159 1872 4869 8131 13567
10 321 633 938 1806 2868 6966 10849 16285

QVGA

27 119 237 354 698 1141 3133 5568 10386
15 215 425 632 1233 1987 5126 8485 13955
8 400 787 1162 2218 3485 8131 12208 17450
5 634 1237 1809 3368 5140 10849 15031 19547

表の記録時間は、映像をJPEGで記録した場合の目安です。

24－168 169－720 721－2160 2161－
1日～1週間 1週間～1ヶ月 1ヶ月～3ヶ月 3ヶ月以上
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初期値一覧

スケジューラeスケジューラの設定f (A55ページ) [　] ： 工場出荷時設定
オンライン [全期間オンライン]
スピードアップ [全期間オフライン]
Eメール [全期間オフライン]
パトロール [全期間オフライン]

カメラの設定　[デバイス編集...]－[カメラ設定画面の説明] (A58ページ)
PTZカメラ設定
パン／チルト／ズーム（PTZ）カメラが接続されています。 [チェックなし]
カメラタイプ [固定]

カメラ設定　e画像の記録設定をするf (A57ページ)
スピードアップ設定
フレームレート [8]
フレーム/ [秒]／分／時間
記録設定
設定フレームレート [8]
フレーム/ [秒]／分／時間
スピードアップ [チェックなし]
画像保存のタイミング 常時／設定せず／[条件で]
モーションで [チェック]
イベントで [チェックなし]
（　）秒間、モーション/イベントの前後を記録する [3]

ライブの設定(A 58ページ)
フレームレート
録画と同じ [チェックなし]
スピードアップと同じ [チェック]
データベース設定　eデータベースの設定f (A112ページ)）
最大データベースサイズ [チェック]　[108000]
データベース内最大タイムスパン [チェックなし]
データベースが一杯の場合、自動的にアーカイブする [チェック]
データベースに問題が発生した場合、次の処置を実行します 修復。不可能な場合はスキャンし、消去

します／修復。不可能な場合は消去しま
す／修復。不可能な場合はアーカイブし
ます／削除（修復せず）／[アーカイブ
（修復無し）]

PTZプリセット　e[PTZプリセット]画面を表示するf (A92ページ)
プリセット
デバイスのプリセットを使用する [チェックなし]

イベントでプリセットへ
イベントでプリセットへ [チェックなし]

PTZパトロールの設定　ePTZカメラを使って自動パトロールを行うf (A95ページ)
パトロール計画 [マイパトロール]

PTZパトロールスケジュールの設定
パトロール運行で各位置での停止時間（秒） [5]
PTZカメラの移動完了までの時間（秒）。この間、モーション検知は機能しません [3]

モーションでのPTZパトロールの設定
モーションで、パトロールスケジュールは中止 [チェックなし]
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初期値一覧（つづき）

モーション検知eモーション検知を設定するf (A107ページ)
感度 [40]
しきい値 [640]

一般設定　e一般設定f (A108ページ)
Milestone XProtect Centralの設定
Milestone XProtect Centralへの接続を有効にする [チェックなし]

パトロール設定
手動、イベントPTZの後、パトロール再開までの時間（秒） [30]

ログファイル設定
ログファイルパス [L:￥Log￥MS￥]
ログ保存日数 [5]

イベント録画の設定
パス [D:￥Events￥]
保存日数 [5]

詳細設定
カメラ不具合でEメール送信は行わない [チェックなし]
リモートライブ要求でカメラを起動する [チェック]
新規カメラにはデフォルトスケジュールを適用する [チェック]

Eメール設定
Eメールを使用する（モニター） [チェックなし]

アーカイブのセットアップ　eアーカイブの設定f (A110ページ)
次の日数より古いデータベースを削除 [9999]
アーカイブエラーで、Eメールを送信 [チェック]
自動パスの設定 [チェック]
実施時刻 [12:00:00]
名前 全て[チェック]

カメラの[プロパティー ]eカメラ設定を調節するf (A65ページ)）
画質 [フル]／高精細（メガピクセル用）／高い／中／低い
フレームレート [無制限]／中／低い
縦横比を維持 [チェック]
モーションで更新 [チェックなし]
モーション検知で音を鳴らす [常にOFF]／常にON
イベントで音を鳴らす [常にOFF]／常にON

ジョイスティックのセットアップeジョイスティックの設定を変更するf (A141ページ)
ジョイスティックを停止 [チェックなし]

Axisセットアップ
反転 アブソリュート アクション

X軸 [チェックなし] [チェックなし] PTZズーム／PTZチルト／[PTZパン]／No Action
Y軸 [チェックなし]　 [チェックなし] PTZズーム／[PTZチルト]／PTZパン／No Action
Z軸 [チェックなし]　 [チェックなし] [PTZズーム]／PTZチルト／PTZパン／No Action

ボタンセットアップ
ボタン1－12 [No Action]
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ユニット設定 eユニット設定 f (A71ページ )
パスワード [なし]
オートログオン [チェック]
ライブ映像表示
ライブ映像表示自動スタート [チェック]

エラーの通知方法
ダイアログで警告 [チェック]
メール送信 [チェック]

記録制御設定
起動時にON [チェック]

メールサーバーの設定
SMTPサーバー ポート[25]
POPサーバー ポート[110]
メール送信認証方法 [なし]／SMTP認証／POP before SMTP

エマージェンシー記録
記録時間 しない／30秒／[60秒]／5分／10分／20分／継続

エンコードの方式(VR-N900)

エンコードの方式 Variable File Size/[Average File Size]/Constant File 
Size

フィールド補間 [チェック]

シリアル設定 (VR-N900)

通信速度 1200/1800/2400/4800/[9600]/19200/38400/

データ長 7/[8]

パリティ [なし ]/奇数 /偶数
ストップビット [1]/2

OS設定　eOS設定 f (A75ページ )
ネットワークアダプタ名
IntelT 82566DM Gigabit Network Connection：LAN1（カメラネットワーク）(VR-N1600)
Realtek RTL8169/8110 Family Gigabit Ethernet NIC：LAN1（カメラネットワーク）(VR-N900)

IPアドレスを自動的に取得する [チェックなし]
IPアドレス [192.168.0.253]
サブネットマスク [255.255.255.0]
デフォルトゲートウェイ [0.0.0.0]
優先DNSサーバー [0.0.0.0]
代替DNSサーバー [0.0.0.0]
ホスト名 [vr-n1600]/[vr-n900]
DNSドメイン名 [なし]

IntelE8225xER PCI Adapter：LAN2（イントラネットワーク）
IPアドレスを自動的に取得する [チェックなし]
IPアドレス [192.168.1.253]
サブネットマスク [255.255.255.0]
デフォルトゲートウェイ [192.168.1.254]
優先DNSサーバー [0.0.0.0]
代替DNSサーバー [0.0.0.0]
ホスト名 [vr-n1600]/[vr-n900]
DNSドメイン名 [なし]
149



その他

初期値一覧（つづき）

OS設定　eOS設定 f (A75ページ )（つづき）
Enc Board Bus Master Driver：アナログカメラネットワーク(VR-N900)
IPアドレスを自動的に取得する [チェックなし]
IPアドレス [192.168.1.253]
サブネットマスク [255.255.255.0]
デフォルトゲートウェイ [0.0.0.0]
優先DNSサーバー [0.0.0.0]
代替DNSサーバー [0.0.0.0]
ホスト名 [vr-n900]
DNSドメイン名 [なし]

日付・時刻プロパティ
自動的にインターネット時刻サーバーと同期する [チェックなし]
タイムゾーン [(GMT+09:00)Osaka,Sapporo,Tokyo]
自動検出設定（e自動検出設定f (A115ページ)
IPリース機能 使用する／[使用しない]

設定値
先頭IPアドレス [192.168.0.100]
台数 1台～／[20台]／～99台
サブネットマスク [255.255.255.0]
ゲートウェイ [192.168.0.254]

DNSサーバー
プライマリ [192.168.0.253]
セカンダリ [192.168.0.252]
ドメイン名 [なし]

リース期限 [無期限]／期限あり
クライアント限定 [指定カメラのみ]／限定しない
MAC指定 [なし]

配信設定e配信設定の詳細f (A120ページ)
サーバー設定
名前 [Server]
ポート [80]
外部アクセスを許可 [チェックなし]
最大クライアント [11]

ユーザ管理
全ユーザーにアクセス許可 [チェック]

ログファイル
ログ保存日数 [10]

監査ログ
監査ログ 監査ログを許可／[チェックなし]

言語サポートとXMLエンコーディング
言語 言語／[日本語(Shift-jis)]
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ユーザ管理（配信設定　A 120ページ）
VR-N1600
ユーザー パスワード タイプ
vr-n1600 [vr-n1600] 基本ユーザー
Administrator [なし] [WindowsもしくはActive Directoryユーザー ]
VR-N900
ユーザー パスワード タイプ
vr-n900 [vr-n900] 基本ユーザー
Administrator [なし] [WindowsもしくはActive Directoryユーザー ]

ハードディスクユーティリティ（詳細設定　A 119ページ）
NAS接続ユーザ設定
パスワード [なし]
ユーザー名 [なし]

内蔵 HDDへの自動アーカイブ
内蔵HDDへのアーカイブを有効にする [チェック]
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�ワーニング表示灯点灯時の対応

こんなときは

症状 処置

電源が入らない。 電源ケーブルが正しく差し込まれているか確認してください。
背面の電源スイッチがONになっているか確認してください。

カメラが自動認識されない。 各カメラの[取扱説明書]にしたがい、IP設定を確認してください。
IPリース機能を使用している場合は、本機が起動している状態でカメラ電源
をOFF/ONしてください。

 [記録][再生]を押しても操作できない。 オペレーションロックになっていないか確認してください。

記録制御モードで記録されない。 カメラ記録設定を確認してください。
スケジュール設定がオンラインになっているか確認してください。
記録制御モードになっているか確認してください。

音声が再生できない。 [カメラ記録設定]メニューでカメラデバイスのオーディオがA有効Bになっ
ているか確認してください。
[音声]セクションで[音声ソース]が選択されているか確認してください。

操作ができない。 フロントパネルの[機能]ボタンを押しながら[オペレート]ボタンを7秒以上
長押しして強制的に電源を切ってください。
メモ :                                                                                                           
● 強制的に電源を切った場合、それ以前のアーカイブ (A 110ページ )され

                                                                                                                              
ていない記録画像は正常に再生できない場合があります。

電源を入れると以下のメッセージが表示され
る。
ACMOS Settings Wrong CMOS Date/ Time Not 
Press F1 to Run SETUP Press F2 to load 
default values and continueB

内蔵のバックアップ電池が消耗しています。
最寄のビクターサービス窓口にご相談ください。

メッセージ内容 対応

WARNING:HDD（Disk) ハードディスクの信頼性が低下しています。
最寄のビクターサービス窓口にご相談ください。

ハードディスクが削除されました。 増設ハードディスクの電源が入っているか確認してください。
接続ケーブルが正しく差し込まれているか確認してください。
上記が異常ない場合、最寄のビクターサービス窓口にご相談ください。

WARNING:HDD（Raid) ハードディスク（RAID設定時）の警告です。
最寄りのビクターサービス窓口にご相談ください。。

WARNING:HDD(ドライブ名:) Disconnect NASドライブが切断されました。
NASの動作を確認してください。
NASとの接続を確認してください。

FAN STOP ファンの異常です。ファンが回転しているかどうか確認してください。

ファンが回転していない場合は、運用を中止してください。
故障の原因となります。

最寄のビクターサービス窓口にご相談ください。
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保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書を別途添付しております。
保証書はお買い上げ販売店でお渡ししますので所定事項の
記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してく
ださい。

保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より1 年間です。保証書の記載
内容により、お買い上げ販売店が修理いたします。なお、
修理保証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償致しません。そ
の他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご
相談ください。修理によって機能が維持できる場合はお客
様のご要望ににより有料にて修理いたします。

アフターサービスについてのお問い合わせ先
アフターサービスについてのご不明な点はお買い上げ販売
店、または別紙サービス窓口案内をご覧のうえ、最寄の
サービス窓口にご相談ください。

消耗部品について
下表は消耗部品の一覧です。これらの部品交換にともなう
部品代、および技術料、出張料を含む修理費用は、保証期
間内でも有償となります。

● メンテナンス時間は、25℃環境で使用した時の目安であ
り、使用環境により異なります。

メンテナンスの計画、費用などのご相談は、ご購入先の販
売店、または別紙のビクターサービス窓口案内をご覧にな
り、最寄のサービス窓口へお願いします。

修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店、またはサービス窓口に次のことをお知
らせください。

商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に従って適
切に処理してください。

保証とアフターサービス

部品名 備考

ハードディスクドライブ 18,000時間（約 2年）のご
使用を目安にメンテナンス
してください。

CPUファン /リアファンユ
ニット

30,000時間（約 3年）のご
使用を目安にメンテナンス
してください。

バックアップ電池
(CR2032)

長期間電源供給がなされな
い場合は交換する必要があ
ります。

品名 ：ネットワークビデオレコーダー
品番 ：VR-N900/VR-N1600
お買い上げ日 ：
故障の状況 ：故障の状態をできるだけ具体的に
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：
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VR-N1600

�一般
許容動作温度範囲

：5 ℃～ 40 ℃
許容保存温度範囲

：－20 ℃～ 60 ℃
許容動作湿度範囲

：30 ％～80 ％
電源 ：AC 100 V 50 Hz ／ 60 Hz
消費電力 ：100 W
質量 ：約7.6 kg

�インターフェース
ネットワーク ：RJ-45× 2
LAN1 ：1000BASE-T/100BASE-TX/

10BASE-T
LAN2 ：100BASE-TX/10BASE-T
シリアル ： USB2.0 ATYPE相当　×5
VGA出力 ：最大1600 x 1200
音声入力 ：アナログオーディオRCA× 2 -8 dBs 

50 kΩ（不平衡）
音声出力 ：アナログオーディオRCA × 1 -8 dBs 

600 Ω（不平衡）
入出力端子 ：プッシュターミナル

入力×12
出力×5
GND × 3

�圧縮形式
ビデオ ：JPEG/MPEG-4
オーディオ ： μ-law （64 Kbps） A/D 8 bit,        

Fs=8 kHz

�記録
HDD容量 ：500 GB× 1

�記録 /表示 / 配信性能
表示ありの場合：最大160 ips/80 ips/80 ips
表示なしの場合：最大240 ips/0 ips/80 ips　　　　　

（NVR Viewer を起動しない場合）
NASを使用する場合
表示ありの場合：最大80ips/80ips/80ips
表示なしの場合：最大80ips/0ips/80ips

�添付物・付属品
スタートアップガイド.............................1
保証書........................................................１
安全上のご注意 ........................................１
ビクターサービス窓口案内.....................１
CD-ROM ..................................................1
電源コード（2 ｍ）..................................１
ラックマウント金具.................................2
スクリュー（M4×10 mm)................4
スクリュー（M5×11 mm)................4

�外形寸法図（単位：mm)

T 本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更する
ことがあります。

仕様

420
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VR-N900

�一般
許容動作温度範囲

：5 ℃～ 40 ℃
許容保存温度範囲

：－20 ℃～ 60 ℃
許容動作湿度範囲

：30 ％～80 ％
電源 ：AC 100 V 50 Hz ／ 60 Hz
消費電力 ：150 W
質量 ：約8.0 kg

�インターフェース
ネットワーク ：RJ-45× 2
LAN1 ：1000BASE-T/100BASE-TX/

10BASE-T
LAN2 ：100BASE-TX/10BASE-T
シリアル ： USB2.0 ATYPE相当　×5
VGA出力 ：最大1600 x 1200
ビデオ入力 ： NTSCコンポジットビデオ75 K（BNC

不平衡）×4
音声入力 ：アナログオーディオRCA× 2 -8 dBs 

50 kK（不平衡）
音声出力 ：アナログオーディオRCA × 1 -8 dBs 

600 K（不平衡）
制御端子 ： RS-485 D-Sub 9pin（オス）×1
入出力端子 ：プッシュターミナル

入力×8
出力×5
GND × 3

�圧縮形式
ビデオ ：JPEG/MPEG-4（ネットワークカメラ）

JPEG（アナログカメラ）
オーディオ ： μ-law （64 Kbps） A/D 8 bit,        

Fs=8 kHz

�記録
HDD容量 ：250 GB× 2

�記録 /表示 / 配信性能
表示ありの場合：最大120 ips/60 ips/30 ips
表示なしの場合：最大120 ips/0 ips/82 ips　　　　　

（NVR Viewer を起動しない場合）
NASを使用する場合
表示ありの場合：最大60ips/60ips/30ips
表示なしの場合：最大60ips/0ips/30ips

�添付物・付属品
スタートアップガイド.............................1
保証書........................................................１
安全上のご注意 ........................................１
ビクターサービス窓口案内.....................１
CD-ROM ..................................................1
電源コード（2 ｍ）..................................１
ラックマウント金具.................................2
スクリュー（M4×10 mm)................4
スクリュー（M5×11 mm)................4

�外形寸法図（単位：mm)

T 本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更する
ことがあります。
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